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本日の騎士ミロク２
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









プロローグ


１　地の月二十二日　卓を囲み


２　獣の月四日　孤立して


３　獣の月五日　影を追い


４　獣の月五日　懐かしむ間もなく


エピローグ





　あとがき
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プロローグ




　拝はい啓けい　ミロク様　コ・ニィエン様





　お母かあさんです。ふたりとも、元気ですか。


　ええと、何を書こうとしてたのか忘れちゃったので、こないだ訊きかれてた焼き飯のレシピを書こうかと思います。まず米は溶とき卵の中に漬つけてから、鍋なべに油を注いで──


　ああ、思い出しました！　ミロクが騎き士し団に捕つかまっちゃったんですって!?　なにか大犯罪をやらかしたそうじゃない！　あの子ったら、いつか何かやるかと思ってたけど、まさかジルサニアでやらかすなんて！　


　保ほ釈しやく金が欲しいならいつでも言ってね。ゴウトから掠かすめ取ってくるから。あ、でも処しよ刑けいされたらどうにもならないわね。どうすればいいのかしら。ちょっとお姉ちゃんに聞いてきます。





　あら？


　ミロクが捕まったのって、ウソなの？


　そうよね。ウチの子に限って犯罪なんてするはずないわよね、オホホホホ。


　それにジルサニアの騎士団は誇ほこり高いと聞きますから。ミロクを無下に扱あつかうこともないでしょう。たとえ犯罪者になっても、お母さんはミロクを信じていますからね。





　　　　　　　＊





　それは悲鳴というより、断だん末まつ魔まに近かった。


　何かに悶もだえ苦しむ若い男の絶ぜつ叫きようが、石の壁かべを反射して木こ霊だまになる。それは地じ獄ごくの亡もう者じやたちが救いを求めて呻うめいているようにも聞こえる。


　壁から聞こえてくる悲鳴に、ホラキア軍の捕ほ虜りよたちは身を寄せ合って怯おびえた。


「……なんだ今の」


　絶叫が止やんだ後、一人ひとりの捕虜が呟つぶやく。


　彼かれらの記き憶おくが確かならば、捕虜に対する拷ごう問もんはルテア大陸六国家の協定で禁止されていたはずだ。もっとも、どうとでも事後処理できるわけだが。


　が、捕虜たちはそれでも拷問があることを信じられない。


　彼らが戦った敵、ジルサニア王国の騎士団は誇り高いことで有名だ。


　事実、逃にげ遅おくれたホラキア兵たちが捕まった時も、ジルサニア騎士団はけして無下には扱わず、下したっ端ぱ兵士も人間らしい扱あつかいをしてくれた。


　最悪、捕虜にもされず殺されると思っていたホラキア兵は、大層喜んだ。戦せん闘とう中は魔ま法ほうの影えい響きようもあるが、気持ちが高こう揚ようするために自分の命すら惜おしまなくなる兵が多い。が、終わってみると急に故郷が懐なつかしく思えてくるのだ。


「拷問……されてんのか？」


　疑念を拭ぬぐいきれず、とうとう口に出した捕虜の一人ひとり。


「そんなわけないだろ。だって、ジルサニアの騎士団だぜ？」


　敵国である以上、どちらも大勢殺した。


　いや、むしろこの戦いはホラキアが悪だ。条約で禁止されている国家と手を組み、補給線を断って兵ひよう糧ろう攻ぜめをし、多くの騎士を餓が死し寸前に追い込こんだ。本来なら捕虜を取る余よ裕ゆうなどないはずだった。むしろ怒いかりに任せて殺されても、まったく不自然ではない。


　そんな彼らを無事に故国に帰すと約束してくれたジルサニアは、敵として尊敬できる相手だった。少なくとも、この地下牢ろうに入れられたホラキア兵たちは、そう信じていた。


　それなのに、今の絶叫。


「けど──我々は平気じゃないのか？」


「どうしてそう思う？」


　一人の捕虜に、部へ屋やにいた数名の視線が集まる。


「この地下牢は、ジルサニア騎士団の本部の地下にあるんだよな」


「ああ。兵士たちは別の収容所で労働させられているんだろ」


「ということは、この地下牢には下士官と将校……は、さすがにいないか。あとは士官くらいしかいないことになる。俺おれたちだって、そうだろう？」


　拷問せずとも、尋じん問もんはするだろう。そのために、情報を持っている偉えらい兵たちが集められているのだ。


「そんな場所で拷問があるのか？　士官クラスを拷問したとなれば、国際問題になる」


「わからんぞ。皆みな殺ごろしにすれば喋しやべる者がいなくなる」


　別の声に、皆みなが口をつぐむ。


　戦場では問答無用で敵を殺すし、捕虜にした敵は本部に引き渡わたす。尋問をするのは別の部隊だ。拷問が行われている可能性は確実にあると思うが、実態は知らないのだ。


「仮にやったとしても、ここじゃ無理だろう」


「何故なぜだ？」


「捕虜にあの方がいるじゃないか。きっと今の声も、聞かれているに違ちがいないぞ」


「ああ、あの──」


　誰だれかが頷うなずいたその時だった。


　──ァァァァァァッ!!


　壁を通り抜ぬけてくる、一際大きな絶叫。


「──ひっ！」


　臆おく病びような誰かが、少女のように身体からだを強こわ張ばらせる。


　ただの叫さけび声、そして何かを制止する声、やめてくれと懇こん願がんする声、それらを無視して大きな音、また絶叫。泣き声の混じった声と、それを笑う別の声。


　人よりも獣けものの遠とお吠ぼえに近かった。


「お、おい！　絶対に今の拷問だろ!?」


「う、ウソだろ……しかも、あんな声。一体、何されてるんだ？」


　今は捕虜に与あたえられた手て枷かせによってその魔ま力りよくは制限されているが、ホラキア王国の兵士は、そのほとんどが魔法を使える。強化リインフオースの魔法を使えば、身体のあらゆる場所が数倍の筋力を得ることができる。


　今まで魔法に頼たよってきたホラキア兵たちも、魔力を制限された状態で殴なぐられれば痛い。魔法で身を守れないという事実も、彼らを弱よわ気きにさせる。


　そして、三度目の絶叫。








　一方、ホラキア軍の捕虜が捕まっていた地下牢の一室では。


「や、やめろおぉおおおおおぉぉぉぉっ！」


　先の戦たたかいで、餓死寸前だったジルサニア騎士団を救った部隊がある。


　名を赤あか目め隊たいと言い、普ふ段だんは第一王女のワガママを聞く部隊だ。


　その中でもとりわけ剣けんの腕うでがたつ若わか者ものがいる。


　名はミロク・シーレン。退たい却きやくするジルサニア騎士団のために、ジルサニア第一王子アーセージと並び、たった二人ふたりでホラキア軍千人近くを相手にした剣けん豪ごうだ。この戦いで一目置かれるようになり、咬兎サベツジラビツトという二つ名をつけられた。


　その剣豪ミロクは、現在ロープで吊つり下げられていた。


　特に悪いことをしたわけではない。むしろ普段の彼はバカがつくほど善良な騎士だ。それ故ゆえに、簡単に騙だまされる。


「さーて、次はどれ行くかな」


　吊られたミロクの視線の先は、テーブルの上に置かれてある弁当箱。


「じゃ、この唐から揚あげいただきっ」


　行ぎよう儀ぎ悪く指で唐揚げをつまんで、美味おいしそうに頰ほお張ばる少女。


「あああぁぁああああっ！」


　その喜びに満ちた顔を見て、ミロクは喉のどが嗄かれるほど絶叫する。


「てめぇジュジュ！　覚えてろよ！　絶対に許さないからな！　このロープが切れたら、お前の大事なチョコレート、全部食い尽つくしてやる！」


　恨うらみのわりには同レベルの脅おどしをかけるミロク。


　ジュジュと呼ばれた少女は、ミロクが何もできないのをいいことに、早速次のおかずを手にする。今度は小さく切られたコロッケだ。


「お、これもうまそう！　いただきまーす！」


「おああぁぁぁああぁぁぁぁっ!!」
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　からくりは、こうだ。前日からミロクには、水以外何も与えていない。わざと食事時を狙ねらって、面めん倒どうな仕事ばかり頼たのむ。厳重に監かん視しして間食もさせなかったため、一昼夜を水だけで働き通したミロク。さすがにこれでは次の日に死ぬので、彼かれのために弁当を作ってもらったのだ。


　ミロクの最愛の妹と家人に。


「おいジュジュ！　そのコロッケ、コニーが一生懸けん命めい揚あげてたって言ってたヤツだろ!?　なんでそんな嚙かまずに食べるんだよ!?　もっと味わえよ！」


「ちゃんと嚙んでるよ。うまいぞ。超ちよううまい。コニーって料理上じよう手ずなんだなー」


「それはそれで腹立つ！　くそっ！　いい加減にしろおぉぉっ！」


　ちなみに先ほどから文句を言われている少女──今回の作戦の首しゆ謀ぼう者しやなのだが──ジルサニアの宝とも言われる第一王女、ジェルメーヌ・ジルサニアその人であり、ミロクが命に代えても守らなければならない直属の上司である。


　その姫ひめにタメ口どころか暴言まで吐はけるのは、ジルサニア全土を探しても数人しかいないだろう。


「なぁ、こんなもんでいいのかー!?」


　扉とびらの外に向かって呼びかけるジュジュ。


「うん、いいんじゃないかな！　みんなビビッてるよ！」


　聞き慣れた同どう僚りようの声が向こうから返ってきた。








「なんなんだ!?　おい、何が起きてるんだ!?」


「お、俺は喋しやべらないぞ！　何をされても、国王陛下のために！」


「俺だって！　俺だって、ホラキアのために口を守る！」


　握にぎり拳こぶしを作って、何かを必死に我が慢まんするホラキア兵たち。


　その時、鉄製の扉がノックされた。


「えーと、すみません。ホラキア軍金こん剛ごう中隊の下士官さん達たち」


　扉の向こうから、とぼけた声。


「我々の上司が、ちょっと聞ききたいことがあるそうなので、よろしければお食事でもしながらお話ししませんか？」


　その提案に、捕虜たちは一いつ斉せいに飛び上がる。


　裏に何が隠かくされているのか、分かったものではない。お互たがいに視線を交わしつつ、扉の向こうにいるジルサニア騎士の本意を探ろうとする。


「あのですね、今日きようのメニューは子牛のソテーと白身魚のムニエルだそうですよ」


　それは何の隠いん語ごかと訝いぶかしむ捕虜たち。


　が、もともと捕虜に拒きよ否ひ権けんはない。仕方なく承しよう諾だくする。


　笑え顔がおで案内する兵士、あてがわれた豪ごう華かな食堂、そして素そ朴ぼくながらも手の込こんだ料理。それら全すべてを享きよう受じゆしたホラキアの捕虜たちはどうしたのかというと──


　疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまい、全すべての情報を洗あらいざらい吐はいてしまったのだそうな。








「ごちそうさまー！」


　空になった弁当箱を見せつけるジュジュ。ミロクはもう泣き出しそうだ。


　種明かしをすると、今ジュジュが食べた弁当はニセモノで、ミロクの家族が作ってくれた本物の弁当は別の場所に隠してある。さすがにそこまで悪あく魔まではない。ある程度は充じゆう分ぶん悪魔だが。


「おう、こっちは終わったぞ」


　その時、地下牢に入ってくる野太い声が。


　声は渋しぶい男のそれなのだが、喋っているのは小さなウサギだった。


「俺の目もく論ろ見み通どおり、全部吐はいてくれた。これで諜ちよう報ほう部も満足だろ」


「おービスマルク。こっちも今終わったところだぜ」


「隊長……何か食べるもの……」


　明るい声で答えるジュジュと、消え入りそうな声のミロク。


　ウサギの姿をしているが、これでも赤目隊のリーダーである。ジュジュに最も近い場所で警護できる立場であり、同時に赤目隊の連中の面倒を見ている、頼たよれる男だ。


　そのビスマルクは懐ふところから葉巻を取り出して、こう語る。


「食わせてやるついでに、ちょっと付き合ってくれ」


「え、何？　私わたし？」


　答えながら、地下牢の廊ろう下かの壁にある「禁きん煙えん」の張り紙を指差すジュジュ。ビスマルクは声と同じくらい渋い顔で葉巻を懐に戻もどした。


「ジュジュとミロク、両方。まぁせっかくだから赤目隊全員で見に行こうや」


「見る……？　さっきの捕虜の中に、面白い人でもいたんですか？」


　疲つかれた声のミロク。先ほどから腹が鳴って止まらない。


「ああ。ホラキア王国第二王子、ベンヤミンと名乗っている」


　その名前を聞いた途と端たん、ミロクの腹の音が止まった。




１　地の月二十二日　卓を囲み




　ルテア大陸六国家のうち、西中央に存在する国、ジルサニア。


　その象しよう徴ちようの一つである王宮。


　五百年前に建てられたと言われる王宮は、魔法のおかげか現在も色あせない光こう沢たくを放っている。建たて物ものに使われている石の一つ一つに防ぼう御ぎよ魔法がかけられているのだそうな。


　先の戦いで多くの騎士を失ったジルサニアだが、この王宮だけはどんな攻こう撃げきだろうと崩くずれることはない。それは中に住む者だけでなく、毎日それを眺ながめる城下町の民にも安心を与えてくれる。


「……なぁ、まだか？」


「知らないよ。あたしに訊かないでよ」


　モグモグと口を動かしながら、ミロクが隣となりに立つ同僚のアーニィに問いかける。


　彼らは五分ほどそうやって立っている。


　ここは王宮にある応接室。過度な調度品はなく、ソファと机があるだけ。王族だけでなく、臣下が個人的な用事にも使える部屋だ。


　その応接室にいるのは、ミロクたちの他ほかに第一王女のジュジュ。


　そしてジュジュと向かい合ってソファに腰こし掛かけている、黒い服の青年。


「お、お久しぶりだね、ジェルメーヌ……いや、ジュジュと呼よんでもいいのかい」


　整えられた黒くろ髪かみ。スラリと長い背せ丈たけ。細ほそ面おもての美顔。引き締しまった筋肉。


　女性に嫌きらわれる外見的な要素は一切ないのだが、このオドオドした性格がかなりマイナスになっているとミロクは思う。額ひたいの汗あせが照明に反射してキラキラと輝かがやいていた。


「久しぶりですわね。息災で何よりです、ベンヤミン王子」


　聖母のような微び笑しようを携たずさえて、ジュジュが微ほほ笑えんだ。


　ついさっきまで悪魔の形相でミロクの弁当を食べていた女と同一人物とはとても思えない。その外そと面づらの良さは天性のものなのか、それともジルサニア王家に伝わる技なのだろうか。


「そ、その……すまない。我が軍がしたことは」


「ああ、その件に関しては父上とお話しください。生あい憎にく、私は戦争については疎うといんです」


　せっかく言いかけたベンヤミン王子の謝罪をピシャリと拒きよ絶ぜつするジュジュ。


　きっとベンヤミンとしては話の糸口を設けたかったのだろう。それから彼は何も言えずにお茶を飲むばかり。


「ねぇミロク。本当にいいの？　食べたままで」


　耳打ちする同僚のアーニィ。ベンヤミンと同じくらい細ほそ身みの女の子。ジュジュのような優ゆう雅がなオーラはないが、太陽のように明るい笑顔を持っている。彼かの女じよもホラキア出身と言っていたが、あの国は細い体系の人種が集まるのだろうか。


「大だい丈じよう夫ぶだって。ジュジュがいいって言ってるんだし。それに俺、もう食わないと死ぬよ。なんだか眩暈めまいまでしてきたし」


　ミロクは部屋の隅すみでこっそりパンを食べていた。


　アーニィに何か食べるものはないかと尋たずねたら、どういうわけか彼女のポケットに入っていたものだ。


「ジュジュはいいって言ってても、もうすぐ王様来くるよ？　外で食べればいいじゃない」


「いや、それは……ちょっと、俺も同席したくて」


「なんでよ？」


　答えられない。


　だが、ミロクはこのベンヤミン王子の側そばを離はなれられなかった。


　部屋の隅でパンを咀そ嚼しやくしながら、彼の一挙手一投足を観察するミロク。


「確かに、立ったまま食事というのは感心しませんね」


　そんなミロクの弁当箱を取り上げる長身の騎士。長い指先で眼鏡めがねを直すと、応接室の一角にいつのまにか用意されていたテーブルに置いた。わざわざ小さな椅い子すまである。


「許可が出ていても、マナー違い反はんはよくないですよ。さ、こちらに座って食べなさい」


「あ、ありがとうトーラット」


「今、みんなの分のお茶を淹いれますから。いいですよね、ジュジュ」


「ええ、ついでに私のも淹れなおしていただけますか？」


「かしこまりました」


　ミロクを座らせてから、お茶を淹れに外へ出ていくトーラット。赤目隊の中では二番目に年上なのだが、どうも世せ話わ女によう房ぼうというか口うるさい教師のような性格が出てしまう。それはホラキア国の要人を迎むかえている時でも。


「楽しい親衛隊……だね」


　ようやっと、ベンヤミン王子が口を開いた。


「ありがとう。私の自じ慢まんの部隊ですわ」


　それを聞いて、ジュジュも微笑む。この部屋に来きて初めての笑みに、ベンヤミンも安あん堵どした表情を浮うかべた。


　ミロクも危機的状じよう況きようから脱だつするくらいには食べられたので、おとなしく座ることにした。アーニィのくれたパンは量こそ少ないが、甘あまくて疲つかれを癒いやしてくれる。


　が、やはり足りない。


　なにしろ昨日きのうからロクに食べていないのだ。パンひとつ腹にいれたせいで、逆に胃が活性化してしまった。今、ミロクの身体は食料がもっと入ってくるものだと思い込こんで、騒さわごうとしている。


「やあ、ベンヤミン王子。待たせたな」


　ミロクが腹を押おさえていると、応接室の扉がノックされ、ジルサニア国王が入ってきた。騎士団の制服に似た、左右非対たい称しようの服。勲くん章しようや紋もん章しようが大量についており、それらを覆おおい隠かくすように宝石のアクセサリーが輝いていた。


　その国王は、お茶が載のったトレイを手にしていた。


「す、すみません。私は断ったのですが、どうしてもと……」


　その国王の後ろからトーラットが慌あわてて入ってきた。ベンヤミンも赤目隊も啞あ然ぜんとしているが、国王だけは平然とお茶を配っていた。配下である赤目隊のメンバーにも。


「遅おくれた詫わびだと思ってくれ」


　最後に自分のお茶を淹れて、どっかりとジュジュの隣に座る国王。


　ベンヤミンと向かい合った瞬しゆん間かん、威い厳げんある王の顔に戻もどる。


「改めて、久しぶりだなベンヤミン王子」


「お、お久しぶりです、陛下！　先の戦いでは、不ふ名めい誉よな真似を致いたしました！　全兵士に代わってお詫わび申し上げます！」


　何か言われる前に立ち上がり、腰こしを直角に曲げて謝るベンヤミン。王族として、そうホイホイと謝っていいものかと、ミロク以外の人間も呆あきれていた。


「補給線を断ったことに関しては、こちらの弱さだ。卑ひ怯きようではないだろう」


「い、いえ。そのことではなく──」


「ああ、オウガンの方か」


「は、はい……」


「確かに、私もいささか驚おどろいたよ。ホラキアがオウガン帝てい国こくと手を結んだとは」


　その国の名を聞いた瞬間、ミロクの表情も変わる。平静を装ってはいるが、国王の言葉を聞き漏もらさないように集中していた。


　オウガン帝国はルテア大陸の東とう端たんにある島国だ。元々はいくつもの民族が暮らす諸国列島だったのだが、二百年ほど前に戦争による併へい合ごうが起こり、強大な一国となった。


　オウガンにもっとも近いホラキアは、特に小こ競ぜり合あいが多く、ルテア大陸六国家でも一番仲が悪いと言われていた。


　犬けん猿えんの仲である二国が手を結んだ事実は、ジルサニア以外の国にも衝しよう撃げきを与えたのだ。


「話というのは、その事についてかな？　でなければ、君がジュジュに頼んで私と接見する意味がないからな」


「は、はい……」


　うなだれるベンヤミン。


「実のところ、ホラキアがオウガンと手を結んだ事は、僕ぼくも知らなかったんです」


「ええ!?」


　これには王族だけでなく、赤目隊の連中も驚いた。


「だってお前、王子だろ!?」


　他国の王子にも遠えん慮りよなくツッコミを入れたのは、ウサギのビスマルク。が、同じ質問をこの場にいる全員がしたかったに違いない。


　注目され、顔を赤らめるベンヤミン。王子なのだから、人から注目されるくらい慣なれっこだろうに。


「す、すみません。国政に疎いのを自覚してはいたんですが、この事は僕だけでなく軍の上層部もあまり知るものがいなかったらしく……此こ度たびの戦いくさで、出しゆつ撃げき前に知らされて多くの兵が驚いたものです」


「そりゃ『いざ出しゆつ陣じん』って時に、突とつ然ぜん上から『今日からこの竜りゆう騎き兵へいが一いつ緒しよだから』って言われたらビビるわな」


　恐おそろしいのは、それでまかり通ってしまうホラキア軍だ。どれだけワンマン運営をしているのだか。


　しかしオウガンの主力部隊である竜騎兵が運用されたのは、補給部隊を叩たたく強きよう襲しゆう作戦が多かった。高速機動がウリの竜騎兵を使うには、適材適所と言える。しかも実働部隊は竜騎兵だけだったので、単独で命令が出せたのだろう。


　要は、竜騎兵だけに命令を下せる者がいれば事足りる。難しい話ではない。


「王子ですらオウガンとの密約を知らないのでしたら、一体どのあたりの人がご存知だったのかしら？」


　ジュジュが尋ねる。かなり突つっ込こんだ質問だったが、ベンヤミンは正直に答える。


「父上……ホラキア王と、三名の将軍のみかと。兄上は知っていたかどうか。僕が知った時には、もうオウガン軍が到とう着ちやくした後でした」


「それは……兵も困こん惑わくしたろう」


　同情するような声の国王。


「はい。でも、オウガンにも優れた将が何人かいたようで。けして恫どう喝かつしたりはせず、いきりたったホラキア軍を説得してくれました。あの手しゆ腕わんは僕も見み事ごとだと思いました」


「ということは、敵対しているわりに歓かん迎げいムードだったわけだ」


「……おかしいと思ったのは、僕だけではなかったんですけどね」


　ベンヤミンは指を組んでうなだれている。


　彼だけでなく、赤目隊の皆もその異常性には気づいていた。


　軍も将も王ですら、敵国の軍を招き入れることをよしとしている。


　他者から見れば、まるで喜劇のような状況だ。それでも当のホラキア国民はできそこないの台本に振ふり回されて、たまったものではないだろう。


「やはり、父がどうかしてしまったのだと思います」


　ベンヤミンの結論に異論を挟はさむ者はいない。


「もしくは、どうかさせる事のできる人間がオウガンにいる、だな」


　ミロクを除いて。


「どういうことですか？」


「オウガンが得意とする魔法は『使役フアツシネイシヨン』だ。他の国にはない体系の魔法で、普ふ通つうは動物にしか効かないけど、応用すれば人間の気持ちもある程度操れるって聞く」


　その使役の魔法で、この世界で最強と呼ばれる竜りゆうを操ることができたが故に、大陸全てが恐おそれる戦闘国家になったのだ。


「そんなずるい魔法があったら、防ぎようがないじゃない」


　アーニィの怒りはもっともだが、


「いや、そこまで万能な魔法じゃないんだ。人間の心を操るっていうか、その人が考えていることを言葉や動作で誘ゆう導どうするっていうか……とにかく、卓たく越えつした使役の魔法使いは心を操るのが上手うまいんだ。でも警けい戒かいしていれば防げるから、万能じゃない」


「詳くわしいんですね、ミロク」


　感心した表情で眼鏡を直すトーラット。


「どこでそんな知識を？　あなた魔ま導どう士しではないですよね？」


「え、あ、剣の師し匠しようがオウガン人だから……」


　できるだけ噓うそをつかずにこの場を乗り切ろうとするミロク。


「つまり、ホラキア王はオウガンの術者に心を乱された可能性がある、と言いたいんだね。ミロク君」


　言いよどむミロクを救うように、国王が確認する。


「術者に、心当たりがあるんだね──」


　声を低くして尋ねる国王。


　今度は、肯こう定ていも否定もできない。


　逡しゆん巡じゆんの果てにミロクが出した答えは──


　腹の音だった。


「…………」


　部屋に流れる、気まずい沈ちん黙もく。


「す、すいません……」


　ミロクは耳まで真まっ赤かにして俯うつむいてしまう。


「場所を変えようか。ここだと緊きん張ちようしてかなわん」


　一国の王のくせに、空気の読める男だった。
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「……事情はだいたい分かった」


「だいたい、ですか」


　音の壁は、音。


　夜も更ふけた酒場の喧けん騒そう。詩人が奏でる曲とは全然関係ない隊歌を歌う騎士と、調子はずれでまったく関係ない歌を歌う市民、それらに負けじと全力でリュートを鳴らす詩人。


　これだけ揃そろえば、もうテーブルの会話など誰にも聞こえない。


「だってミロク、お前かなり話下べ手ただぞ。もっと要点をまとめろ」


　指を突つきつけて説教するのは、ジルサニア第一王子アーセージ。普段は女性が必ず振ふり返るほどの美男子だが、騎士の制服も着ず、酒場でジョッキを持った赤ら顔ではそのへんの若者と変わりがない。


「言いたいことは分かったけどな。ミロクくんは感情で語りやすいんだな」


　そのアーセージに同意する、ジルサニア国王。彼も市民の服を着ているため、そこらへんのおやじにしか見えない。


「作文にして提出させた方が良かったかな……いや、それでもダメだな」


　唯ゆい一いつ異い彩さいを放っているのは、テーブルの上で野菜スティックを齧かじっているビスマルクだった。もっとも、彼も酒場の常連なために、誰も気に留めない。


「あんたら、人に話させといて……！」


「ああ悪い悪い。問題はそこじゃなかったな。うん、だが本当に大体の事情は分かった。つまりミロク君は命の危険を感じてオウガンから亡命させてもらったんだな」


「……はい」


　国王になだめられるミロク。


「もう一度、要点をまとめようか。オウガンの前皇こう帝ていが崩ほう御ぎよしてからだ」


「本来ならば、その後皇帝に就くはずだった第一皇子のゼ・ジンレイ・オウガンが三年前に死んだ……そうだなミロク」


　アーセージの発言に間ま違ちがいはない。ミロクは頷くだけ。


　死因は不明──とされている。


　だが、今になって分かる。あれも誰かの陰いん謀ぼうだったのだ。でなければ、都合が良すぎる死だ。ミロクの知る限り、兄ジンレイの身体は確かに弱かったが、突とつ然ぜん死しするような病びよう魔まには侵おかされてはいなかった。


「ジンレイの代わりにゴウト……俺の二番目の兄が即そく位いしました」


「ミロクにも継けい承しよう権はあったんだよな？　断ったのか？」


　ビスマルクの質問には、首を振ふる。


「俺は皇帝になるつもりはありませんでした。政治はジンレイが一番詳しかったし、軍事はゴウトが掌しよう握あくしてたから、もともと二人のどっちかが即位するだろうって言われてて、俺もそれがいいと思ってました」


「あぁ、つまりミロクはミソッカスだったわけだな」


「……そうですよ悪かったですね」


　ふてくされるミロクを、三人が笑う。バカにしたような笑いではなく、安あん堵どの成分がいくらか混じっていた。


「ま、そこまではいい。そんな情報だったら、俺たちどころかほとんどの人間は知っている。伝聞でも充じゆう分ぶんだ」


　なにしろ一国の皇帝の話だ。大陸中に知られないほうが不思議だ。


　問題は、ここからだ。


「本来なら新皇帝が決まるというのは、めでたい話だ。そんな最中、第三皇子のサ・ミロク・オウガンがジルサニアまで亡命しなければならなかったのは、何故なぜか──」


　国王がミロクの目をじっと見つめる。その奥おくの真意を見み透すかすかのように。


　もともと言葉としては先ほど聞いたばかりだ。それでも国王は、ミロクがウソをついていないか目を見て調べている。


　刺ささりそうな視線に、ミロクは息を止める。


「父上。あまり脅おびやかすものではありませんよ」


　アーセージがたしなめると、国王はコロッと態度を変えて微笑んだ。


「分かってるさ。彼は手の込んだウソをつけるような子じゃない。信じるさ。その──ゴウト皇帝についた謎なぞの連中のことも」


「真の黒幕……か」


　最初、違い和わ感かんを感じたのはジンレイが亡くなって葬そう式しきの準備をしている時だった。占せん星せい術じゆつにのっとり、魔ま術じゆつ的てきな装そう飾しよくがちりばめられた式場。その無数のまじないを指揮していた連中だ。


　正体はミロクも知らない。


　常にゴウトに付き従う影かげ。人数も分からぬその集団が現れてから、ゴウトの様子も明らかに変わっていった。ホラキアと手を結ぼうとしたのも、きっと連中の入れ知ぢ恵えに違いない。


「ええと、その集団が現れたのは、ジンレイが亡くなる前？」


「はい。ジンレイが死んだのは、俺が亡命する直前です。というか……ジンレイが俺たちを逃にがしてくれたんです」


　ミロクは当時の様子をもう一度語る。


「多分、ジンレイはゴウトが何者かと組んで陰謀を企たくらんでいた事を知っていたんだと思います。だけど自分だけではどうにもできなかったから、俺たちを逃がそうとして……でも、間に合わなくて」


「うん」


　アーセージが頷く。


　後で聞いたのだが、ミロクとコニーとササヤが無事に亡命できたのは、受け入れ先であるジルサニアで尽じん力りよくしてくれた人物がいたからなのだ。それがこのアーセージである。彼は亡き兄ジンレイとは友人同士だったらしい。


「逃にげられなかった家族もいます。俺の母や、姉や──けど、捕まって。助けたいけど、今の俺じゃどうにもできなくて……」


　テーブルの下で、ぎゅっと拳こぶしを握にぎるミロク。守りたい人を守れなかった悔くやしさと、安否が気になる不安が身体を震ふるわせた。


「それでオメー、三年間ジルサニアで何をやっていたんだ？」


「シェンランっていう──弟分と連れん絡らくを取りながら修行してました。いつかオウガンに乗り込こんで、みんなを取り返すために」


「騎士団に入ったのも、オウガンを取り戻もどすためか？」


「いえ。本当なら、入らずに済めばそれで良かった。なんだか……他国の手を借りちゃいけない気がして。もう、遅いんですけどね」


　当時は、これは自分ひとりの問題だと思っていた。


　誰にも迷めい惑わくをかけず、充分に剣の腕を磨みがいたら、こっそりオウガンに乗り込んで大暴れしてもいいとさえ思っていた。それがどれほど無む謀ぼうな行動かは、いくらミロクでも分かるだろうが。


「けど、騎士団に入って良かったと思います。ジュジュの仕事に携たずさわって、剣以外の大切な事を教えてもらったし。三年も暮らして、ジルサニアの人たちも守りたいと思うようになったし……それに、もうオウガンとジルサニアは無関係じゃない」


　ホラキアと手を組んで侵しん攻こうしてきたのだ。明らかにオウガンはジルサニアを攻せめる意思がある。ミロクはその真意を知り、止める義務があると思っていた。


「だから俺は、少なくとも今はジルサニアの騎士です。オウガンの皇子じゃありません」


　同席した三人は、たどたどしくも真しん剣けんに語るミロクを見つめる。しばらく無言で聞いていたが、やがて何かを納得したように、うん、と頷きあった。


「あ、あの……？」


「ん、ああ、いやスマンね」


　また謝る国王。


「もしも君がオウガンのスパイだったらどうしようかと考えていたんだが……どうやら違うようだな」


「まぁ、このタイミングで騎士団に入ってくるオウガン皇子なんて、あからさま過ぎるもんな。スパイだったらもっと前から潜せん伏ぷくしてるか」


「そもそもミロクにスパイ活動はできませんよ。これが全部演技だったら、どこの劇場でも引っ張りだこです」


　そしてまた頷きあう三人。


　バカにされた気がするが、ミロクは何も言えなかった。疑われるよりはマシだ。


「ま、疑いは晴れたが……ミロクよ。お前にゃこれからもっと大変な仕事を押おし付けるかもしれないぜー」


　煙けむりを吐きながら、ビスマルクは言う。


「今の話が全部本当なら、お前はオウガンの暴走を止めるカギになるかもしれねぇ。そういう意味では、ジルサニア騎士ってのはイイ隠かくれ蓑みのかもな。まさかオウガンも亡命した皇子が名のある騎士をやってるとは思うまい」


「それもジュジュの下働きでな」


　含ふくみ笑いをするビスマルクとアーセージ。


「ま、まぁ、なんだ。これからもジュジュをよろしく頼むぞ、ミロク君」


　さっきからミロクのフォローに回ってばかりの国王。愛想笑いをしながら、ミロクのために新しいジュースのジョッキを注文してくれている。


　国王にそんな顔で頼まれたら、誰だって断れない。





　　　　　　　＊





　ジルサニアで一見和なごやかな会食が行われている時、隣りん国ごくホラキアでも胃に優しくない食事をとる者がいた。


「まったく、国王陛下はどうしてしまったんだ。あれから部屋にこもりきりで」


　ホラキア国内の宮きゆう殿でん。石造りの無骨な砦とりでを思わせる無機質な建物を、他国から取り寄せた絨じゆう毯たんや絵画でかろうじて取り繕つくろっているような印象。唯一、壁を直接穿うがった彫ちよう刻こくだけは雰ふん囲い気きに溶とけ込こんでいる。


　二十人は平気で座れる四角いテーブルを挟み、切った肉にため息を吐きかける老人。
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　名をゲンプといい、ホラキア王国の宰さい相しようのひとりだ。血の気が多いホラキア人にしては珍めずらしく、今回の戦争に最後まで反対していた。


「……予想はしていた。もう驚かん」


　その老人の向かいに座っている壮そう年ねんの男。ゲンプ宰相三人分くらいの体積を持つ、誰がどう見ても荒あら事ごとが得意な面構えの男だ。


　彼こそホラキア軍を動かせる大将軍であり、十年前までは全ての国を震ふるえ上がらせる狂戦士だった。今ではこのように落ち着いて会食が出来るほど丸くなったと、重じゆう鎮ちんはほっとしているとか。


「他人ひと事ごとみたいに言うがな、ボバルト将軍。負けたのは君の責任ではないのか」


「フン」


　ボバルト将軍は酒を瓶びんから直接飲み下し、ゲンプを一いち瞥べつする。


「勝負は時の運。俺がどれだけ巧たくみに兵を動かそうと、負けることもある。だから用兵は面白い。ゲンプ殿どのも、絶対に勝ち続けられる棋き戦せんなど楽しめないだろう」


「否定はせぬし、咎とがめたりもせぬ。だがな将軍。今回は勝たねばならなかった戦じゃ。オウガンと手を組んだことが大陸にバレ、今や我が国は五つの剣が向けられておる」


「おう、それだ宰相殿。今、どうなってるんだ？」


　新しい酒さか瓶びんのコルクを歯で抜ぬき、ボバルトは尋ねる。


「ツッキーニ王国が全ての国に書状を出した。こちらにも届いておる。六カ国での協議を呼びかけるものだ」


　ツッキーニ王国はルテア大陸の東北に位置する国だ。鉱物の資源が豊富で、変化の魔法を使って物質をより有効的に使う特色がある。そのため科学や建築、造船などの技術が盛んだ。


　そのツッキーニがルテア大陸に存在する六カ国の首しゆ脳のうを一いつ箇か所しよに集めて、今回の件について話し合うというのだ。


「協議だと？　俺たちの間じゃ、そういうのを断罪って呼ぶんだ。オウガンなんかと手を組んだ卑ひ劣れつなホラキアに死を！　って感じだろ。責められるのは俺じゃなくて宰相殿、アンタだろうけどな」


「陛下が出てこないかぎり、そうなるな」


　ルテア大陸の国家は東西に分かれて対立し、南北で同盟を結んでいる。つまりツッキーニは大陸東中央に位置するホラキアの同盟国ということになる。


　その同盟国にすら、新たな同盟国を伝えていなかった。しかもそれが大陸から嫌われている戦闘国家ともなれば、どの国だって怒おこる。たとえ軍事的に強固になったホラキアといえど、同盟国が黙だまって見み過すごしてくれるほど発言権を得たわけではないのだ。


「それから、ジルサニアからは捕虜の交こう換かんについての交こう渉しようじゃな」


「ああ、捕虜で思い出した。ベンヤミン殿でん下かのことだ」


　ボバルトがフォークを止める。


　が、すぐに食事を再開する。


「……ま、問題ないな」


「どういう意味だ？」


「死のうが生きてようが、どうでもいいという意味だ。別に後こう継けい者しやでもないし、戦死であれば名めい誉よもつくだろう。軟なん弱じやくな王子も戦場で死ねれば本望ではないか」


　ボバルト将軍が笑った、その時だった。


「それは国を守るために戦った戦士に対して、あまりにも礼を失していませんかな」


　発言したのはゲンプ宰相ではなかった。


　ゲンプやボバルトより遠く離はなれた場所、テーブルの隅で黙もく々もくと食事をしていた一人の男の口から発せられた非難の言葉。


　共通点があるとすれば、男性で服を着ているということくらいか。それほどまでに彼の風ふう貌ぼうは他と違ちがっていた。


　ホラキアの軍人や役人は黒を基調とした服を着るのだが、彼は真紅の衣服を纏まとっていた。それは体格を覆い隠すほどゆったりとした着き物もので、身体の前で紐ひもを結ゆって留めるという奇き妙みような形。


　口ひげを蓄たくわえたその男は、ボバルトをまっすぐ見つめている。


「これはこれは、オウガンのミカガイ殿。我らの流りゆう儀ぎがお気に召めしませんかな？」


　大おお仰ぎような態度でボバルトが嘲せせら笑わらう。


「ベンヤミン王子の戦いぶりは、我らも見ておりました。確かに勇ゆう敢かんとは言いい難がたい及および腰ごしでしたが、それでもジルサニア相手に賢けん明めいに戦っておりました。王子という身分でありながら一兵卒として戦う姿勢は、某それがし、いたく感動しました」


　ミカガイと呼ばれたオウガンの軍人は、ここにいない王子を想おもって目を閉じる。


「フン。我が軍が勝っていれば、今いま頃ごろは別の評価も与えられたでしょうな。なにしろ今回は不確定要素が多すぎた」


「どういう事でしょう」


「お前らに決まってんだろうが！」


　酒瓶を投げつけるボバルト。酔よっているせいか、もう顔が赤い。瓶はミカガイの頭を飛び越こえ、壁に当たって砕くだけた。


「オウガンなんぞに手を借りなくとも、俺たちは俺たちでやれるんだ！　それをお前らが陛下を惑まどわしたせいで、全てが狂くるったんだ！　この疫やく病びよう神がみどもめ！　ホラキアに関かかわるんじゃねぇよ！」


「……内政干かん渉しようについては、某、武人故ゆえ、何も言えませぬ。なにぶん、剣で飯を食って参りましたので、頭は悪いのです」


　丁てい寧ねいに頭を下げるミカガイ。


「ただ」


　顔を上げた時、ミカガイの目が凍こおるほど冷たくなった。


「最初の件につきましては、はっきりと否定させていただきます」


「あぁ？　最初？」


「オウガンに手を借りずとも、勝てたという件です。あなた方のような猪いのしし武者では、ジルサニアの牧童にすら勝てませぬ」


「……！」


　なにかが切れる音を、ゲンプは聞いた。それは盛り上がった筋肉によってボバルトの服の繊せん維いが切れた音だったのだが、ゲンプにとっては堪かん忍にん袋ぶくろの緒おのように聞こえたのだ。


「面白い」


　ボバルトは立ち上がった。


　すでにその手には武器が握られている。槍やりのように長い穂ほ先さきに、鉄板のような刃は物ものがついた大おお斧おのだ。人間どころか、馬ですら真っ二つにできそうな大きさである。それを片手で軽かる々がると振り回すボバルト。


　彼の態度を長なが年ねん見続けているゲンプには分かる。威い嚇かくのつもりはない。相手がやる気であれば、即そく座ざに叩き斬きるつもりだ。もともとオウガンの連中を気に入らなかったのは、彼だけではない。むしろオウガンの味方の方が少ない。


「構えろミカガイ。ホラキアの戦士が弱いかどうか、その目で確かめてみろ」


「……では、某より強い武人がお相手いたします。貴き殿でんもその方が満足するでしょう」


　ミカガイは立ち上がらず、その場で手を打った。


　すると彼の背後から新たな人ひと影かげが現れたではないか。ミカガイに限らず、この食堂には護衛のための兵士が何人も待機していた。


「お呼びですか」


　甲かん高だかい声の兵士だった。背は低い。まるで少年のような体格である。実際、声から推測するに、十代中ちゆう盤ばんくらいの子供だ。白い鎧よろいを着ており、顔は兜かぶとで隠かくれていてよく見えない。


　ただ、隠れていても美しい顔立ちをしていることは分かった。


　その足取りは確かだ。少なくとも、斧を持ったボバルト相手に震ふるえてもいない。


「シェンラン。このお方に力を見せつけてやりなさい。徹てつ底てい的に」


「……はっ」


　一礼すると、小こ柄がらな兵士はボバルトをまっすぐ見み据すえて、頭を下げた。


「お相手致します」


「断る」


　ボバルトは嘲ちよう笑しようで返す。


「何が悲しくてガキの相手などせねばならぬ。お前にはこいつらで充分だ」


　ボバルトが片手を挙げる。


　その合図に呼ばれて影から進み出たのは、三人の兵士。それぞれ黒い鎧を身につけており、それぞれ剣と長ちよう棍こんと短棍を構えている。


　彼らは無言でシェンランを取り囲む。


「余興にはもってこいだろう。ミカガイ、お前もあと二人ふたり出せ」


「必要ありませぬ。シェンランにはちょうどいい人数かと」


　茶を飲みながらミカガイは涼すずしい顔。


「そうだろう、シェンラン？」


「……はっ」


　首しゆ肯こうするシェンランに激げき怒どしたのは、三人の兵士だった。


「このガキ……！」


　言ってみれば、個々の力は自分の三分の一以下だとバカにされたのだ。よほどの自信がなければ口にも出せない。加えて、今シェンランは丸まる腰ごしなのだ。


　何の合図もなしに、一人の兵が動いた。


　シェンランの背後から剣を振ふり下ろす。素しろ人うとであれば暗殺に近い不意打ちだったが、シェンランはそれを半身にすることで回かい避ひした。まるで背中に目がついているかのようだった。


「なっ!?」


「失礼します」


　驚く剣兵士の懐に飛び込こみ、腕を取って関節を極きめようとする。


「うおおおおおおおっ！」


　ホラキア兵が絶叫する。するとシェンランに摑つかまれた腕が盛り上がった。強化リインフオースの魔法によって筋肉を増強したのである。ボバルトほどの太さになった腕を振ると、シェンランの身体が弾はじかれる。


「…………」


　それでもシェンランは無言。目だけを動かして状況を確認する。


　はじき飛ばした兵士以外のふたりも、強化リインフオースの魔法で筋肉を盛り上がらせていた。全身が二倍以上に膨ふくれあがっている。


　あの筋肉と鎧に対して、適切な武器があるかどうかも疑わしかった。


「死ねぇええええっ！」


　直接的な表現を使って突とつ撃げきする棍こん棒ぼうを持った兵士。


　今度もシェンランは逃げずに懐に飛び込こんだ。本来、棍棒はリーチで圧あつ倒とうし、相手を近づけさせない武器なのだが、その間かん隙げきを縫ぬうようにしてスルスルと兵士の側へ近ちか寄よるシェンラン。まるで流水のようにつかみ所のない動きであった。


「こいつっ！」


　背後からもう一人の兵士が剣を振る。


「おい、待て！」


　慌てたのは、棍棒を持った兵士の方だった。


　彼は遠方からシェンランを追い詰つめる係だったのだろう。それがシェンランによって崩くずされて、陣じん形けいが乱れた。剣の兵士も、棍棒の兵士を助けるために襲おそいかかったのだろう。


　その迷いと無謀さを、シェンランは武器にした。


　仲間の剣に一いつ瞬しゆんだけ驚いた兵士の背中を取り、軽く突つき飛ばす。


　その鍛きたえられた身体は、突撃の威い力りよくも倍加させる。


「うわっ！」


　前に出た兵士は、突撃してくる剣の兵士と激げき突とつした。


　鎧がぶつかる金属音と悲鳴が重なり、ふたりともその場に座り込こむ。兜同士が当たったので、脳のう震しん盪とうくらいは起こしているかもしれない。


「が……っ！」


　戦意を失った兵士から棍棒を取り上げ、残った最後の兵士と向き合う。


「参ります」


　シェンランが棒を構えたその時だった。


「やめ！」


　部へ屋や中じゆうを響ひびかせる怒ど号ごう。


　ボバルトが立ち上がっていた。


「シェンランと言ったな。実力を見み誤あやまったようだ。非礼を詫びよう」


　もう用はないと言いたげに手を振るボバルト。立っていた一人の兵士が、激突の衝撃からいまだ立ち直れないふたりを運んで退室する。


「ホラキア兵三人に徒と手しゆ空くう拳けんでそこまでやるか。例のジルサニアの……なんといったか。狂ったウサギと同等くらいか」


　そしてシェンランも同様に、ボバルトを下から上まで見み回まわして、強さを調べている。


「いいだろう。その棍棒でかかってきな」


「……いえ、必要ありません」


　シェンランは棍棒を捨てると、テーブルにあった皿を見つめ、あるものを指さす。


「ミカガイ将軍。こちらをお借りしてもよろしいですか？」


「ああ、いいとも。私はこれが嫌きらいだから、残そうと思っていたのだ」


「では、存分に」


　シェンランは皿の上のそれを摑むと、ボバルトと対たい峙じする。


「そんなんでいいのか、小こ僧ぞう？」


「これで充分です」


「わかった。いつでもいいぜ。その代わり、死んだらミカガイを恨うらめよ」


「……オウガン帝国第四皇子、シェンラン・オウガン。参ります」


　皇子と聞いて、ゲンプの眉まゆが僅わずかに動く。


　それだけの短い時間で、戦いは動き始めた。


　次の瞬間、シェンランが跳とんだ。踊おどるように跳はねると、テーブルを音もなく蹴けり、ボバルトの元へ飛来する。


「ふんっ！」


　待ち構えていたボバルトの斧が一いつ閃せん。空中にいるシェンランは方向転てん換かんもできずに斧を身体で受け止めるしかない。


　ゲンプが顔をしかめたその時、足あし下もとに風が起きた。


　なにかと思えば、テーブルクロスが抜ぬき取られていた。跳ちよう躍やく中にクロスを摑むことでブレーキと方向転換をしつつ、防御に回る。巨きよ大だいな布が、巨大な斧を呑のみ込こむようにしてからめとった。


「このガキ！」


　不利だと悟さとると、一時も迷いもせずにボバルトは斧を捨てる。素手でも熊くまくらいは縊くびり殺せる腕が、シェンランの身体を摑もうと彷徨さまよう。


　だが、すでにシェンランはボバルトの背後にいた。


「失礼。勝負ありです」


　背中に刃物のようなものを突きつけながら、シェンランは静かに呟いた。


「……見み事ごとだ」


　ボバルトも負けを認め、大きく息を吐いた。


「年かな、俺も。こんなものに負けるとは」


「いいえ、ボバルト将軍。この場で貴方あなたに勝てる武器は、これしかありませんでした。身軽に動くためには、金属の武器は不向きです」


「いくら理り屈くつをこねようが、屈くつ辱じよくは変わらんよ」


　苦笑するボバルト。


　シェンランが手にしていたのは、先せん端たんに尖とがった爪つめを持つエビの蒸し焼きだった。


「よくやった、シェンラン」


　ミカガイが満足そうに頷くと、シェンランは身体を折って礼をする。


「火ひの粉こを払はらうのが『尻尾しつぽ』の役割ですから」


　無機質な返事に、ミカガイもボバルトと同じような苦笑を浮かべる。


　おそらく二人の気持ちが一つになった瞬間だろう。


　──なんて可愛かわいくないガキだ、と。
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　ツッキーニからの書状が届いたのは、ちょうどベンヤミンを伴ともなって国王と赤目隊が食事に出ている時だった。騎士団の使者がわざわざダッシュで城下町の軽食屋に来てくれたのだが、その時ジルサニア国王は肉料理を切り分けていた。


「ふむ……ツッキーニか」


　国王は涼しい顔で書状を眺めていたが、むしろベンヤミンの方が動どう揺ようしていた。


「ぼ、僕ぼくたちの、ホラキアのせいで……オウガンが」


　ベンヤミンは一口だけ食べただけで、それからまったく肉に手を付けていない。


　たった一国が結んだ同盟のために、五カ国が動く。


　オウガン帝国とはそれほどの脅きよう威いになるのだ。


「ベンヤミン王子」


　国王が努めて優しく話しかける。


「は、はいっ」


「この提案に乗るかどうかはともかく、現状、君はまだ賓ひん客きやくという立場だ。もうしばらくおとなしくしてもらうよ？」


「賓客だなんて、そんな！」


　慌てて否定するベンヤミン。


「ぼ、僕は、他の士官と同じ扱いでいいです！　元々、情けない僕を鍛きたえ上げるために入れられた軍隊ですし……ここで特別扱あつかいされたら、兄や他の士官に何て言われるか」


「しかし王子を粗そ末まつに扱おうものなら、ジルサニア騎士の名折れだ。うーむ」


「父上。それでしたら私に任せていただけませんか？」


　考え込こむ国王に、ジュジュが名乗りをあげた。


「赤目隊はいつでも人手を欲しています。私が監かん督とくしていれば、世間の目もごまかせるでしょう」


「なるほど、そうか……ではジュジュよ、ベンヤミン王子を頼む。赤目隊の諸君もよろしくな」


「はいっ」


　声を揃そろえて一礼する赤目隊。


「うむ」


　満足そうに頷く国王。その目はジュジュではなく、ミロクを見ていた。


　彼もまた世間の目をごまかした一人なのだから。








　店を出て国王と別れた赤目隊。国王は隣の喫きつ茶さ店てんで残っていた仕事を片付けるらしい。ジュジュを先頭に、残りの五人が城下町を歩く。ベンヤミンはさらにその後ろをトボトボと歩いていた。


「あのさ」


　そんなベンヤミンに近づくアーニィ。


「これから赤目隊であんたを監督することになるみたいだけど、本当に赤目隊でいいの？　ジュジュ、きっと他の隊員と同じ働きさせるよ？」


　アーニィの言葉に、他の隊員も振り返り、強く頷く。


　まるで最後通つう牒ちようである。


「……えと、キツイ労働なのかい？」


「キツイよ。捕虜に課せられる労働よりずっとね……構わない？」


　おそらくアーニィは赤目隊で一番優しい。というか心配性だ。


　ヘタレは全力で罵ば倒とうするが、誰かが困ったとき、まず最初に声をかけるのが彼女だ。ミロクもその優しさに何度か助けられた。


「か、構わない。むしろそうして欲しい。捕虜なのだから、それにふさわしい働きを与えてくれないと……その、自分が許せなくなる」


「相っ変わらず、自じ虐ぎやく的なんだな。ベンは」


　最後に振り返ったジュジュ。


　町中だというのに、普段の言こと葉ば遣づかいに戻っていた。


「覚かく悟ごしとけよ。王子だからって甘く見ねーからな！　オメーは捕虜なんだぞ！」


　最初からハッパをかけられ、赤目隊の皆は苦笑する。きっとベンヤミンもジュジュの変わりように面食らっているだろう──


　そう思っていたが、逆にベンヤミンは笑顔になった。


「あぁ……子供の頃ころのジュジュのままだ！」


　懐かしさを感じて喜んだはいいが、すぐにまた暗い表情になる。


「ということは、やっぱり僕の立場は捕虜以下なんだね……ジュジュ」


「よく分かってんじゃねーか。数年ぶりにこき使ってやるぜ！」


　ない胸を反らすジュジュに、代表してミロクが尋ねる。


「ジュジュ。お前いくつからこんな風になっちまったんだ……？」


「病気みたいに言うんじゃねぇよ！」


　ゲンコツで殴られた。
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　その日、ジュジュに関する大きな仕事はなかった。


　というよりベンヤミンと六カ国協議の問題があるため、それどころではなくなったというのが実際のところだ。


　夜に予定していたジュジュの講演会の準備は滞とどこおりなく行われる。むしろこういう時だからこそ、国民に動揺を与えてはならない。


「おーいベン！　これも頼む！」


「は、はいっ！」


　講堂の天てん井じようから、宙づりになったミロクがベンヤミンに手て渡わたすのは、金属製の笠かさがついた照明器具。中に宝石が入っており、それらが光を放つ仕組みだ。一つ一つは大して重くはないが、設置が面倒な上に数が多く、それでいて位置の調整は微び妙みようだ。


　その照明器具を取り外し、今日の講演用に設置し直すのだが──


　ベンヤミンは二十個の照明器具をひとりで持っていた。


　片手に五つずつ、胸に五つ、さらに両りよう肩かたに二つずつ、それらを抱だきかかえるようにした上に、さらに六個の照明が乗っかっている。その重量たるや、人間三人分くらいになる。


「ちょ、ちょっと、あの、これ、本当に……キツイです」


「文句言うな！　このくらい、誰でもできるぞ！」


　天井からビスマルクの声。


　大おお噓うそだ。持てるはずがない。バカ力が自慢のミロクやアーニィですら、十個が限界だ。しかも照明は落としたら割れる可能性があるので、繊せん細さいな取り扱あつかいを要する。ところがベンヤミンは、まったく危なげなく二十もの照明を取り扱っている。


「がんばれ！　もうすぐ位置が決まるから、そしたら照明降ろしてもいいから！」


「け、けど、これじゃ、あと五つくらいしか持てませんよ……？」


「…………」


　講堂で作業をしていた全員が黙る。


　ホラキアの強化リインフオースの魔法の力に感心しているのだ。


「いやはや、いい力持ち見つけたなー。こりゃ当分は楽できそうだ」


　天井で照明の金具を取り付けているビスマルクがほくそ笑む。


「うんうん。俺も少しは気が楽になるってもんです」


　いまだ宙づりになりつつ同意するミロクだが、


「それは無理だよ。ジュジュのパシリはミロクだけだもん」


　下からアーニィが笑った。


　そのジュジュはというと、現在は王宮の会議室だ。講演会が始まるまで、例のツッキーニの手紙について話し合うそうだ。


「あ」


　アーニィが変な声を上げたと思いきや、素早く走る。


　ベンヤミンが潰つぶれていた。それでも照明を守りながら倒たおれたことは快挙である。


　ひとまず休きゆう憩けい。パシリの習性か、すぐにミロクが水を汲くみに走る。


「おい、大丈夫か？　飲めるか？」


「う、うん……ありがとう」


　汗あせだくになって倒れているベンヤミンに水を差し出すミロク。


　本当はここまでこき使うつもりはなかったのだが、自ら働きまくって自じ滅めつしたのだ。普ふ段だん、この男がどういう仕事をしているのかよく分かる。


「ほんと……キツイねコレ。正直、舐なめていたよ」


　水をゆっくり飲むベンヤミンを見て、ミロクは何も言えない。なにしろ、ついこの間まで自分も似たような感じだったからだ。


「すぐに慣なれるさ」


　アーニィに言われた助言を、今度はミロクがする。


「うん……」


　水の入ったコップを床ゆかに置くと、大きく息を吐く。


　そのコップに近づき、なにやら薬を入れる少女がいた。長い髪かみを結い上げた、表情に乏とぼしい女の子。と言ってもミロクより年上だ。


「な、なにかな？　今入れたの」


「……元気出っぞ」


　それだけ言うと、彼女はスタスタと講堂の隅まで歩き、椅子に座ってぼーっと虚こ空くうを見上げる。


「彼女も、赤目隊の人かい？」


「ああ。っていうか応接室からずっと一緒にいただろ？」


「……ごめん。気づかなかった」


　仕方ない。彼女、フェリサの影が薄うすいのは元からだ。


「それも、じきに慣れるさ」


　慰なぐさめの言葉に乏しいミロクだった。


「ほら、しっかりしろよ。ホラキア自慢の強化リインフオースの魔法はそんなもんか？」


「い、いや、魔法は使ってないよ。僕は捕虜だから、魔法は封ふうじられて」


「…………」


　その言葉に、また全員が黙る。


「待ってろ。すぐに魔法の使用許可もらってきてやるからな」


　急いで講堂を出て行くビスマルク。けっしてベンヤミンの身体を気き遣づかっているのではないと、赤目隊の全員は分かっていた。








　疲れたベンヤミンを慰めるわけではないが、アーニィとトーラットが食堂から夕食を買ってきてくれたので、講演会が始まるまで詰つめ所で食事をした。


　ベンヤミンはジルサニアの食べ物に少しだけギャップを感じながらも、それでも美味しそうに食べた。


　そして、その場で解散。


　本当はジュジュを待ちたかったのだが、いつ終わるかわからない上に、そう急ぐ話でもなかったからだ。


　ジュジュも今日は会食やら会議やらで疲れているだろうから、そのままベッドに直行していると思われる。


　が、解散したはずの詰め所の部屋に、ミロクが戻ってきた。


「やべーやべー。危ないとこだった」


　机の上の包みを取る。今朝けさ、ジュジュに食べられた弁当箱だ。


　これを持ち帰らないと、ササヤにメチャクチャ怒られるのだ。特にこれから暖かくなるので、腐ふ敗はいした弁当箱には気をつけるよう、いつも言われていた。たとえ中身はどうなろうが、弁当箱だけは必ず洗う必要がある、と念を押おしたのもササヤだ。


「ん？」


　持ち上げた弁当の包みが、重かった。


　ジュジュが全部食べたはずなのに。


　気になったので包みを解ほどいてみると、なぜか弁当が手付かずの状態で残っていた。


「んんん？　なんでだ？」


　地下牢でジュジュに食われる現場をこの目で見たのだが、あれは幻げん覚かくだったのだろうか。


「ま、いいや。幻まぼろしじゃなかったら食えるだろ」


　椅子に座って、まずパンから食べ始める。時間が経たっているので堅かたい。


　お茶が必要だと感じて、ヤカンを火にかける。その間、ゆっくりおかずでも食べようとウキウキしながら再び腰掛けるミロクだったが、


「お、なんだミロク。いたのか」


　ジュジュが入ってきた。ドレスの上にいつものコートを羽は織おっている。


「なんだジュジュ。会議終わったのか？」


「たった今な」


　首をコキコキと鳴らして椅子に座るジュジュ。かなり疲れているようだ。ちょうどお湯が沸わいたので、二人分淹れることにする。


「なージュジュ。弁当が復活することってあるのか？」


「あ……あるんじゃねーの？　えーと、どっかの神話で、ポケットを叩くと倍に増え続けるビスケットがあるって話だぜ」


　コニーが作った弁当は、神話の域に達しているのか。


　当然のように弁当箱を開けて、中のおかずをつまむジュジュ。今度こそ取られまいと手を伸のばすミロク。


　たまにだが、こうして二人きりになる時間がある。


　いつもパシられるミロクだが、それも含ふくめてすっかりジュジュとの時間にも慣れた。


　そうして弁当とお茶をやっつけながら、ジュジュは今日の会議の内容を話してくれた。


「あのな。まず会議でベンがスパイかどうか疑われた」


「えっ!?」


　驚くミロクだが、これは当然の話。


「みんなで仲良くお話、なんつってホラキアに出で向むいたが最後、皆みな殺ごろしなんて最悪のシナリオも考えられるからな」


「……まぁな」


「んで、次はツッキーニの手紙の内容が疑われたわ。この六カ国協議ってのもワナなんじゃねーかって。それもまぁ、一応話さないといけない事だ」


「それはないだろー」


　あのミロクですら否定する。


「今戦争したら、全部の国が巻き込こまれるだろ。不ふ利り益えき被こうむる国の方が多いと思うぞ」


「うん。こっちもそういう結論になった」


　頷くジュジュ。これらの議題は、まず大前提として議論し、否定する必要があったのだ。そうでなければ話が進まない。


「にしてもさー、ヴィジラントもエイハも心配しすぎなんだよなー。父上にまで色々説教するしなー」


　ジュジュが愚ぐ痴ちった名前は、それぞれ行政大臣と外務大臣の名前だ。これに騎士団の副長を加えて、三大臣と呼ばれている。


　それぞれ与えられた役割を期待以上に果たす偉い人じんとも呼べる人達だが、ジュジュと国王から見れば「口うるさいジーサン」らしい。


「で、出席するんだな。その六カ国協議に」


「ああ。ジルサニアからは父上と兄上、あと私が行く」


「え!?　なんでジュジュが!?」


　国王はもちろんとして、騎士団を束ねるアーセージ王子が行くのも理解できる。が、ジュジュは政治的にも軍事的にも──こう言ってはなんだが──必要ない人物だ。


「私は、言ってみれば緩かん衝しよう材ざいだな。ホラキアとジルサニアは昔からの敵同士だからさ。衝しよう突とつしないように、アピールが必要になるんだ」


　戦争ではない。あくまで和平のための交渉だ。


　となると、その交渉のために軍隊に囲まれるホラキアの国民が一番困る。


　六国の軍隊が来るとなれば、実害はなくとも不安は尋じん常じようではない。さらに一度攻めたジルサニアには何をされるか分からない恐きよう怖ふも付ふ随ずいするだろう。


　そのためのジュジュなのか。国民を安心させる姫として。


「ま、これも政治のウチってことだ。父上と兄上が偉い奴やつらと話をしている間、私わたしたちは城下のみんなに語りかける。いい役割分担だと思うぜ？」


　ジュジュも乗り気のようだ。


「ま、すべてはオウガンをブッ潰つぶすためだ。どこの国も協力するさ」


　が、ミロクは即そく答とうできない。


「なんだよミロク、何か文句でもあんのか？」


「いや……こういうこと言うと笑うかもしれないけど、純じゆん粋すいに心配だ」


「……なんだよ、それ」


　まさかこんなにもストレートに言われると思わなかったのか、ジュジュもたじろぐ。


「ホラキアは、ジルサニアみたいにジュジュの言葉を聴きいてくれる人だけじゃない。中にはジュジュのことが大だい嫌きらいな人もいるかもしれない」


「そんなもん、ジルサニアにだっているじゃねーか。そんなことくらい気にしねーって」


「直接ジュジュの命を狙う奴だっているかもしれない」


「そういうのはお前の一番の仕事だろ。守るんだろ。私を」


「…………」


　どういうわけか、ミロクは答えられなかった。


　昨さく日じつまでなら自信満々に言える「ジュジュを守る」という言葉を。


「おいミロク。どうした。熱でもあるのか？」


「……いや」


　いざジュジュを守るとなった時に、最悪の事態を考えただけだ。


　オウガン帝国からもジュジュを守らねばならなくなった時──


　皇子として、どういう行動を取ればいいのか。


「ふぁ～あ……眠ねむくなってきたわ。私、先に帰るな。戸と締じまりよろしく」


「あ、ああ」


　何の警戒もせずに立ち上がり、手を振って部屋を出るジュジュ。


　机の上を片付けようと、ミロクは弁当箱を見る。


　きっちり半分ほど残っていた。てっきりジュジュが全部食べたと思ったのに。


「残しておいてくれたのか……」


　改めて一人きりになった部屋で、ミロクは残った弁当を食べる。


　答えはまだ見つからない。





　　　　　　　＊





　そして翌朝、朝食の席。


「……というわけで、しばらくホラキアに行くことになったよ」


　城下町にあるミロクの家には、およそ一いつ般ぱん的てきな朝食風景があった。並んだスープとパン、目玉焼きなど。ただし量は三倍ほど。ミロクひとりのために作られたものである。


「そっかー。お兄にいちゃんも出張するんだねぇ」


　ミロクの対面に座る妹、コニーが食後のお茶を飲みながら微笑む。いつもバイトをクビになっていた兄が、騎士として立派に仕事をしているのが嬉うれしいようだ。が、三人分の朝食をいとも簡単に食べる姿は、コニーも少し引いている。


「おみやげよろしくね。ホラキアって靴くつとか服とかカッコイイの多いって聞くよ」


「へー」


　身体を強化する魔法のせいだろうか。超ちよう人じん的な動きにも耐たえられるように、衣服も丈じよう夫ぶなのだろう。だからジュジュも好んで着ていたのか。


「けれど、あまり穏おだやかなお仕事ではなさそうですね」


　ミロクの分のお茶を持ってくる、家人のササヤ。いつも細い目でニコニコ笑っている彼女だが、今日はその表情が曇くもっている。


「ホラキアというよりも、オウガンに対しての糾きゆう弾だんみたいではないですか」


「そう……なんだと思います。ツッキーニと藍らん山ざん同盟がホラキアに来るのだって、オウガンとの繫つながりを断ち切るためだろうし」


「大陸中の嫌われ者じゃないですか……」


「あまりいい気はしませんよね」


　ササヤも生まれ故郷はオウガンだ。良い気分にはならないだろう。たとえ本当に悪い事をしていたとしても、身内の醜しゆう聞ぶんは耳に痛いものだ。


「みんな、どうなっちゃうんだろ。戦争とか、イヤだよ」


　ササヤに影響を受け、コニーも暗い顔に。


　今のところ、大陸に住む者がオウガンを見る目は好意的ではない。ホラキアを通じてこっそりとジルサニアを攻撃した悪の国家、くらい思っていても不思議ではない。特に直接被ひ害がいを受けたホラキアとジルサニアにとっては、オウガンを滅ほろぼすべきだと主張する者もいる。


「オウガンに残してきた、モ・レイホウ様やス・ミィア様が心配です」


「……うん」


　ミロクの母と姉である。


　三年前、ジルサニアに亡命するのを阻はばまれてしまって以来、声も聞いていない。


　が、安否は分かる。ずっと手紙でやり取りしてきた相手に任せてきたから。


「シェンランも、元気かな」


　母と姉のことを、毎回手紙に書いてくれるシェンラン。元気すぎるくらい元気だといつも困っている様子だった。


　ミロクたちをかばってオウガンに残ったシェンランを思い出すと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。亡命の計画がバレていなければ、母と姉共々、この家に一緒に住んでいたかもしれないのに。


　オウガンにも、待っている家族がいる。


　だがジルサニアを捨てて帰れと言われれば──迷う。


　コニーもササヤも、この三年でジルサニアに対する愛着が湧わいているはずだ。


「ねぇ、お兄ちゃん」


　頰ほお杖づえをついたまま、コニーがぽつりと呟いた。
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「これから先、ジルサニアとオウガンが戦争なんて……ないよね？」


　コニーが何を言いたいのか、分かった。


　そうなった時、どちらに味方すればいいのだろうか。


「心配すんな。戦争を起こさせないために、騎士団は出張するんだ」


　ミロクは愛想笑いを作ろうとして、失敗した。


　現在の立場はジルサニアの騎士だ。


　しかし──身を流れる血は、確かにオウガン王家のものなのだ。





　　　　　　　＊





　大陸西部のジルサニアでは、いまだ話題の中にしかでてこない国、オウガン帝国。


　いくつもの島国を併合して生まれた国だが、もっとも大きな島ではジルサニアの四分の一ほどの大きさがある。そこに首都を置き、宮殿を中心に町を発展させてきた。


　そのオウガン首都、ビナン。


　ジルサニアとほぼ同じ時刻に朝が来る町の片かた隅すみにある、とある邸てい宅たく。


　離はなれにある道場から、強い足音が響ひびいた。


「ふっ！」


　木造の建物に草を固く編んだ床を敷しいた道場は、一歩でも動くたびにギシギシと音を立てる。それだけ力強く床を踏ふんでいるのだ。


　手にした槍が足に合わせて一歩ずつ前に進む。


　槍の使い手は、若かった。


　長い黒髪を後ろできつく結んでいるため、額がよく見える。薄い眉と対照的に、力強い目つき。全体的に顔の彫ほりは浅いが、それ故に女性に受けが良い。手にした槍と同じく、スラリと細い体つきをしている。


　胴どう衣いと赤い下衣は、オウガン帝国軍の一般的な訓練服。


　槍の演えん舞ぶは、毎朝こなしている練習の一つだ。全力で相手を突つき刺さすために、足に最大の力を込こめて突き出す。それを繰くり返す。相手が絶命するまで。自分自身が槍と化し、杭くいのように相手を刺し殺す。


「はっ！」


　足音が止んだ。


　槍が回る。踊るようなステップに対応するかのように、軽やかに回転する槍。東に向きを変えて刺さし、また反転して西に。下から掬すくい上げるように石いし突づきを持ち上げ、その回転を殺さずに背後を突つく。


　身体も静止しているわけではなく、突くたびに僅かに位置を変える。水が流れるかのように、淀よどみない動きだ。この間、足音はまったくしなかった。


　その動作と、先ほどの突つきを何度か繰り返すと、やがて満足したように槍を置き、道場の隅で正座する。どうやら終わって休憩しているようだ。


「おうシェンラン、まだやってたのか。朝飯食いに行こうぜ」


　静かな道場に割って入る野太い声。


　不ぶ躾しつけに名を呼ばれたシェンランは、叱しかるべきか笑うべきか迷ったような顔をして、結局、無表情を貫つらぬくことにした。


「待ってくれ。まだ呼吸が整っていない」


「早くしろよな。もう部隊の皆、いつもの食堂にいるぜ」


「わかってる。なんならゼンジも先に行っていて構わない」


「ったく。そんなだからミカガイの旦だん那なにも可愛くないとか言われんだぞ」


　ゼンジと呼ばれた大男が頭を搔かく。口くち髭ひげにまみれた熊のような男だが、その服は黒と赤のゆったりした袖そでの衣服。僧そう侶りよのようなそれは、オウガンの魔導士を表すものだった。顔にまったく似に合あっていない。


「……仕方がない。こういう性分なのだから」


「けど、ホラキアの将軍様には気に入られたみたいじゃねーか」


「ボバルト将軍、あれから何度も私を呼びつけては、戦いを挑いどんでくる。ミカガイ殿の命令だから出向いてはいるが、そろそろ手加減ができなくなりそうだ。あの方は老いてもなお、私の技を吸収しようと貪どん欲よくに目を光らせている」


　大きく深呼吸をして、シェンランが立ち上がる。


　ボバルトの事を語る時、心なしか楽しそうな声のトーンに変わっていた。


「……そういえば、ゼンジ」


　胴衣の襟えりを直し、汗を拭ふきながらシェンランが尋ねた。


「こないだお前が話していた、例のホラキア槍兵隊とジルサニアの戦い」


「ん？　あーあー、あの追つい撃げき戦せんか」


「そう、それだ。たった二人のジルサニア騎士が、千人近いホラキア軍を撃げき退たいした話」


「あれなー。後々分かったんだけど、二人じゃないみたいだぜ。あくまで陽動に二人だけって話で、実際はもっといたそうだ。ま、常識で考えりゃ当然か」


　それでもオウガンでは笑い話だ。


　下っ端とはいえオウガンの竜騎兵を貸し与あたえた軍が、たった二人に足止めされ、あげく指揮官が戦死して撤てつ退たいなどという無ぶ様ざまな姿を晒さらしたのだ。今でもその竜騎兵たちは恥はじさらしの代名詞として軍で笑われ続けている。


　とはいえ、気になるのは陽動を行ったとされる二人だ。


「その二人のこと、分かったか？」


「ああ。例のアイツから教えてもらった」


　多た忙ぼうなシェンランでは手が回らないので、色々と目鼻が利きくゼンジに調べてもらうように頼んだのだ。


「片方は、アーセージ王子だ。例の騎き馬ば師団長」


「ふむ……上に立つものが囮おとりとして前線に立つか。しかもあの状況で」


　よほど腕に自信があり、肝きもが据すわっていなければできない芸当だ。ヘタをしたら騎士団が壊かい滅めつする可能性だってあるというのに。


「んで、もう一人」


　どちらかと言えば、シェンランはその片割れの方が気になった。生き残った竜騎兵の話を聞くと、まるで荒こう唐とう無む稽けいな技を持っているらしいのだ。


　最悪、戦になった時に真っ先に潰しておかなければならない相手かもしれない。


　しかし──


「もう片方な。両手で剣を持っていたそうだ。オウガン流の構えだとよ」


「オウガン流……？」


「百人近くぶった斬ったとか、ホラキアの巨きよ大だい槍やりを斬ったとか、色々言われてるな。ジルサニアじゃ咬兎サベツジラビツトなんて二つ名で呼ばれてるらしい」


「咬兎サベツジラビツト……」


　そんな馬ば鹿かげた強さの剣けん士し、しかもオウガン流の剣けん術じゆつともなると、限られてくる。シェンランの知る限り、ジルサニアに縁えんのある人物でさらに絞しぼり込むと、ほぼ一人しか残っていない。


「なぁシェンラン。それって、ミロク様じゃねーのか？」


「私も……同じことを考えていた」


　ジルサニアに亡命した兄。


　母親が違うが、幼い頃からずっと一緒だった。


　叶かなうなら、今すぐにでも会いたい。


　今もオウガンを救うために、腕を磨いているはず。昔よりも強くなっているだろうか。背も高くなっているに違いない。





　──それなのに、どうしてジルサニア騎士団にいるのだ。





「ま、まぁ考え過ぎるなよ、シェンラン？　まだ決まったわけじゃねーんだからな？」


「……そうだな」


　仮にそれがミロクだったとしても、今のシェンランは何もできない。


　今日もいつものように、オウガン帝国軍「天てん尾び隊」の仕事をこなすだけ。


　そのうちジルサニアと戦争になって、彼と対決することになったとしても──シェンランは任務をこなすだけ。


「ミロク……」


　考えれば考えるほど疲れてきた。


　腹を軽く手で押さえる。


「ゼンジ。今日の献こん立だて、何？」


「ブリの煮につけと香こうの物。お前、ブリ好きだろ」


「あぁ。待たせたな。行こう」


　広いゼンジの肩を叩いて道場を出るシェンランは、無理をして笑って見せた。




２　獣の月四日　孤立して




　鳥が見み下おろしたなら、濁にごった川のように見えたかもしれない。


　よく晴れた風のない昼下がり、ジルサニアとホラキアを繫つなぐ街道を何十台もの馬車と何百人もの騎士たちが進んでいる。


　騎士の数は千人を超こえる。


　ジルサニア騎士団の中でも精せい鋭えいを集めた中隊だ。人選は急を要したが、同じ数の敵と戦うことになっても負ける自信は全くないと全ての騎士が自負している。


　ジルサニアを出国する時とホラキアに入る時までは隊列を組み、厳おごそかに行軍していたが、徒歩で四日ほどかかる道のりをずっとそのテンションで歩き続けるわけにもいかない。


　やがて騎馬師団長アーセージから雑談が許されると、騎士たちは和やかなムードで進み始めた。


　もともと交渉のための軍ぐん派は遣けんだ。よほどこじれない限り、戦いはない。むしろこじれた時のための騎士団である。その騎士たちも、国王たちの外交手腕を信じている。


　中にはピクニック気分でうかれる者もいるが、それを咎める声も小さい。


　が、上に立つ者はそうはいかない。


　交渉の場に立つ国王とアーセージは、馬車の中で念入りに打ち合わせを繰り返している。


　国民からは「最初の握あく手しゆで手を握にぎり潰つぶす」と言われているエイハ外相は、気が短い自分の性格を熟知しているが、国王に言わせれば決断が早いという美徳を持っている。


　そのエイハは「ツッキーニから責められて弱気になっているうちに、ホラキアに恩を売っておけ」と迫せまってくる。国王もアーセージもそれで納得している。ベンヤミン王子も便べん宜ぎを図ってくれると約束していた。


　オウガン帝国との同盟も、きっぱり絶ってもらうつもりだ。その役目はツッキーニと藍山同盟の仕事だ。なにしろホラキアがオウガンに呑のまれれば、次は隣の自国が危ないのだから、必死にもなる。


　ここでオウガンと手を組めば得をすると、どの国も思わないのがオウガンの立場を物語っている。数々の列島諸国を滅ぼしたオウガンの歴史は、いまだ脅威なのだ。


　問題は交渉中のオウガンによる襲しゆう撃げきである。暗殺者とまではいかないが、スパイの一人や二人くらい簡単に紛まぎれ込こませているだろう。仮にも同盟を結んで軍を派遣させるくらいの仲だ。魔導士がどのような手を使ってくるか、最大限の警戒を払う必要がある。


　そして国王とアーセージには、もう一つの心配があった。


「……本当に大丈夫でしょうか、父上」


「だなぁ」


　馬車の中で打ち合わせをしつつ、アーセージと国王が呟いた。豪ごう奢しやな内装だが、外見は荷馬車と変わらない。行軍中に暗殺者などに特定されないためだ。ダミーの馬車も別に用意されている。


「何がだ？」


　ハゲ頭を布で拭きながら尋ねるエイハ外相。


「ジュジュだよ。ホラキアで講演なんて、初めてのことだから」


「失敗したら傷つくだろうなぁ」


「ったく、この心配性どもは」


　王族に向かって平然と言い放つ外相。サルのような顔をしている上、バナナなんぞを食べているから本当にサルに見える。


「ホラキア国民の厭えん世せい観をなくすってのは、外交上とても重要なことなんだぞ。ジェルメーヌ姫がやってくれるなら、これほどありがたい事はない」


　と褒ほめつつも、


「ま、たかが十四の小こ娘むすめにそこまで期待していないがな。講演をやった、という事実さえあれば、後はまぁ──」


「何だと貴様！　ジュジュを愚ぐ弄ろうするか！」


「だーっ！　やめんかアーセージ！」


「うるせぇよこのシスコン騎士が！　黙って信用してやれ！」


　剣を探して手を這はわせるアーセージ。結局見つからなかったので立ち上がろうとするが、国王に止められる。バナナの皮を剝むきつつ大笑いするエイハ外相。


　議題はともかく、さながら家族会議のような能天気さであった。








　さて、心配されていたジュジュ率いる赤目隊もまた馬車の中にいた。


　一いつ般ぱんの馬車ではなく、多目的用の大きな幌ほろ馬ば車しやである。なにしろ、普通の荷台の五倍の広さがある。


　数人で集まって会議はおろか、学校のクラスがまるまる一つ入るのだ。車輪に特とく殊しゆな魔法がかけられており、なんと馬四頭で引けるという驚異のコストパフォーマンスを誇る。主に大規模な補給や雨に濡ぬれては困る事（調理など）に使われる。


　赤目隊の馬車を引いているのは馬ではなく、車輪の付いたゴーレムだった。トーラットが整備しているクロトポリカという名のついた、特製ゴーレムである。


　その大馬車は全すべてジュジュのために用意されたものだ。荷台には大量の衣装やアクセサリー、化け粧しよう品ひんの詰つまった箱、照明用の宝石、拡声用の宝石とそれを繫ぐ魔ま導どう機器、舞ぶ台たいを組むための工具。さらには舞台を作るのに必要な木材や石材の一部まで。


　ホラキアで舞台は用意してもらえるというが、それを装飾するために資材や塗と料りようがいるのだ。


「隊長、この木材、腐くさりかけてますよ」


　それらを一々点検するミロクとビスマルク。黒ずんだ木材をあらゆる角度から見回すが、やっぱり腐っている。


「じゃあ、それは後ろに回す。客から見えないところで使え」


「分かりました。色いろ塗ぬっておけばバレないですよね」


　国政がかかった重要な講演でも、裏方はこんなもんだ。用意できる材料は限られており、それらを新しく用意するヒマなどない。捨てるのも勿もつ体たい無い。


　ニンジンを齧りながら図面を見み直なおすビスマルク。ミロクはその後ろで点検作業を続けている。その隣ではアーニィとトーラットが宝石の魔法をチェック。荷台の隅ではフェリサが無言で衣装と化粧の組み合わせを考えている。


　ジュジュは荷馬車のど真ん中にいた。


　あぐらを搔いて台本を読みふけっている。サンドイッチふたつを重ねたよりも分厚い台本を丸暗記しているのだ。本来ならもっと前に用意されてある台本なのだが、今回は急なイベントだったために急いで書き上げたのだ。ちなみに台本を書くのはジュジュとビスマルクの共同作業である。


「…………ホラキアの皆みな様さまにおかれましては、黒き加護の元に……ええと、ああクソ、めんどくせぇ！　ジルサニアならこういう時『ファンセル広ひろ場ばの大樹のように』とか言い回しできるんだけどなー！　なんでいちいち……！」


　現在、誰も彼女に近づけない。


　集中して暗記している上に、ところどころで躓つまずいているようで頭を搔かき毟むしって叫さけんだりしている。傍はた目めにはヒステリーにしか見えないのだが、時間がない上にいつもと勝手が違うので余計に苛いら立だってしまうのだ。


「あ、あの、ジュジュ……言われたとおり持ってきたよ」


「よし、ウサギさんの形に切ってよこせ」


「は、はい……」


　唯一ジュジュに近づけるのはベンヤミン王子。捕虜なのに簡単に果物ナイフを与え、リンゴを剝むかせている。


　捕虜でジュジュの管理下にあるとはいえ、仮にも一国の王子にここまでさせる姫がいるだろうか。少なくともオウガンの王族にそんな事を頼もうものなら、即座に首をはねられると思う。元皇子のミロクが頼んだとしても。


「あの……いいんスか？」


　そんなベンヤミンを見つめているのは、黒い軍服を着た背の高い従者。ベンヤミンの身の回りの世話をする人らしいが、あまり動いているのを見ていない。


「殿下が望まれてやっている事です。私が止めるまでもございません」


　従者は穏やかな笑みで答える。


「それに、ジェルメーヌ姫を手伝う事は、結果としてホラキアのためにもなりますから」


「なるほど」


「リンゴはまだ沢山ございますから、あとで私が皆様の分もご用意いたします」


　背の高い従者は一礼し、ベンヤミンを見守る。落ち着いた物もの腰ごしに、ミロクはなぜか溜ため息いきが出た。


「どうしたミロク。もう疲れたか」


　ビスマルクが尋ねると、


「隊長、普通の従者ってあんな感じですよね」


「……何が言いてぇんだオマエは」


　それ以上はあえて語らず、ミロクは資材の点検を続ける。が、オウガンと自分の立場が定まらなくて仕事が進まない。


　自分はジュジュの従者でいるべきなのだろうか。


　また、それをジュジュが認めてくれるだろうか。


　せっかくなのでビスマルクに聞きたかったことを尋ねてみる。


「あの、隊長。ジルサニアとオウガン、戦争になりますかね」


「今回の会談次第だとは思うが……ならねーと思うぞ。ホラキアがあるしな」


　オウガンがジルサニアを攻めるとすれば、位置的にどうしてもホラキアが間に入る。ホラキアを奪うばうか、同盟を結ぶかしないとジルサニアは攻められない。


「みんなオウガンオウガンって騒さわいでるけどな。元々ホラキアが始めたことだろ。ジルサニアをなんとか攻めたくて、オウガンの力を借りたっていうのが正しい筋書きだ」


「そうですよね……オウガンがジルサニアを攻めるメリットなんてないですよね」


「安心しろ。お前の兄貴はそこまで馬ば鹿かじゃねーよ」


　ニヤリと笑って肩を叩くビスマルク。ミロクの考えることなどお見み通とおしというわけだ。


　ミロクとしても、ちょっとだけ気が楽になった。


　自分がオウガンの皇子であることを知っている、頼れる上司がいることはとても救われる。そのことで迷惑はかけたくないが、以前とは段だん違ちがいに仕事がしやすくなった。


　しかし個人的な悩なやみばかりを抱かかえてもいられない。


「むしろホラキアのジルサニアに対する感情が問題なんだよなー」


　そうなのだ。これからジュジュが立つ舞台は、敵国の真っ只ただ中なか。


　いくら準備を整えても、立ち向かうのはジュジュひとり。


　先の戦いで、ミロクはアーセージ王子とふたりっきりで千人近いホラキア軍を迎むかえ撃うった。いくら修行を積んだ剣士といえど、あれだけの人数を相手にするのは不可能に近い。なにより、やる前に心が折れる。ミロクだって王家に伝わる宝ほう剣けんと、ジルサニア騎士団の命を守る使命がなければ逃にげ出していただろう。


　今度はジュジュの番だ。剣の代わりに言葉を、盾たての代わりに笑顔をもってホラキア国民を相手にする。何人来るのか分からないが、百や二百ではきかないだろう。


　ある意味、剣を持って襲おそい掛かかってくる相手より怖こわい。


「ジュジュ……」


　戦いの支度をする姫を見る。


　肩をベンヤミンに揉まれ、足をベンヤミンの従者に揉まれるジュジュはとてもリラックスしていた。分厚い台本をものすごい速度でめくっている。


「どっかでプッツンしなけりゃいいんだが」


　ビスマルクと同じ懸け念ねんを、赤目隊全員が抱いだいていた。





　　　　　　　＊





　四度の夜営を経へて、ホラキアに到着した。


　国境を越こえてからはジルサニア騎士団も襟を正し、きちんと隊列を作って闊かつ歩ぽした。途と中ちゆう、街道沿いにある町の住民からはあからさまな嫌けん悪おの眼まな差ざしを向けられたが、騎士たちはあくまで礼をもって尽くした。村を横切る時にはきちんと許可をもらい、花一輪踏ふみ荒あらさずに通り過ぎた。


　緊張を孕はらんだ行軍は、ホラキア首都であるホルディ市に辿たどり着くまで続いた。国境を越えてから丸一日ほどだ。


　ちなみにジルサニアの首都はそのまま「ジルサニア」と言う。


　もともとジルサニアという小さな町から発展し、国になったからだと言われているのだが、地理の勉強をするときに非常に紛まぎらわしい。なのでジルサニア国民は「ジルサニア城下」もしくは「城下町」と呼んでいる。


　ホルディ市の周囲は丘きゆう陵りよう地帯になっており、ジルサニア騎士団は小高い丘おかの上に駐ちゆう留りゆうすることになった。ホルディ市が一望でき、何かあればすぐに駆かけつけることができる距きよ離りだ。


　駐留地から周囲を見み渡わたすと、他国も同じ事を考えていたようだ。目を凝こらせば同じようなキャンプがあちこちに見られる。中でも北に見えるツッキーニ王国の駐留地はジルサニアの三倍以上の兵を要しており、ホラキアに対する怒りの程度が垣かい間ま見みえた。


　王や大臣などの要人は、あらかじめ用意されているホラキア城の部屋に寝ね泊とまりすることになる。当然、自国の警護を心ゆくまではべらせて。


　そして一般の騎士や王族とは別行動をとるべく、赤目隊は一足先にホルディ市に入ることにした。


「へぇ……」


　地続きの隣国でも、国が変われば生活も大きく変わることを目で確認したミロク。ホラキアを訪れたのは初めてではないが、当時はまだ幼い子供だったので、よく覚えていなかった。


　改めて見てみると、ジルサニアに比べて無骨な印象を受ける。軍隊と同じだ。失礼だが、どこか優雅さに欠けるような気がするのだ。


　ホルディ市は高い建物が多かった。ジルサニアのようなレンガ造りの家ではなく、大人数を収容できる集合住宅が多い。一いつ軒けん家やもあることはあるが、レンガではなく硬かたい石で出来ているようだ。きっとホラキアでしか採れない素材なのだろう。


「なんか冷たい感じするでしょ？」


　見透かしたように尋ねるアーニィ。そういえば彼女はホラキア出身だった。アーニィだけでなく、ビスマルクも生まれはホラキアだと言っていたか。


「ホラキアはね、あまり植物が育たない土地が多いんだよ。だから街路樹とかもないんだ。昔はもっとあったんだけどね」


「あ、そうか。植物が少ないんだ」


　ようやくタネがわかった。しかし植物が見えないだけで、こうも寂さびしい町になるのか。


「アーニィにとっては里帰りになるのか？」


「うーん、あんまり実感ないんだよね。小さい頃からジルサニアに住んでるから。ホラキアの事も覚えてるし、嫌きらいじゃないんだけどね」


　控ひかえめな表現を使うアーニィだが、その目は嬉うれしそうに周囲を見ていた。郷きよう愁しゆうの想おもいが少なからずあるのだろう。


「お母さんがジルサニア人と再さい婚こんしてなけりゃ、もしかしたらあたし、ミロク達たちの敵になってたかもねー」


　ぞっとしない話だ。本気のアーニィを敵に回すなんて、腕に自信のあるミロクでもイヤだ。あの脚きやく力りよくを使われたら、剣でも完全に捕とらえきれるかわからない。


「ジルサニアの緑も、ホラキアの石も悪くないと思うけどな、私は」


　フォローするわけではないだろうが、ジュジュが呟いた。


「確かに植物は少ないけど、こっちに来てごらん。石の国も悪くないって思うよ」


　そんな赤目隊に対たい抗こうするためではないだろうが、ベンヤミンが案内してくれた広場はとても美しい景け色しきだった。


　ホルディ市にある巨大市場の中央に、その広場はあった。


　様々な露ろ店てんが立ち並ぶ市場はそれだけで活気があるのだが、広場はまた格別だった。まず円形のステージがあり、その縁に十二個の石像が立ち並んでいた。これはホラキアの何代か前の王が作らせたという舞台なのだそうな。


　円形ステージの周囲にはベンチがあり、人は市場で買ってきた食物をそこで座りながら食べる。たまに旅芸人がステージで踊ったり、楽団が騒いだり、物好きがケンカをしたりする。


　植物こそないが、市場で売られている花や果くだ物ものが彩いろどってくれるというわけだ。


「いいな、この舞台！　カッコいいし楽しそうだし！」


　飛び上がらんばかりで喜んだのは、ミロクだけではない。


「うん！　広ひろくていいじゃねーか！」


　手を打ち鳴らして喜ぶジュジュ。


　自分が立つ舞台だ。気に入るに越こしたことはない。


「それでは私は、市場の責任者と話をして参ります。この舞台を使う際の取り決めなどを聞いて参りますので」


「うん、ありがとう」


　ベンヤミンの従者が去っていくと、ジュジュは腰に手をあてて考える。やがて結論が出たようで、振り返ってこう告げた。


「んじゃ、仕事始めるか」


「あいよ」


　全員が肩を回して舞台に上る。


「えっ!?　ちょ、ちょっと待って！」


「ん？」


　焦あせって駆かけてくるベンヤミンが、ミロクの袖を摑んだ。


「あれ、まだ許可とってないのか？」


「い、いや、許可はすでにある……けど、もう仕事するのかい？　ホラキアに着いたばかりなんだし、少しも休んでいないじゃないか。駐留してる騎士だって、見み張はり以外は休息してるって」


「それは普通の騎士だろ。俺たちは違うさ」


　舞台の真ん中にいる、ジュジュの隣に立つミロク。


　別にジュジュの側にいたいわけではない。彼女と同じ目線に立ちたかったのだ。


「今からでも遅おそいくれーだ。これから資材とか搬はん入にゆうしなきゃなんねーし、ベン、お前も手伝えよ。あそうだ、この市場でウマい弁当屋教えろ。滞在中に使うからな」


　さっそくジュジュにアゴで使われるベンヤミンに同情しつつも、ミロクは最初の仕事にとりかかる。


　いつの間にかアーニィ、フェリサ、トーラット、ビスマルクの四人も同じ場所にいた。


「モロ見えだね。集団で襲おそうのにもってこいだね」


「……高たけぇ建物バカに多いな。弓で狙い撃うちできっかもな」


「全方位から人が来こられますね」


「加えて、逃にげ場もないか」


　これでも一応、姫の親衛隊だ。ジュジュの安全を最優先するために、敵がやってきそうな箇か所しよを探していたのだ。しかし、はっきり言ってどこからでも攻められる。人の往来が激しく、見み晴はらしも微妙に悪く、周囲に建物が多いこの場所では、ジュジュを危険に晒すようなものだ。


「ベンヤミン王子、わざとやってないよね？」


　アーニィが念を押すが、


「俺も地図を見たんだが、まともな舞台はここしかなかったぞ」


　とビスマルク。


「でもさ」


　賑にぎわう市場を見ながら、ミロクが呟く。


「ここでジュジュの講演が成功すれば、たくさんの人にわかってもらえるよな」


　一同、無言になった。


　少しだけ空いた間で、ミロクは何度も視線を彷徨わせる。「俺、何かマズイこと言ったか？」と、口に出さなくてもわかる表情をしていた。


「え、いや、だって、そりゃ狙われたら危険な場所だけどさ、ここならジュジュの声も遠くまで届くし、どこからでもジュジュが見られるし、いい舞台だと思ったんだけど」


「……ミロク。お前ホントーに楽観的だな」


　溜息をつくビスマルク。赤目隊の皆もやれやれと肩をすくめる。


「ま、でも間違っちゃいねーよな」


　苦笑しながらも、その言葉に全員が頷いた。


　敵だらけのホラキアで、やっと見つけた希望だ。
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　仕事の優先順位はあらかじめ決まっていたので、日が暮れる前に資材を搬入し、赤目隊は早速作業にとりかかった。


　まずはステージ上に高い屋根を作る。この舞台、広くて美しいのはいいが、天を遮さえぎるものが何もない。綺き麗れいに掃そう除じされているが、講演中に鳥の糞ふんなどが落ちて舞台が汚よごれる可能性もあるし、雨雲の気まぐれは予測できない。


　そこで舞台の真上を正方形の布が覆おおうように、四よ隅すみに櫓やぐらを作る。円形の舞台が台なしになるかといえば、そうでもない。舞台の位置はちょうど十字路の中央にあたる場所にあるが、道からの視線を櫓でふさがないように配置するのだ。


　また、櫓の上に照明用の宝石を置くことによって、曇くもり空などでも対応できるといった寸法である。


　と、話だけ聞くと画期的な舞台装置のようだ。いや実際に本番ではとても役に立つだろう櫓になる。


　問題は作る側だ。


　まず明記しておくべきは、会談およびジュジュの最初の講演は三日後。


　あらかじめ用意されていない限り、櫓を作るのにはどんなに頑がん張ばっても半日はかかる。


「くっそー……どんどん暗くなりやがる！」


　もうこの時点で泣きそうなミロクだが、文句一つ言わずに作業できるほど人間ができていないので、叫さけびながら櫓を組む。構造はあらかじめ切ってあった木の枠わく組ぐみをはめ込こんでいくだけだが、なにしろ高さは尖せん塔とう並みだ。さらに木が劣れつ化かしていたりすれば新しい木材を作らなければならない。


　しかし、ミロクはどうしても櫓をひとつ作り上げなければならないのだ。しかも迅じん速そくかつ確実に。


「隊長！　これまっすぐですか!?」


「おう！　いいぞ！」


　舞台の南西に建てられた櫓の頂上で、ミロクは周囲を見回す。周囲のどの建物よりも高く、ホルディ市の外の駐留所まで見える。が、今は夜なので目を凝らさないとよく分からない。


「ミロク！　送るぞ！」


「はい！」


　ミロクの手にしたロープに重みが生じる。それを引き上げると、まず黒い笠かさが届いた。ずっしりとした鉄製だ。続いて白い小さな宝石と、それを入れたケースが届く。ケースごと笠のスロットに宝石をはめ込むと、途と端たんに眩まばゆく輝きだしたではないか。


「はーい、オッケーです！」


　それを櫓にセットして下に向ける。微び調ちよう整せいして、舞台だけを明るく照らすようにする。山積みになった木材や、それを組み立てる赤目隊がよく見えた。舞台の端はしっこには台本とにらめっこしているジュジュと、彼女にホラキア流の言い回しを教えているベンヤミンが見えた。


　さらに遠くには──ミロクの事をうさんくさい目で見ている人が多数。


　それもそうかと、ミロクは照明を置いて櫓を降りる。


「お疲れさん、ミロク。どっかで少し休もうぜ。俺も休憩するわ」


「うっす」


　ビスマルクが肩に乗ってきたので、一緒にステージから降りた。気がつけば多くの露店が店じまいしていたが、まだやっている所もある。


「おいミロク。あれ食いたい」


　肩の上でビスマルクが指差したのは、サンドイッチの店だった。ポケットの中の小銭を確認しつつ、露店で大量のサンドイッチとホットドッグを買い込こむ。ホラキアは全体的に食物の量が多いことを知った。


「なぁ、お前ら旅芸人か？」


　露店の兄にいさんが、ミロクの肩で葉巻を吸うウサギを見ていた。


「いえ、ジルサニア騎士です。三日後にそこの広場で行われる、ジェルメーヌ姫の講演のための準備をしております」


　マニュアル通りに返事をするミロク。丁寧に、礼を尽くす。少しでもジルサニア騎士の醜聞を減らしておかねば。


「ジェルメーヌ姫の講演って、何話すの？　それって俺たちにも関係あるの？」


「今回の六カ国会談はホラキアとジルサニアの和平交渉も兼かねておりますので、ホラキアの方への不安をなくそうというのが、第一の目的です」


「ふーん。俺は商人だから軍のイザコザは分からねーけど、ほとんどのヤツらは外の軍に帰ってもらえれば安心できると思ってるぜ？」


　なかなかハッキリと言う露ろ天てん商しようだ。


「それでしたら、ジェルメーヌ姫を一目見るだけでもいかがですか？　大陸でも稀け有うな美び貌ぼうと声の持ち主ですよ。顔を見るのが億おつ劫くうでしたら、ここからでも声は聞こえますので」


「へぇ、そんなに美人さんなのか。それはちょっと興味あるな」


　笑う露天商に、ミロクの顔もほころぶ。当日はどれほどの人が集まるのか不明だが、声だけでも届いて欲しいと、心から願っていた。


　露天商と平和的に別れたミロクとビスマルクは舞台に戻らず、露店の近くにある石段に腰掛けて食事をすることにした。


　ふたりとも腹が減っていたので、獣のようにサンドイッチに食らいつく。そこで気づいたのだが、飲み物を買い忘れた。


「俺、買ってきます」


　パシリに慣れたのか、すぐに立ち上がるミロク。すると石段の下から声がした。


「あ、あの、よかったら僕もいいかな？」


　ベンヤミンだった。パンと数本の瓶びんを手にしている。酒ではなくジュースだろう。


「お、助かった！」


　そうして、三人で食事を再開する。


　最初はジルサニアとホラキアの国民性や、赤目隊の仕事のキツさやジュジュの悪魔ぶりについて話していたが、徐じよ々じよにベンヤミンの口数が減って、沈しずんだ顔になってくる。困っているのかと思ったら、なにか考えているようだ。


　その様子をミロクとビスマルクは見守りだしたのだが、


「ねぇ」


　ベンヤミンが言いにくそうに口を開いた。


「えーと……その。違ってたらゴメン。失礼なことかもしれないけど……」


「なんだよベン。いいから言ってみろよ」


　散々迷った後、やがて意を決してベンヤミンは口を開いた。


「あのさ、君……サ・ミロク・オウガン皇子だよね？」


「ブッ！」


　ジュースを吹ふき出すミロク。


「な、なんで!?」


「あ、やっぱりヒミツにしてたの？　なにかおかしいと思ったんだ」


　むしろその事実にベンヤミンが驚いている。


「僕だって何度かオウガンに行ったことあるし、君だって見たことあるよ？　小さかったから、覚えてないと思うけど──」


「ご、ごめん、全然覚えてなかった。初対面だと思ってた」


　いや、それだけではないだろう。


　オウガンはルテア大陸六国家のうちには入らない。七つ目の敵国として認識されている。だからミロクもほとんど外交の場に現れなかった。敵の待つ会合へ子供を連れて行くのは、いくら剛ごう胆たんな前オウガン皇帝も躊ちゆう躇ちよするだろう。


「コイツに記憶力を期待するのがバカってもんだ」


　カラになった瓶を石段に置いて、ビスマルクがミロクの頭を小こ突づく。


「ねえ、そもそもどうしてジルサニアで騎士やってるの？　しかも素性も隠さずに」


「いや、その、色々あって」


「色々って何？　これって大陸的にも大事件だと思うんだけど……あまりにも堂々と騎士やってたから、逆に他人の空似かと迷ったんだ」


　それもそうだ。一国の皇子が他国の兵になるのは、そうそうあることではない。


　自分の気持ちを整理するためにも、ミロクは口に出して説明してみた。


「あのさ。オウガンで皇帝が死んでから、色々あってさ……いや、本当に列挙するのも面倒なくらい色々あったんだよ！　んで、俺と妹と、使用人だったササヤさんだけなんとか亡命できて──」


「亡命して、騎士になるの？」


「そんな大層な仕事だとは思ってなかったんだよ。ジルサニア騎士って、軍隊っていうよりも役人のイメージが強くてさ。俺でもできそうな仕事もあるかなって、そんな軽い気持ちで志願したんだ」


「……だけど、今は咬兎サベツジラビツトって呼ばれるすごい騎士になってる」


　今になって思うと、赤目隊へ配属されたのは偶ぐう然ぜんではないと感じるミロク。


　剣の強さなども考こう慮りよにいれただろうが、姫に近い場所に置くことによって、監視がしやすくなるのではないか。スパイか味方か分からない、オウガンの皇子を。


「ねぇ、ミロク。今はどんな気持ちなの？」


「え？」


　ベンヤミンは辛つらそうな目でミロクを見ていた。


「僕もあの追撃戦にいたんだ。君が剣を振ふるって、ホラキア軍の兵士を鎧ごと叩き斬っているところを見た──」


　組んだ手が震えている。


「怖かった。正直な話、ちょっと失禁しちゃったよ」


　ベンヤミンは笑っているが、別に珍しいことではない。誰だって戦場では死の恐怖が付きまとう。彼の場合、ミロクを見ただけでそれが起こったというだけだ。


「だけどミロクは、殺人鬼じゃない。今こうやって話していても分かったけど、君はジルサニアのために戦う立派な騎士だ」


「……そっか」


　ベンヤミンは、けっしてミロクを褒めていない。


　言葉の裏に隠した刃はが、ミロクの傷を的確に抉えぐってくれる。


「今は和平のために両国動いているけど、このまま父上がオウガンの魔導士に誑たぶらかされたままなら、また同じことが起きる。オウガンとジルサニアが直接関かかわる時も、いずれ必ず来るよ」


「…………」


　言われなくても分かっている。


　そうなった時でも、ジルサニア騎士でいられるか。


「どうすればいいのか、いまだに分からないんだ」


　頭を抱えるミロク。


「今オウガンに戻っても誰も喜ばない。ジルサニア騎士としての仕事も、やりがいがある。ジュジュを守りたい。だけどいつかは必ずオウガンに帰って、待っている人たちを助けたい……」


　ミロクが二人いなければできない芸当だ。


　頭を抱えたミロクの横で、ビスマルクは残ったサンドイッチのレタスを食はんでいる。つまらなそうに二人の話を聞いているが、去ろうともしない。


「……ごめんなベンヤミン。力になれなくて」


「いや……僕こそごめん。焦ってる所に、話の通じる王族がいたから、つい興奮しちゃって。でも、ちょっぴり参考にはなったよ」


　ミロクもベンヤミンも、似たような葛かつ藤とうを抱える同志のようなもの。


「けどな、ベンヤミン。俺は目の前で困ってる人がいたら、助けるぞ。お前も赤目隊の仲間だ。辛かったら、俺や隊長を頼っていいんだぞ」


「……うん。ありがとう」


　気休めにもならない言葉だ。


　今のミロクには、それしか言えなかった。








　市場の明かりが徐々に消えていく。


　暗い市場を歩きながら、ミロクは考え続ける。


　誰のために剣を振るべきか。このまま皇子であることをジュジュに隠しながら、ジルサニアの騎士として戦うのがいいのか、それともオウガンに戻って戦うべきか。


　どちらもジュジュやジルサニア、そしてオウガンのためになることだ。ゴウトの野望を止めることで、大陸が平和になるのだから。


　前方から近づいてくる足音に顔を上げた。


「よっ」


　ジュジュだ。


「あぁ……何してるんだ？」


「メシ。そこのサンドイッチ屋でサービスしてもらった」


　ジュジュが抱えているのは、山盛りに野菜を挟んだパン。店じまいだというので、全部もらったのだそうな。


　もはやサラダにパンが埋うまっている状態のそれを愛いとおしそうに抱だきしめているジュジュを見て、ミロクは思い出す。


　ベンヤミンは、ミロクを見て一発で皇子だと見み破やぶった。


　子供の頃から覚えている、と言っていた。


　だとするならば──


「ジュジュ」


「あん？」


「……俺は」


　もし、違っていたら。


　いや、それでもジュジュに黙っておくのはフェアじゃない気がする。出発前、彼女はミロクに全てを晒してくれた。それに応こたえないのは、卑怯だと思うのだ。


「俺はオウガン出身だ。先代皇帝の息むす子こでもある」


　膝ひざの上で手をぎゅっと握り、ミロクは告白した。


　背中を冷たい汗が伝う。


「うん、知ってた」


　予想通りの返答。


「つーかさ。何で知らないと思ったわけ？　お前、私のこと覚えてなかった？　あー……でも、一度しか会ってないよな、確か」


　ベンヤミンと同じような事を言う。


　その一度も、ほとんど覚えていない。


　オウガンとジルサニアは遠く離れた国同士。首脳会談を行う時であれ、幼い皇子がわざわざ顔を出すことは少ない。むしろ一度でも会えたことが奇き跡せきに近い。


「どっかゆっくり食べられるトコないか？」


「あ、あのベンチ」


　ミロクが見つけたベンチにふたり並んで座ると、ジュジュはとりあえずサンドイッチというか野菜をバリバリと食べ始める。


　静かな市場で、明めい滅めつする街灯がふたりを照らす。言葉はなく、ミロクは食事をするジュジュを黙って見つめていた。


「……そもそもさ、なんで俺が皇子だって気づいてても黙ってたんだ？」


　ミロクは最初から抱いていた疑問をぶつける。


「第三皇子のお前が偽ぎ名めいまで使って入団したんだ。何か事情があるに決まってるだろ。父上や兄上が騒いでたのもあるけど、私はお前が話してくれるのを待ってた」


　そうだ。こうして今、正直に話すということは、そうする必要があったからだ。


　オウガンの脅威に晒されつつあるジルサニアを、救いたくて──


「で、サ・ミロク・オウガン様は、これからどーしてくれんだ？」


「え？」


「オウガンに帰るんだろ。皇子なんだから」


　考えていなかった、と言えば噓になる。


　もともと亡命した身だ。オウガンに帰れば捕らえられるか、最良の事態になったとしても、皇子として他国と戦わなければならない。


　アーニィが先ほど敵になると茶化していたが、ミロクの方が可能性は大きい。


　ジュジュを敵に回すことなど、想像すらできない。


　できないが、しなくてはならない段階だ。


「俺は……どうしたらいいと思う？」


「はぁ!?　それを私に訊くのか、このバカ！」


　足を蹴られた。


　倒れそうになるのを抑おさえるが、


「倒れろクズ！　オメーなんか地べたに這はいつくばるのがお似合いだ！」


　さらにもう一発蹴られてベンチごとミロクは倒れた。どうやら完全に固定されていないようだった。


　見上げると、仁王立ちのジュジュがいた。


「そんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度でいるんだったら、帰れ！　元いた国に帰って、親兄弟に孝こう行こうしてやれよ！　それがフツーの考えだろうが！」


「けどよ！　俺、やっとこの騎士団でやりたいことが」


「ジルサニア騎士団はオメーの自己満足のためにあるんじゃねぇって、こないだも言っただろうが！　自分で決められないヤツが、偉そうに私に話しかけんな！」


　どちらも本心ではあるのだ。


　故郷に残してきた家族が心配な気持ち。


　ジルサニアの姫ひめ君ぎみを守りたい気持ち。


「……もういい」


　大きくため息をつくジュジュ。


「戻るわ。オメーもまだ仕事残ってんだろ」


　最後の一口を食べると、ジュジュはさっさと歩き去ってしまった。


　残されたミロクは暗い夜空を見上げながら、しばらくぼんやりと座っていた。
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　見み張はりも兼ねて、ミロクとビスマルクとトーラットの三人はステージ上に張ったテントで眠ることにした。ホルディ市の市場は、それほど治安が悪くないからできた芸当だ。もしもテントの中を物色しにくる盗とう賊ぞくがいれば、最悪、三人がかりで殺されている。


　そして翌日の朝。


「おはよーっ！　よく眠れた？」


　ジュジュと一緒に城の客室で眠ったアーニィの元気な挨あい拶さつで一日が始まる。疲れが取れずにモソモソとテントの外に出る野や郎ろう三人。殺人的にまぶしい太陽が照りつける中、ステージはすでに満員のお客様に囲まれていた。


「な、なっ!?」


　一気に目が覚めたミロク。


　円形の舞台の周囲はもともと市場なので、活気があって当たり前なのである。しかもその市場の象徴とも呼べるステージにテントや櫓を作って、しかもそれが敵国の騎士だっていうのだから、見られないほうがどうかしている。


「いやはや、人気者ですねー」


　寝ぼけ眼まなこでメガネをかけるトーラット。まだ眠いのか、フラフラしている。


「気にすんな。アーニィ、他の奴らは？」


　ビスマルクは起き抜ぬけの一本とばかりに葉巻を取り出す。


「隊長、屋外だけど舞台は火気厳禁だよ」


「チッ」


　葉巻をしまい、代わりにニンジンを齧るビスマルク。


「ジュジュはあそこ」


　見れば、ジュジュは舞台をうろうろと歩き回りながらブツクサ呟いている。本番でのセリフ合わせと、立ち位置などを測っているのだろう。


　みんなと同じくらい疲れているはずなのに、まったくそれを見せない気き丈じようさは見み習ならわねばとミロクは思う。


　──昨日きのう、大ゲンカした後だというのに。


「フェリサは？」


「あそこ」


　アーニィが上を見ているので、皆があごを上げる。昨夜ミロクとビスマルクで必死に組んだ櫓の上でパンを食べている。弓きゆう兵へいとは高いところが好きなのだろうか。もっともフェリサは衣装と化粧が決まってしまえば本番まで出で番ばんがないことが多い。


「……おう」


　こちらに気づいたのか、ぱたぱたと手を振ってくるフェリサ。スタイルも良く顔立ちも整っており、美人だ。ただし、黙って立っていれば。ジュジュのように華はなやかではなく、アーニィのように健康的な美でもない。謎を含ふくんだ女性だが、大人おとなの魅み力りよくも子供の魅力も兼かね備えている。


「気ぃつけろ」


　パンを飲み込むと、フェリサはそう呟く。


「……悪い気の持ち主が大勢いる」


　悪い気とやらの正体は、聞かなくても分かる。敵国ジルサニアの騎士が我が物顔でステージを席せつ巻けんしているのが気に喰くわない連中だ。


　ガラの悪い若者ではない。こういう時にちょっかいを出してくるのは──


「おいおいおいおい！　こんな所にジルサニア騎士団がいるぞ！」


　ステージに上がりこんでくる、小太りの大人おとな。ホラキア軍の制服を着ている。


　その男を守るかのように、ガタイのいい若者が数名。こちらは敵意をギラギラと漲みなぎらせている。


「俺はジーベ。この市場を警備する第二十二小隊の隊長だ。責任者は誰だ？」


　訊かれる前に自じ己こ紹しよう介かいをする心がけは立派だが、舞台の上でタバコに火をつける様子を見て、彼がどんな人間なのか分かったし、どの程度の部隊なのかも大体分かる。


「俺だ」


　ミロクの肩の上で、ビスマルクが胸を張る。


「ウサギ……？」


　さすがにこれはジーベとやらも、その取り巻きも驚いた。だが訊かれる前にこちらから仕し掛かける。


「何の用だ。この舞台は昨日から五日間、ジルサニア騎士団への使用許可が下りているはずだ。関係者以外は立ち入り禁止だぞ」


「そいつは悪かった」


　口では謝っているが、あからさまに侮ぶ蔑べつのこもった声。


「まぁジルサニアさんも大変だよなぁ。敵地のど真ん中で姫様の講演のために必死こいて舞台の設営と来たもんだ。うっかり誰かに襲われかねない、危険な任務だな」


「……つまり、何が言いたい」


　サングラスの奥でビスマルクの目が光る。


「俺たちが念入りに守ってやるからさ──つまりコレだよ」


　ジーベが指で輪っかを作る。


　推測するまでもなく下げ衆すだということが判明したわけだが、誰も喜ばない。返答は最初から決まっているからだ。


「コレが欲しいのか。ほれ」


　ビスマルクが渡わたしたのは、食べかけのニンジンだった。


「……！」


　ニンジンを見てこめかみに青筋を浮かべるジーベ。


「あ、そ。そーいうこと。分かったよ。少し交渉の必要があるみたいだな」


　ジーベの言葉を皮切りに、舞台に人が上ってくる。それも十数人。中には棒を持っている者もいる。どう見ても偶ぐう然ぜん拾った棒には見えない。


　全員がホラキア軍の制服を着ていた。


　舞台の周りにいる一いつ般ぱん人じんは何も言わずに事の成り行きを見守っている。


「っ……!?」


　ミロクの背筋を薄うすら寒さむいものが通り抜けた。


　恐怖を感じた。


　この程度のチンピラなら、赤目隊の誰でも単独で片付けられる。


　ただ、周囲の人の目が怖い。仮にミロクたちがボコボコにされても、彼らは平然としているのだろう。もしくは大喜びするかもしれない。


　ジルサニアではありえない、とは言わない。ホラキアとは昔から小競り合いを続けてきた。ただのホラキア人ならともかく、ホラキア軍隊がひどい目に遭あえば「いい気味だ」と思う者もいる。


　改めて、自分がどういう所で仕事をしているのか実感した。


「隊長。やっちゃダメ？」


　音もなく近寄り、アーニィが囁ささやく。


「んー、どうすっかな」


　目だけで上を見ると、フェリサが櫓の上から弓を取り出していた。トーラットはすでに三人ほど屈くつ強きような男に囲まれ、肩をすくめている。


「これが市民だったら大問題になるところだが……相手はホラキア軍だろ？　しかも向こうからふっかけて来たわけだし……」


　ビスマルクがブツブツ呟いている間に、ミロクは周囲を警戒する。


　ジュジュはどこだ。


　探すと、いた。トーラットと同じように男に包囲されている。


「おい」


　ビスマルクをアーニィに預け、ミロクはジュジュを取り囲む男たちへ歩み寄る。もちろん、可能な限り穏おん便びんに。


　ジュジュは苛立っていた。握った拳を反対の手で押おさえつけている。


「ホラキアには女の子を数人で取り囲む挨拶でもあるのか？　知らないなら教えてやるが、他国じゃ女性に嫌われる行こう為いなんだぜ？」


「なんだと、このクソガキ……！」


　静かな挑ちよう発はつに乗った兵士たち。太い腕を震わせてミロクの方へやってきた。さすがにミロクの意見には同意してくれたようで、舞台の外の一般人からは安堵の溜息が聞こえた。


「やっぱりホラキアってのは、面白い物がたくさんあるな」


　わざとらしく声をあげるジュジュに、全員がハッとなる。


　最初にキレたのは彼女だった。


「喋る動物なんて、ビスマルクだけだと思ってたよ。なのにホラキアじゃ豚ぶたが喋って、サルが従ってるんだぜ。おい、お前らどんな呪のろいかけられたんだ？」


「……なんだと？」


　ジーベは眉を動かしただけだ。さすが舌戦には慣れている。だが彼の部下はそうではなかった。


「てめぇ、誰がサルだっ!?」


　ジュジュに一番近いところにいた部下が、一番気が短かった。持っていた棒でジュジュに襲い掛かる。


　が、ミロクはそれより早かった。


　両手を広げてジュジュと男の間に割って入り、見事に殴られた。火花が出るほどの衝撃に倒れそうになるが、しっかりと足を踏ふん張って男を睨にらみつける。


「ミロク！」


　叫ぶ赤目隊。


　顔が冷たい。流血している。


「……痛いな」


　頭に触ふれると、手が赤く染まった。


　とっさの事だったし、武器もないので殴られるしかなかったのだ。


「ああ、もうしゃあねーな！　ジュジュ！　あとで責任取れよ！」


　ビスマルクがニンジンを取り出し、ミロクに向かって投げつけた。


「もちろん！　責任は私が取るから、お前ら！　やっちまえ！」


　ジュジュの言葉に、全員の目が変わる。


「待ってましたぁ！」


　アーニィの側で、ホラキア兵が三人同時に吹ふき飛んだ。防御魔法がかけられたアミュレットを巻いた脚あしによる回し蹴りは、強化リインフオースの魔法を使われる前に男を舞台から退場させたのである。


「来いっ！」


　ジュジュに絡からんでいた男を相手に、ミロクはニンジンを逆手に構える。


　それを見た兵士が一斉に笑う。


「わははははは！　お前、お前っ、ニンジンって！　わははは──オブッ！」


　鳩尾みぞおちにニンジンを突つき立てられた兵士が、身体をくの字に曲げたまま吹き飛んでいく。今さっきアーニィの脚があれだけの威力を見せたというのに、学習しない連中である。事態についていけないもう一人の兵士の胸にニンジンを突き入れると、同じく反発しあう力によって舞台から投げ出される。


「な……！　こ、こいつら！」


　ここでようやくジーベが形勢の不利に気づいたようだ。


「お、お前ら！　ジルサニアに舐められるな！」


「おおっ！」


　ジーベに命令されずとも、屈強な兵士たちが襲いかかってきた。最初に見た時より大きく見えるのは、強化リインフオースの魔法を使っているからだろう。魔法に個人差があるためか、大きさが著しくバラバラである。


　が、その兵士の半数が走り出そうとして転んだ。


「え、ええ!?」


「なんだこれ!?」


　矢が刺さっていた。靴のかかとに。


　足を上げた瞬間を狙ってフェリサが射たのである。倒れた兵士は五、六人くらいいたのだが、彼らの移動タイミングを見み計はからってかかとのみを狙ったのだろう。もはやミロクもこの程度の芸当では驚かなくなっていた。


「もう終わりか!?　来い、ジルサニアの咬兎サベツジラビツトが相手だ！」


　残った兵士に向かって威い嚇かくするミロク。


「咬兎……だと!?」


　その名を知っているホラキア兵がいたようだ。あの国境での戦いにおいて、ミロクの名はホラキア軍にも轟とどろいたはず。


　だがホラキア兵も、いまさら引き下がるわけにはいかない。


「なら、殺す気で行くぞ……！」


　黒い光がホラキア兵たちの身体を包み込こんだ。


　すると強化リインフオースしたはずの筋肉がさらに盛り上がり、まるで岩のようになった。首も胴どうも脚も倍以上に膨れあがり、化け物さながらの形相になった。


「こいつは!?」


　ホラキア軍との戦争では見たことがなかった。


　おそらく鎧が着られないのと、統制が難しいために使わないのだろう。だが、限定された狭せまい空間でのケンカなら、これは強力な武器となる。


　それが、五人ほど。


「面白いねー……強化リインフオースの魔法って」


　間合いを取りながら、アーニィが呟く。強つよがりの成分が少し混じっていた。


「ふん！」


　強化された兵士の一人が手を伸ばす。


　そこにはフェリサが射た矢が握られていた。飛来する矢を摑んだのである。腕わん力りよくもさることながら、動体視力も強化されているのだ。


　トーラットはジュジュを守るために、側についている。


　が、この兵士たちの狙ねらいはミロクとアーニィだ。最も危険な敵を狙っている。


「咬兎と言えど、牙きばを突き立てられない獣ならどうする……？」


「それでも突き立てられるから、咬兎って呼ばれてんだよ」


　と答えつつも、ニンジンでは心こころ許もとない。


　──さて、どうするか。


　膠こう着ちやく状態が続くと思われた、その時だった。


「ま、待って！　そのケンカ待って！」


　フラフラと頼たよりない足取りで走ってくるのは、ベンヤミン王子だった。ホラキア国民もベンヤミンの姿を見ると好意的に道を譲ゆずってくれる。


「ベンヤミン王子……！」


　予想外の出現に、ジーベの口からタバコが落ちた。


「やめてくれ！　その人たちは僕の大切な客だ！　て、手を出さないで！」


　弱よわ腰ごしな叫びに、ホラキア兵も魔法を止める。膨れあがった身体は、風船がしぼむように元通りになった。ジルサニア騎士にはいくらでも絡めるが、ベンヤミン王子は別格だ。


「失礼しました、王子。ですがこれもホラキアの──」


「い、いいから帰って！　これ以上ジルサニアに手を出したら、ぼ、ぼ、ぼくも！　しかるべき、その──」


　足がガクガク震えているベンヤミン。彼なりに一生懸命なのだ。ジーベは笑うのを我慢しているようだ。むしろ笑って不敬罪になるのを避さけるため、部下に目で合図すると、すごすごと退散していく。


「……おい、そこのデブ」


　ものすごくストレートな呼び声に振ふり向くジーベ。


「おわっ！」


　その鼻先に火の付いたタバコが飛んできた。反射的にキャッチする。なんとか火傷やけどは免まぬがれたらしい。


「忘れモンだ」


　睨にらみ付けるフェリサに、ジーベは金魚のように口をぱくぱくさせていたが、ベンヤミンが見ている手前、嚙かみつぶすようにタバコを咥くわえると、わざとらしく大きな煙を吐きつつ帰っていく。


　舞台を降りた彼らは、先ほどのベンヤミンのように好意的には見み送おくられなかった。


　その聴ちよう衆しゆうたちも、ベンヤミンに自分たちの醜みにくい所は見られたくないのか、すごすごと去っていく。集団心理などどこの国も同じだ。


「ありがとベン。助かった。ヘタレだけどカッコ良かったよ」


　アーニィが礼を言うが、ベンヤミンはジュジュとミロクを見ていた。


「大変だ、血が！」


「あー、平気平気。慣れてる慣れてる」


「ウソでしょ？」


　頭から流血することは、本当にミロクにとっては日常茶飯事だった。剣の師匠に木ぼつ剣けんで、あるいは真剣で殴られる毎日を送っていたから。


　だけど、それを見たベンヤミンは恐怖する。


「もう……やめないか？」


「何フザケたこと言ってんだよ、ベン!?」


　当たり前のように抗こう議ぎするジュジュ。


「だけどジュジュ！　ヘタしたら、国民の心を静めるどころか、火に油を注ぐことになるかもしれないよ!?」


「ああ、なるかもしれねぇよ！」


　ジュジュはベンヤミンの胸倉を摑み、射殺すような目で睨みつける。


「だけどな、ここで引いたらジルサニアの名が穢けがれるんだ。ホラキアのゴロツキに脅おどされて、すごすご帰るような騎士なんざジルサニアにはいねーんだ」


　その言葉に、ミロクも頷く。


　今帰ったら、完全に逆効果だ。国民に舐められたままでは、和平交渉が成立したとしてもより良い関係は生まれない。


「それに、私たち以外でホラキアのために身体張ってる国もないだろ？　ツッキーニも藍山も攻せめ立てるだけ、ウチの同盟国は立場上傍ぼう観かんするしかねぇ。そうなったら、ホラキアのために何かができる私たちが、何もしないわけにはいかねぇだろ!?」


　ジュジュの行動原理は、とても単純だ。自分の能力で出来ることをする。それだけだ。無理をしろとも、無茶をしろとも言わない。自らに課せられた仕事があるなら、それを忠実にこなすだけ。


「……気持ちは分かったよ。でも」


「まだ何かあんのかよ!?」


「ミロクがケガをした。これは見み過すごせないよ」


「違うっ！」


　胸倉を摑む手に力をこめ、ありったけの声で否定するジュジュ。


「ケガしたんじゃねえ！　ミロクは私を守ったんだ！　それを間ま違ちがえるな！」


　ミロクをかばう、その悲痛な声。





　──なんだか自分に言い聞かせているような気がして、胸が苦しくなる。





「……あ、あぁ」


　もはや言葉もないベンヤミン。


　そんな彼の服から手を離はなして、ジュジュははっきりと告げる。


「赤目隊は私を守る。私は国を守る。それだけだ。誰にも邪魔はさせねー」


「…………」


　そのまっすぐな言葉に傷ついたのは、ベンヤミンではなくミロクだった。


　どんな障害でも負けない強さを持ったジュジュを、心から羨うらやましく思う。それは迷っているミロクが喉から手が出るほど欲しいものだった。


「おいミロク。大丈夫か？」


　そのミロクの額に手を当てて来るジュジュ。血で汚れるのも構わずに、顔を近づけて来る。まったく無防備な姫に、ミロクが赤面してしまう。


「平気だってば。あとでフェリサに薬もらうし」


　恥はずかしくなって、ジュジュの手を退けてしまう。


「そっか。早く治せよ。また私の盾になってもらうんだから」


「攻撃喰くらうの前提かよ」


「便利な防具があるのに、使わないのはバカのすることだろ」


　これでも信しん頼らいされているのだろう。


「へいへい、分かってるよ。絶対に──」





「──絶対に」





　なぜか、その次の言葉が出てこない。


　初うい陣じんに臨む前、ワガママで小さな姫を「守る」と、ごく自然に誓ちかったあの時の自分の感情もミロクは思い出せなかった。


「ミロク……」


　ジュジュは顔を伏ふせる。傷つけるようなマネをしたことは、謝りたい。だけど今のミロクはどの言葉も紡つむぐ事ができず、ただ立ち尽つくすのみ。


　なにかアクションを起こすべきなのかどうか迷っていると、


「いってぇっ！」


　ジュジュに木材でケツをブッ叩かれた。姫の細ほそ腕うでとはいえ、フルスイングで叩かれたら誰だって痛いに決まっている。


「おま、ジュジュ！」


「ジルサニアの騎士は、そんなナヨッとした態度でいることを許されねーんだ。背筋が曲がった騎士なんてウゼーんだよ。帰るか直すかしろ」


「んだと……」


　腹は立つが、言っていることはもっともなので意識して背筋を伸ばすミロク。ジュジュはそれでも冷たい視線を外さない。


「それよりフェリサ。殺してないよな？」


「心配ねぇだ」


　気を遣つかって話題を変えようとしてくれたのか、唐とう突とつに始まったビスマルクとフェリサの不ふ穏おんな会話に、全員が首を傾かしげる。


　するとビスマルクは楽しそうに説明してくれた。


「こいつ、あのデブにタバコ返す時に、毒どく塗ぬりやがった」


「毒じゃね。しびれ薬だ」


「って、なにやってんだよ！」


　とりあえずツッコミに近い形で怒ど鳴なるミロクだが、誰も咎めようとしていない。ミロクだってそうだ。しかしこの場合は少しマズイ気がするのだ。


「しびれ薬なんてすぐバレるだろ？　そしたらまた怒鳴り込んでくるぞ？」


「それも心配いらね」


　ミロクの疑問に、フェリサが僅かに微笑む。


「遅ち効こう性の薬だ。あと半はん鐘しよう（約三十分）は効き目が現れねぇ。けんど、時間さ来たら身体のある部分にまったく力が入んねぐなる」


「ある部分って？」


「ケツの穴だ」


　半鐘後のジーベを想像して、その場にいた全員が身み震ぶるいした。





　　　　　　　＊





　朝にあった出で来き事ごとは、ベンヤミンが城できちんと報告した。ジルサニアとホラキア両国の閣かく僚りようも事態を重く受け止め、会談の話題にすると言う。同時にホラキア軍もホルディ市の監視の強化をし、市場を担当するジーベについてはホラキア軍の上層部となにやら交渉が成立したようで、あれからちょっかいを出してこなくなった。同時に、謎の病気で家に引きこもってしまったという噂うわさも流れた。


　赤目隊は朝食をとると、馬車馬のように働きだした。ジュジュはずっと台本を暗記して喋り方の練習をしているし、ミロクとビスマルクとトーラットは櫓を建てており、アーニィとフェリサは建てた櫓の上で命いのち綱づなもつけずに照明器具を設置していた。


　まるで魔導回路のようにテキパキと動くかと思えば、たまにビスマルクかアーニィが冗じよう談だんを言って皆で笑ったりしている。ジュジュのツッコミが一番冴さえている。


　そんな様子を、舞台から遠く離れた石段で見ているベンヤミン。先日、ミロクたちとサンドイッチを食べた場所だ。


　赤目隊を見るベンヤミンは、何かを決意したように頷いた。


「こちらにおいででしたか、ベンヤミン王子」


　聞きなれた声に振り返る。


　捕虜としてジルサニアを出る時から、ずっと着いて来てくれた従者だ。背の高い、黒髪に黒服がよく似合っている男。


「……うん、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「本当に？　ちょっと顔色悪いですよ」


「平気。やれるよ。こちらの支度は終わった。テンゲンジャはどうだい？」


「こちらの準備も終わってますよ。いつでも始められますぜ」


　くだけた言葉遣いのテンゲンジャという男に、ベンヤミンは語る。


「……ジュジュの話を聞いて、思ったんだ。迷ってちゃいけない。国のためにできることがあれば、それをするべきなんだって」


「そんな辛そうな顔しないでくださいよ、王子」


　肩をすくめるテンゲンジャ。


「戦争や暗殺より、ずっと平和的な方法ですよ？　一いつ滴てきの血も流れない、理想的な手段だと俺は思ってますけどね」


「詭き弁べんだよ。やりたくなんてないよ、普通に考えれば」


　一言で切り捨て、ベンヤミンは空を見上げる。


　丘陵から吹ふく風だけが優しくベンヤミンを包んでくれる気がした。


「それでも、ぼ、僕はやるよ。ホラキアのために」


　決意の言葉を口にするが、それでも身体の震ふるえは止まらなかった。





　　　　　　　＊





　異変は次の日の朝に発覚した。


　前日のジュジュの啖たん呵かで気合が入ったのか、赤目隊はよく働き、予定より大おお幅はばに早く仕事を終わらせることが出来た。櫓も三つ完成し、あと一つ作ってその上に天幕や照明器具を設置すればいい。


　希望が見えると心も身体もスッキリするもので、ミロクも三日目の朝はアーニィに起こされずとも起き床しようできた。


「兄ちゃん、がんばってるな！　明日あす、俺も観みに行いくからな！」


「ありがとう！」


　毎日通っているサンドイッチ屋の兄さんとも仲良くなり、朝食のサンドイッチをバスケット一いつ杯ぱいに買ってステージに戻ってくる。城から起きてきた女じよ性せい陣じんやベンヤミンに元気よく挨拶し、みんなで食べ始める。


「……なぁ、ミロク」


　控えめに、ジュジュが言う。


「これ、残り食べてくれないか？　私、あんま食欲ない」


「えええっ!?」


　その場にいた全員が立ち上がり、ジュジュの周囲に集まった。トーラットがジュジュの額に手をあて、悲しい顔をして頷く。


「熱ありますね。脈を取らせてください」


　トーラットが脈を取っている間、アーニィは衣装用ケースから毛布を取り出してジュジュに羽織らせる。フェリサはすぐに持っていた飲み薬をお茶と一緒にジュジュに差し出した。


「おまえら、なんで、そんな……」


　赤目隊の反はん応のうが気に喰わないようなジュジュだが、病気なのは間違いない。


　見ただけでも分かる。頰ほおは少し上気しており、表情も苦しそうだ。異変に気づいた舞台の外の人たちがざわめき出す。


　ビスマルクと相談して、すぐ連れ出すことになった。


「ベン、城まで案内してくれるか？」


「わかったよ」


　そう言うと、ジュジュを背負いだす。


　ミロクが代わろうと言おうとしたのだが、


「ふんっ！」


　ベンヤミンが気合を入れると、身体が光り始めた。雷かみなりが全身を貫いたかのように痙けい攣れんしたかと思うと、突然ベンヤミンの両手両足が盛り上がった。先日のジーベ達のような、強化リインフオースの魔法だ。


「じゃあ、行くよ」


　走り出すベンヤミンを、赤目隊全員で追う。ジュジュを背負しよっているというのに、ベンヤミンは誰よりも速かった。


　ジュジュは「降ろせ」「仕事しろ」などとずっと言い続けていたが、消え入りそうな声で言われると、ますますそれどころではない気がしてくるのだ。


「先に行ってます！」


　ベンヤミンが足に力を込めると、高く跳躍した。商店の屋根にひとっ飛びで乗り、次の跳躍で別の商店の屋根に移っている。まるで蛙かえるのように跳んでいくベンヤミンを赤目隊は溜息混じりに眺めるしかなかった。








　ジュジュはホラキア城の客室で看病されることになった。


　賓客なので医師たちも一丸となってジュジュを診みてくれた。六カ国会談が開かれる時期というのが幸いして、医い療りよう大国であるベト神聖国の医師も駆けつけてくれた。


　ホラキア、ベト両国の医師が口を揃えて出した結論は──


「疲ひ労ろぉ？」


　医師からその診しん断だん結果を聞いた時、赤目隊全員が首をかしげた。


　そりゃ仕事なんだから、疲れる事くらい誰だってあるだろう。むしろ赤目隊は疲労とは切っても切れない仲であり、だから全員よく食べてよく眠るのだ。それはジュジュにしたって同じことで、彼女も美容と健康のために睡すい眠みん時間は惜しまない。


「ええ、疲労ですな。全体的に疲れが蓄ちく積せきしておりました」


　若わか芽めを思わせる緑色のローブを着たベト神聖国の老医師は、自信を持ってそう語る。治ち癒ゆ魔法をかける皺しわだらけの手は、過去何人もの患かん者じやを診てきた実績を物語っていた。


「でも、このくらいでジュジュが……」


　それでも言いかけるミロクに、


「何も肉体的な疲労だけが全てではありませんよ」


「え？」


「ジェルメーヌ様は今回の会談に際して、かなり頑張っておいででした。身体に余計な力が入ってしまうのも無理はありません。悩なやむこともあるでしょう。誰にも言えない、国の政まつりごとに関する秘密もあります」


　精神的な疲れと言いたいのだろう。


「もちろん、個人的な悩みも」


　その言葉にドキッとするミロク。


　表情が変わったことを、誰にも見られていないか心配だった。


「そういう重い心は、疲れにしがみついて離れてくれないモノなのです。精神的な疲れは肉体の疲れを加速させます。そして疲れた身体は思考を妨さまたげ、悪あく循じゆん環かんに陥おちいってしまうのです」


「治す方法は？」


「休むことですな。疲労なのですから、それしかありません。ああ、もちろん休んでも治らない心の悩みを解消するのも有効な手ですが──それは個人の問題ですので、私より親しいあなた方が解決してあげてください」


「わかりました。ありがとうございますっ」


　全員で医師に一礼。


　薬を置いて医師は退室する。


「ふー、行ったか」


　ドアが閉まった直後に、ジュジュがベッドから跳はね起きた。


「こらーっ！」


　すかさずアーニィが抱きとめる。


「私は大だい丈じよう夫ぶだっての！」


「大丈夫なわけないでしょ！　今日くらいは寝ねてなさい！　明日本番なんだよ!?」


「だったらなおさら起きねぇとダメだろっ！」


　アーニィの腕の中でもがくジュジュだが、今回はアーニィ一人で簡単に取り押さえられるほど弱っていた。


「……クソ」


　本人もそれを自覚しているようで、おとなしくベッドに横になる。


「ジュジュ。気持ちは分かるけど、さすがに今日くらいは寝ていた方がいいよ？」


　ベンヤミンが薬と水を渡す。


「分かったよ。今日で治なおせばいいんだろ？　ちくしょー……」


　大きな溜息をついてから、薬を飲むジュジュ。


　ようやく理解してくれたようで、赤目隊も一安心。


　そこでミロクは分厚い台本を取り出し、ジュジュに渡した。


「じゃあセリフの読み込みと、あと立ち位置は昨日把は握あくしたと思うから、照明のタイミングとか書き込こんでおいてくれるか？」


「……ん」


　ベッドのジュジュも普通に受け取り、ペンを持つ。


「ちょ、ちょっと!?」


　ベンヤミンが二人の間に割って入る。


「今、僕言ったよね!?　今日くらい安静にって！」


「おう、だから寝ててもできる仕事を」


「仕事しちゃダメだってば！　休まないと！」


「だーいじょぶだって、ベン。私だって赤目隊の一員なんだぜ？　時間がないってのに、何もしないわけにゃいかないだろ？」


「けど……」


　それ以上、ベンヤミンは何も言えない。赤目隊が最初から言わないのは、言っても聞かないと知っているからだ。


「じゃあ俺たち作業の続きに戻るわ。明日あすまでに舞台完かん璧ぺきにしてくるから、ベトの医者とフェリサの薬飲んで、早く治せよ」


　ミロクの肩に乗ったビスマルクが手を振ると、赤目隊も軽く挨拶して部屋を出て行こうとする。誰だれ一人ひとり、ジュジュの看病についたりしない。仮にも一国の姫なのに、この扱いでいいのだろうかとも、ミロクでなくとも思うが、これも赤目隊にとっては当たり前だ。


　だけどベンヤミンはそうはいかない。


「あ、あの、だったら僕が残るよ。ジュジュの看病をしたい」


「えー、いいよ別に」


　やっぱりジュジュの方から断ってきた。


「ダメだよ。これでもお客さんなんだから。ホラキア王子として、もてなす必要がある。それに立場上、僕はまだ捕虜だ。監督する人が病気になったら、捕虜の怠たい慢まんを疑われちゃうからね」


「ったく……」


　それだけ言うと、ジュジュは台本を持ってベッドに倒たおれこんだ。了りよう承しようしたということだろう。ミロクたちにも異存はない。この数日で、ベンヤミンの実直な働きぶりは見てきたつもりだ。


「んじゃ、俺も残るか」


　ミロクの肩からビスマルクが降りた。


「ジュジュの細かい生活習慣なんて、ベンには分からないだろ。作業の方は、ミロクだけでもやれるな？」


「はいっ」


　ミロクの主な仕事は櫓作りだ。時間に余裕があるし、今まで三つ作ってきたのだからノウハウはある。


　ジュジュがこんな時だからこそ、その穴を埋うめるべく働かねば──決意を胸に、ミロクは気合を入れた。








　そんなわけでミロク、アーニィ、トーラット、フェリサの四人で作業をすることになった。城から現場までは、和やかなムードでジュジュの心配をしていたが、いざ舞台に辿り着いて作業を始めると、どうにもうまく行かない。


　やっている事はいつも通りなのだが、何故か疲れるのだ。


「気になりますよね、やっぱり」


　金かな槌づちで釘くぎを打っていたミロクに、背後で照明用の宝石のテストをしているトーラットが話しかける。


「ジュジュがそんなにストレスを溜ため込こんでいたなんて、僕でも分かりませんでした。正直、迂う闊かつだったと反省してます」


「昨日の朝さ、ジュジュがあのナントカってチンピラに絡まれた時さ。あの時からだよな、ジュジュが悩み始めたのって」


　敵だらけのホラキアで、あんな目に遭えば誰だってストレスは生じる。


　ただもう少しだけミロク達を頼ってくれてもいいとは思うのだが。


「そうでしょうかね？」


「え？」


　突然のトーラットの反論に、ミロクが振り返る。


「いやね、一昨日の夜からおかしかったんですよ。休憩中に山盛りのサンドイッチ持って帰ってきたかと思ったら、急に不ふ機き嫌げんになって」


「心当たりはある。……だけど、トーラットに話すことはできない」


　食事の話をしていたら、腹が減った。もう昼時だ。


「俺、メシ買ってくるよ。トーラットは何がいい？」


「あ、僕は結構。それよりもジュジュに何か買っていってあげたらどうです？」


「なるほど。さすが妻帯者。気配り上手だな！」


「いや、それほどでも……妻にもお土産みやげ買って帰らないといけませんからね。早いところ仕事終わらせましょう」


「ああ」


　トーラットに頷くと、ミロクはステージから降りた。








　色々悩んだ挙あげ句く、市場でフルーツを買い込んだ。それといつものサンドイッチ屋。ジュジュが倒れたことを伝えると、サンドイッチ屋の兄さんは走り出し、「これ元気が出るぜ！」と市場で売っている精せい力りよく剤ざいを買ってきてくれた。なにかの干ひ物ものらしいが、フェリサが似たようなものを扱っていた気がする。


「ミロクー」


　サンドイッチ屋に感謝しながら王宮への道を歩いていると、背後から声をかけられた。


　アーニィが小走りに近づいてきていた。ホラキアの中でジルサニア騎士団の制服はとても目立つ。


　彼女も買い物をしていたようだ。食べ物の入った紙かみ袋ぶくろを両手で抱えている。トーラットとフェリサの分だろうか。


「ようアーニィ。買い出しか？」


「うん、それもあるけど」


　と、周囲を気にするアーニィ。


「聞きたいことが──いや、白状してもらいたいことがあるんだよね」


「う……」


　殺気の籠こもった目で睨にらむアーニィに、ミロクはたじろぐ。


　言いたい事はなんとなく分かる。


「ジュジュのこと、か？」


「なんであんなにジュジュ疲れてんの？　ミロクなら知ってるでしょ？」


「そ、れは……」


「あ、やっぱり図星なんだ」


　指をさされて、そこでカマをかけられていたと知った。真っ赤な顔で反論しようとするが、どう言い返していいのか分からない。


　アーニィはニヤリと微笑みながらも、すぐに心配そうな顔に戻る。


「ま、ジュジュがあたしにも言わずに悩んでるんだったら、原因はミロクしかないかなって思っただけ。騒そう動どうの原因って、だいたいジュジュかミロクのどっちかだし」


「俺、そんなにみんなに心配かけてるかなぁ」


　振り返ってみるが、誰がどう見ても心配かけまくりだった。


　入隊してからこっち、ほぼ毎日のように迷惑ばかりかけている。怒られてばかりなのは、騎士団に入るよりずっと昔からだが。


　だけど、ここまで心配してくれるのはアーニィだけだ。


「で、何があったの？　告白してフラれたわけじゃないでしょ？」


「簡単に言うと……俺の故郷でゴタゴタがあって、それをジュジュに話したら帰れって言われた」


「すぐには戻もどれないの？」


「ああ。ヘタすると、ジルサニアには二度と戻れないかもしれない」


「そりゃー、ジュジュも悩むよね、うんうん」


　と、悟ったように頷くアーニィ。


　なにが「うんうん」なのか、本当に分かっているのだろうか。


　そんなミロクのバカっ面を見て言いたいことが伝わったのか、


「え、だってすぐ分かるよ？　ジュジュだってミロクに残ってもらいたいに決まってるじゃん。だけどミロクの事情考えたら、残れなんて言えないじゃん」


「そうかぁ？　残って欲しかったら、問答無用で『残れミロク！』って命令するだろ」


「しないよ、ジュジュは」


　言い切った。


「人の人生まで左右するような命令は、絶対にジュジュはしないよ。大事な人なら、なおさらね」


　それは確信というより、まるでアーニィがジュジュの思考を読み取っているかのような、気持ちの良い断言だった。


「……そう、なのか？」


「うん」


　赤目隊全員に言えることだが、ジュジュとの結びつきの固さは異常とも呼べる。どれほどの苦難を乗り越こえれば、今のアーニィのようにまっすぐな目でジュジュを語れるのだろう。


「でも、入団した時、剣を持つなって命令されたのは!?」


「あれは当然じゃん」


　あっさりと答えるアーニィ。


「剣なんて持ったら、ミロク強すぎて目立ちまくるじゃん。暗殺者とかいたら、ここにジュジュがいますってアピールするようなもんだ……ってジュジュ本人が言ってた」


　悔しいが、その通りである。


　名の売れた剣豪は、常に誰かが戦いを挑むものだ。だったら多少力を抑えてでもジュジュの命を守るために我慢したほうがいい。


　それとも──


「で、ミロクも見た感じテンパってるってことは、答えが出せないでいるの？」


「ああ……ジュジュに訊いても、帰れとしか言わないし」


「なに、アンタもしかして自分の身の振ふり方をジュジュに訊いたの？」


「…………」


　今のアーニィの言葉が本当なら、ミロクは困るジュジュに決断を迫ったことになる。


　残れと言いたくても言えないジュジュを急せかしたことになるのではないか。


　それは──とても辛いことではないか。


　その疑問は、尻しりの衝撃が答えてくれた。


「ふんっ！」


　アーニィが渾こん身しんの力でケツにローキックを放ってくれた。身体が浮うくほど痛くて、逆に痛すぎて声が出ないほどだった。


「ミロク、あんた今すぐどうするか決断して、ジュジュに伝えに行きなさい！」


「えええ、今すぐかよ!?」


「今すぐに決まってんじゃない！」


　両肩を摑まれ、正面から睨まれるミロク。


「迷うってことは、どっちでもいいってことだよ！　つまり、どっち選んでもそれなりにメリットもデメリットもあるの！　だったら何も考えず、カラッポの頭で、自分の気持ちだけに従って決めるの！」
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「自分の気持ちだけに……」


　文も字じ通どおり目と鼻の先にあるアーニィの顔を見つめ返す。


　するとアーニィは顔を赤くして、肩から手を離すと後ろを向いてしまう。


「あ、あたしだってね！　さっきサンドイッチにかけるの、マスタードかビネガーかで悩んだけど、やっぱり気持ちに従って決めたよ！」


「なんか一気に発言のグレード下がったな」


　だがアーニィらしく、かつ分かりやすい例えである。


　それにマスタードとビネガー、両方かけるという選せん択たく肢しもないわけではないのだ。


　こういう深刻な話題を身近なものに変えて話してくれるのも、アーニィの性格のせいだろう。彼女にはギスギスした環かん境きようは似合わない。


「ありがとな。お前のケツキックで少し意識が固まったよ」


「そりゃどーも。マゾのミロクにもお気に召したようで」


「マゾじゃねぇよ！」


　アーニィはいつでも隊員のことを気にかけてくれる。その気配りはトーラット以上だとミロクは思っている。人間関係のことならアーニィ、家事全ぜん般ぱんの気配りはトーラットと分けて考えたりもするが。


「いつもアーニィはみんなの事を考えてくれるな。お前の方が疲れないか？」


「そんなことないよ。別に誰にでも気ぃ配ってるわけじゃないし」


「そっかぁ？」


「ミロクは特別だよ」


　小さく笑うアーニィに、不意に心臓を動かされる。


　──なんだ特別って。


「ちょっとね、似てるんだ。あたしの境きよう遇ぐうに」


「アーニィの？」


「あたしも移民だし。お母さんの出自っていうか、身分がちょっと特殊でさ。ジルサニアでもホラキアでも居い心ごこ地ち悪かったんだ。騎士団に入ったのも、それをひきずったから」


　どういうことかわからず、首を傾げるミロク。


「ほら、ジルサニア騎士なら、誰がどう見ても絶対にジルサニア人じゃない？　誰にも文句言わせたくなかったんだ」


　そんな考えに至ったアーニィの家は、どんな身分なのだろう。ホラキアの王族かと思ったが、だったらベンヤミンが知っているはずだ。


　ミロクのような王族とは違うし、彼女に自分の出自を話したこともない。だけどアーニィはミロクの境遇にある種の共感シンパシイを持ったのだろう。


「……母親については、あんまり訊かないほうがいいのか？」


「うーん、話してもいいけど、そしたら多分いろいろ訊かれるから、また今度ね。今はジュジュの事でしょ！　あ、でもお父とうさんは食堂を経営してるんだよ。料理の上手さに惚ほれ込こんで結けつ婚こんしたって聞いたし」


「だからあんだけ食うのか……」


　なんとなくアーニィの体力の源が分かった気がする。


　ここまで会話して、ミロクが故郷に帰ることについてアーニィが何も感想を述べていないことに気づいた。


　出て行かないと思っているのだろうか。


　さきほど考えた、ジュジュが剣を持たせてくれなかったもう一つの理由。


　もしかしてオウガンの目につかないように、ミロクを匿かくまってくれたのではないか。剣を使わせない事によって、サ・ミロク・オウガンの情報を出さないでくれたのか。


　あくまで憶おく測そくだ。


　──だけど、訊ききたい。








　アーニィと別れると、ミロクは食料を抱えながらホラキア城まで走り、門番に事情を説明してジュジュの部屋まで案内してもらった。


「おーい、ジュ──」


　ドアを開けた瞬間、ベンヤミンとビスマルクのふたりに口を塞ふさがれた。


「シーッ！　今寝たところなんですよ！」


「静かにしろ！　話なら外で聞く！」


　この慌てっぷりから察するに、寝るまでによほど苦労したのだろう。自分の分は残しつつ、ベンヤミンにフルーツとサンドイッチを渡して外に出ることにする。


　結局、食事はホラキア城の外でとることになった。他国の騎士が城内で食事をする必要などない。


　城の外にある庭園は一般開放されているので、そこで食べることにした。緑豊かなジルサニア城と違い、殺風景な印象を受けるが、それを補うかのように多くの彫刻が並んでいる。まるで美術館の一角だ。


「おう、ご苦労だったな」


　ベンチでサンドイッチを頰張っていると、ビスマルクがトコトコと歩いてきた。周りには誰もいないが、きっと来る途中でたくさんの人に見み咎とがめられたに違いない。


「疲れてんだかスッキリしてんだか、微妙な顔してるな、ミロク」


　ミロクの隣に座って葉巻に火をつけるビスマルク。吸える場所が少なかったため、とても旨うまそうに吸っていた。


「……まぁ、色々と。自分で分かったことや、ジュジュに訊ききたいこととか」


「考え事しながら作業すりゃ、誰だって疲れるんだよ。ジュジュは迷っちゃいないが、予想外の困難が多すぎる。ミロクは目の前に見えてる問題をどうすべきか迷ってる、ってとこか」


「ええ。仕事すればするほど、オウガンのこと意識しちゃうんです」


　ミロクの兄、ジンレイがジルサニアへの亡命を勧すすめたのは、オウガンから遠い国だからではないのか。ホラキアという緩衝材を挟んだ、遠くの国へ亡命させ、オウガンから遠ざけたかったからだろう。


　そして今、こうしてジルサニアの騎士としてオウガンを敵視する立場にいる。


「まぁアレだ。俺は立場上、今すぐオウガンへ帰れなんて言えないわけだが」


　ビスマルクは煙を吐きながら、こう語る。


「ジュジュがお前を赤目隊に入れたのは、お前がオウガンの皇子だからじゃねーぞ？」


「……そう、ですかね」


「いや、それもあるだろう。一番安全だと思ったわけだからな、アーセージもジュジュも」


「俺に剣を持たせなかった理由も、それですかね。オウガンに勘かん付づかれるから」


　ジュジュにするはずだった質問をビスマルクに投げてみる。


「それもあるだろうが、半分はジュジュの嫌いやがらせだな。剣バカが剣なんて持ったら調子に乗るからな」


「ですよねー……」


　とてもジュジュらしい。むしろ親切心百パーセントでミロクのために考えてくれるジュジュなど気持ちが悪い。


「アーニィに俺が皇子だってことボカして話したんですが、考えずに決めろって言われました。それもいいんですが、まずジュジュともう少し話がしたくって」


「おうおう、よく聞いてよく考えて、そんで決めればいいだろ」


　簡単に言ってくれるビスマルク。


「別にお前がジルサニアに付こうがオウガンに付こうが、国政はそんなに変わらないぞ？　お前に軍団が動かせるとも思えねーしな。ただの剣豪ひとり、どっちにいたって同じだよ」


「他人事だと思ってズバズバ言ってくれますね」


「他人事だから客観的に意見できるんだろーが。若いんだから、あたって砕けてみろって」


「……砕けたら、責任とってくれます？」


「おお、いいぜ。ジュジュと色々話して、それでも意見が食い違ちがうようだったら、俺がなんとかしてやるよ」


　親指で自分をさすビスマルク。


　さすが年季の入ったウサギは、貫かん禄ろくが違う。


「隊長、ありがとうございます。俺、ちょっと話してきます」


「おう、俺も行く」


　ビスマルクを肩に乗せると、ミロクは城内へ走り出す。


　途中で衛兵に怒られたり、使用人にぶつかりそうになりながら、ジュジュの部屋まで全速力で走る。まだ眠っているだろうが、起きるまで待つつもりだ。残った仕事はあとでビスマルクが手伝うとも約束してくれた。


「ジュジュ！」


　姫の部屋の扉を開けたミロク。


　風が顔にあたった。


「……あれ？」


　部屋の中に、ジュジュはいなかった。


　ベンヤミンもいなかった。


　あるのは、床をへこませるほどの足あし跡あとと、倒れたコップだけだった。




３　獣の月五日　影を追い




　何者かに拉ら致ちされている事を、移動中にジュジュは悟った。それでも抵てい抗こうせずにいたのは、密閉された容器に入れられていたのと、仮に脱だつ出しゆつできても彼女の力では実行犯を倒たおすことができないのと、薬の影響か、激しく眠かったためである。


　長い箱のようなものに詰つめられて寝ねかされていたので、寝ね心ごこ地ちは悪くなかった。棺かん桶おけに入っている気分で、むしろ心地よかった。こんな時でも二に度ど寝ねしてしまうほどに。


「あ～……よく寝た」


　目覚めると、粗末な寝しん台だいに寝かされていた。


　心の準備はできていたので、それほど驚かない。ベトの医者が煎せんじてくれた薬の効き目は大したもので、眠っている間に身体の毒素が全て抜ぬけ落ちたかのようにスッキリしていた。ただ汗をかいたので、着き替がえをしたいのだが、その願いは叶かなえられないだろう。


　寝始めた時と同じ、客間だ。


　ただし部屋のグレードはホラキア城と比べ物にならない。ほとんど廃はい屋おくのような場所を綺麗に掃除した様子が分かる。ベッドの他にはテーブルとサイドボード、それから椅子が二つと、赤い鎧を着た兵士。


「お目覚めですか」


　長い髪を後ろで無造作に縛しばった、美形の──おそらく竜騎兵だろう。壁に槍が立てかけられており、テーブルには竜騎兵の兜が置かれている。そしてなにより、赤い鎧はオウガン軍の象徴だ。


「お加減がよろしくないと伺うかがいました。こちらをどうぞ」


　と、竜騎兵が渡してくるのは粉薬と水。


「一応訊きくけど、毒じゃねーよな？」


「母の家に先祖代々続く薬です。病気の時は、皆これを飲んでいます」


「ふーん」


　ジュジュは薬と水を受け取ると、素直に飲んだ。


「苦っ……！」


　まるで毒のように苦かったが、我慢して飲み込んだ。こちらを殺そうとする意思がないことは分かっている。殺すのであれば、もう今この時点でジュジュは死体になっているはず。わざわざ誘ゆう拐かいした意味があるのだ。


「……で、お前は誰で、私に何の用？」


「申し遅おくれました。自分はオウガン帝国特殊部隊『天てん尾び』の部隊長を務めております、シェンランと申します」


「シェンラン……」


　名前に聞き覚えがある。


　確か──


「そのシェンランが私を誘拐してどーするってんだ」


「誘拐だと気づかれましたか」


「そりゃな。詳しく聞かせてもらうぜ」


「畏かしこまりました。では──」


　シェンランと名乗った竜騎兵は居い住ずまいを正すと、直立不動のまま話そうとする。


「いいよ座って。立ったままだと聞きにくい」


「は、ですが……」


「いいから座れ。私に対して礼を尽くしてくれてんのは分かるからよ。だったら私に聞き取りやすくしてくれって言ってんだ」


「はい、承知しました」


　素直に椅子に座るシェンラン。


　寝たままのジュジュでも顔がよく見えるようになった。


　まず、美しいと思った。体系も細身で、足も長い。ジルサニアとオウガンの美的価値観はそれほど変わらないだろうから、きっと本国でもモテるだろう。だが実直すぎる。どっかのバカ騎士ではないが、正直すぎて損をするタイプだ。


　そして、かなりの使い手だ。


　ジュジュ自身は何の武術の心得もないが、多くの騎士たちと接してきているので、強い人間と弱い人間の違いがなんとなく分かる。どこがどう違うかと訊かれれば答えにくいのだが、強い騎士は何か雰囲気が違うのだ。


　そしてシェンランは強い雰囲気を持っている。「天尾」とかいう部隊の隊長をやっていると名乗ったが、おそらくジュジュと同い年くらいの若さでそんな役職についているのだ。肩かた書がきだけ見ても只ただ者ものではない。


　それに──どことなく、ミロクに似ている。


「で、実行犯はベンか？」


「……慧けい眼がんで」


「そんな気はしてたんだよなー」


　わかってはいたが、判明するとやはりショックだ。


　寝ながら運ばれている時、どうにも馬車などではなく人力で担かつがれている気がしたのだ。人力でジュジュを箱に入れて、長い距離を走れるのはホラキア人くらい。看病で一番近くにいたベンヤミンが最も怪あやしかったのだ。


「ベンはどこにいる？」


「連れてまいりましょうか」


「頼む。あいつから理由を直接聞きたい」


　シェンランは立ち上がって一礼すると、部屋を出た。戻ってくるまでの間に、窓から部屋の外を見る。少しでも現在位置の手がかりを摑みたかったのだが、荒こう涼りようとした村の景色が見えるだけ。


「廃はい村そんか……？」


　まったく人の気配がしない。


　ここは二階のようだ。が、周囲の建物は平屋が多い。ここだけ特別なのだろうか。田畑は荒あれ果てており、ここ数年人の手が加えられていない。遠くは山になっており、よく見えない。ホラキア国であることは確かだ。


　わかった情報はこれだけだ。


　すぐにベンヤミンを伴ったシェンランが戻ってきた。


「あ、その、ジュジュ……」


「……ッ！」


　情けないベンヤミンの姿を確認した次の瞬間、ジュジュはベッドから飛び降りて走り、その顔面をコップで殴なぐりつけた。


「ぐぅっ！」


　鍛えているはずのベンヤミンがジュジュの非力なコップを避けられなかったのは、彼女に対して本気で怯えていたからだ。部屋に入った時から膝がガクガク震えていた。まともにジュジュの目すら見られないでいる。


「起きろ」


　倒れたベンヤミンに、屈かがみこんで胸倉を摑む。その向こうでシェンランが所在なく立ち尽くしていた。まさか姫が殴なぐりかかるとは思っていなかったのだろう。


「ゆ、許して！　許してくれジュジュ！」


「黙れっ！」


　もう一度コップで殴るジュジュ。


　さらに一発お見み舞まいしようとしたところで、まるで弱いものいじめをしているような気がして、急にやる気が失うせた。怒りのせいで頭も痛くなってくる。


「……はぁ」


　ベンヤミンから手を離し、ジュジュはベッドに座る。犬のように這はい蹲つくばるベンヤミンを見ていると、まるで自分が加害者のようだ。


「いいよ、もう……聞いてやるから話してみろ。理由があるんだろ？」


「…………」


　ベンヤミンはうなだれたまま、何も言わない。


　仕方なく、シェンランを見る。


　てっきり無む反はん応のうだと思ったのだが、シェンランはベンヤミンの服を摑んで引き起こすと、ジュジュの目の前に放り投げたではないか。これはジュジュも驚いた。


「あなたにはジェルメーヌ姫に話す義務がある」


　毅き然ぜんとした態度にベンヤミンも気け圧おされたのか、やがて床に正座して居住まいを正した。そもそもジュジュにしたって、事情を知らなければ許すことも罰ばつすることもできないのだ。


「……ホラキアの、ために、やったことなんだ」


　声は小さく、震えていた。


「なんで私を誘拐することが、ホラキアのためになるんだよ」


「父を……失しつ脚きやくさせる」


「ほー」


　少し納得してしまったジュジュ。六カ国会談の最中にジルサニアの姫君が誘拐されたとあっては、ホラキアの大問題になる。当然、ホラキア国王は五カ国から責められるだろう。


　むしろ誘拐を実行したとされるオウガンとの繫つながりも、より強調される。やっぱりオウガンと繫がって良からぬ事を企んでいたのだな、と世界中から指をさされる。


「そんなにひでーのか、ホラキア国王って」


　これはベンヤミンではなく、シェンランに訊いてみた。


「全て私見ですが」


　そう前置きして、シェンランは語る。


「現在のホラキア王は、我が国の魔導士によって籠ろう絡らくされております。ですが──心までは売り渡わたしていないかと。彼も彼で、ホラキアの事を考えての行動だと思います」


　冷静に告げるシェンランに、ベンヤミンの肩が震える。


「そ、それでも！　このまま父上にホラキアを任せていては、やがてオウガンの手先になってしまうから！　それだったら、まだ兄上に任せた方がマシだ！」


　事件が発覚すれば、ベンヤミンも無事ではないことを分かっているのだ。おそらく死も覚悟したのだろう。


　オウガンの魔導士によって操られたホラキアを助けるためには、自分がどうなっても父を失脚させねばならないと感じたのだ。彼のホラキアに対する愛は伝わってきた。


「なるほどな」


　腕を組んで、ジュジュはひとつ頷く。


　上うわ目め遣づかいでこちらを見るベンヤミンは、まるで寒さに凍こごえる子犬のようだ。


「でさ……ベン。これ誰に吹ふき込こまれた作戦だ？」


「えっ……？」


　問われて、すぐにシェンランを見るベンヤミン。ミロクと同じでウソがつけない性格をしているのだ。


「なるほどねー。オウガンの入れ知恵か」


「正確には私ではありません。私に命令する立場の者が考えた作戦です」


　訂てい正せいするシェンラン。見た感じ、誘拐などの卑ひ怯きような手を好む兵士には見えないから、言っていることは本当なのだろう。


　だとすると、悲しい事実が見えてくる。


「なぁ、ベン……お前、騙されてるって分かってるか？」


「えっ!?」


　この驚きようから察するに、本当に分からないようだ。


「だって考えてもみろよ。なんでオウガンの支配から逃のがれるために、オウガン自身が手を貸さなきゃいけねーんだ？」


「そ、それはシェンランたちが個人的に！」


「んなわけねーだろ。いいか？　この誘拐が成功すりゃ今のホラキア王は失脚するか、しないまでもダメージは受けるよ。ホラキアが変わるかもしれない。だけどさ、それってお前の兄貴たちが正常っていう前提があればこそだろ」


「え……」


「なんで兄や宰相たちがオウガンに入れ知恵されてないって、言い切れるんだよ」


「だって、兄たちはオウガンと手を結んだ事を知らなかった！」


「知らなかったら何だ？　それがオウガンと関係ない証しよう拠こにでもなるのか？　知った後でオウガンが接せつ触しよくする可能性は考慮しなかったのか？」


「……！」


　シェンランを見るベンヤミン。だが返事はない。それが何よりの肯定の合図。オウガンの魔まの手が伸のびているという事実を裏付けてくれる。


　トップが誑かされているのだから、そこに近い者に接触しないはずがないのだ。


　今いま頃ごろ気づいた愚おろかな王子に、ジュジュはとどめの一言を送る。


「王子のお前がこうやってオウガンに騙されてるのが、一番の証拠じゃねーか」


　とうとうベンヤミンは身体を支えきれなくなった。


　両手を床につき、言葉にならない声を漏もらす。ジュジュもシェンランもその滑こつ稽けいな姿を無表情で見ていた。


「僕は……」


　力なく立ち上がると、ベンヤミンは身体をテーブルにぶつけながら部屋を出て行く。まるで幽ゆう霊れいのような足取りだったが、追う事はしなかった。








　ドアが風で閉まり、またジュジュとシェンランの二人きりになる。


「はぁ……！」


　大きな溜息をつき、顔を覆うジュジュ。


　シェンランは無言で椅子に座った。


「責めるなよ、ベンのこと」


「はい」


　二人とも分かっていた。ベンヤミンはそれでもホラキアを守ろうとしたのだ。悪の道に手を染めてまで国を救おうとした愚か者を笑えるほど、自分を高こう尚しような人間だと思っていない。


　だが、国を担う人間が考えなしだとこういう末路になる。ジュジュもシェンランも、その事を胸に牢ろう記きした。


「ところでお前さ、確かオウガンの皇子だったよな？」


「ご存知でしたか」


「あのなー。これでも私、姫だぜ？　他国の王族くらい覚えてて当然だろ？」


「当然……ですよね？」


「お、おう」


　二人とも同時に、誰かの顔を思い出して打ち消す。意識がそれたタイミングが同じだったため、どちらも気づいてはいないが。


「……で、その皇子がなんで誘拐なんてやってるんだよ」


「皇子がどうとかは関係ないでしょう。私は皇子である前に、オウガン帝国軍に属する者です。与えられた任務はこなします」


　ですが、とシェンランは続ける。


「汚きたない仕事だというのは、自覚しています。『天尾隊』というのは、もともとそういう組織なんです。文字通り尻尾のように、害虫や糞を払う仕事です。撤退する時は殿しんがりについて敵の進行を食い止めたり」


「ますます皇子の仕事じゃねーだろ……」


　それはどちらかといえば、いつ死んでもおかしくないような者たちにやらせる仕事だ。でなくば命知らずの猛も者さたちか。


「守りたい人がいれば、どのような仕事でもできます」


　全く迷いのない言葉だった。


　こんなに汚れた仕事をしているのに、シェンランは美しかった。


「誰か、人質にでも取られてんのか？」


「病弱な母──それから、大切な人の母と姉」


　シェンランの母ということは、王おう妃ひではないのか。それを人質に取るというのは……。
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「あ、いえ、人質という言い方は正しくないです。私が武ぶ勲くんを立てて、昇しよう進しんすれば彼女たちを養える。それだけのことですよ。汚い仕事なだけに俸ほう給きゆうも良いし、敵の将と戦える可能性もないわけじゃない」


「そっか」


　大切な人を守り、養うために汚い仕事でもするのだ。


　話せば話すほど、シェンランを尊敬の眼差しで見てしまうジュジュ。こういう人物がオウガンにいる限り、まだ捨てたものではないと思うのだが。


「ツライな、お前も」


「……ありがとう」


　仏頂面だったシェンランが、ようやく微笑んだ。


　誘拐の実行犯とは言うが、彼らとて命令をこなしているだけの部隊だ。やり口は気に入らないけど、シェンランは武人として信頼に値すると思っている。


「……私を誘拐した本当の理由、教えてくれるか？」


「話すな、と言われています」


「てことは、しばらくは生かしてくれるんだな。情報をくれるんだったら、用済みになったら殺すわけだから」


「ええ。貴方には生きていてもらう理由がある」


「これか？」


　ジュジュが見せたのは、左手。


　ジルサニアのゴーレム技術が詰まっている、秘宝だ。


「…………」


　シェンランは無言。だが正解だとジュジュは確信している。


　さらに事実から色々と推測ができる。


「これは私のカンだけどさ、この手の技術を奪うんだったら、もうすでにやってるよな？　手を切り落としてもいいし、拷問して使い方を聞き出せばいいし──それも誘拐なんてしなくてもいいし」


　それをしないのには、理由がある。


「私わたし自身にも価値があるからだろ？　人質にするんだな？」


「……そこまでは、私にも分からない」


「だがジルサニアを攻撃する意思はある。そうだろ」


　でなければホラキアと手を結ぶメリットがない。


　ジルサニアとホラキアは大陸の中央を支配している。このうち、何らかの手段でホラキアを取ることに成功したなら、次はどうするか。


　ホラキアの隣国を取るのが定石だが、まっすぐジルサニアを攻撃すれば、他の四国から挟はさみ撃うちになってしまう。


　だが、それを覆くつがえせるだけの自信があればどうなるか。仮にジルサニアを占せん領りようしてルテア大陸に横一本の線を引いたとする。当然敵に回る四国だが、このうち一国でもオウガンと手を結べばパワーバランスは一気に崩ほう壊かいする。


　いずれも、ホラキアの次にジルサニアを攻めた場合の想像だ。


　リスクが高すぎて、誰も考えない作戦だろう。


「フツー、やんねーよな……」


「私も今すぐジルサニアを攻めるとは考えていない。だが貴方を人質にとる以上、参さん謀ぼうには考えがあるとしか思えない」


　シェンランも困惑しているようだ。


　だがジュジュが持つゴーレム技術だけでも、オウガンに渡してはいけないものだ。対ゴーレム戦に慣れていない国なら、それだけで脅威になる。


「……待てよ」


　ふと、ジュジュはある事に気づく。


　ホラキアはすでに国王をはじめとする王族がオウガンに籠絡されていると言った。


　ジルサニアでそれがない保証など、どこにもないではないか。


「おい！」


　顔を上げ、怒鳴るジュジュ。


「ジルサニアに、魔導士とやらは来てんのか!?　父上や兄上に何かしたら、許さねーぞコラ!!」


「分からない。私はそこまで知る権限を持っていない」


「けど、以前ジルサニアにだって竜騎兵が来てたんだ！　魔導士が城の中に入ってこないわけないじゃねーか……！」


　もしも自分の気づかないうちに、大切な家族が洗脳されていたら。怖くて想像すらできない。


「仮にそうだとしても、私にはどうすることもできない」


　シェンランは、きっぱりと言った。


「ジルサニアを攻めろと言われれば、私は攻める。魔導士を送る手配をしろと言われたら、私は送る。可哀かわい想そうだとは思うが、これも戦争だ。貴方だって聡そう明めいな方だ。勝つ手段があれば、行使するだろう？」


「……そりゃ、そうだけど！」


「それに偵てい察さつ兵を送り込こんで情報を収集するなんて、どこの国でも常識だろう」


　悔しいが、シェンランの言うことはもっともだ。ジルサニア騎士の中にも他国で情報を集める者がいる。大陸といっても、国境に大きな自然の隔へだたりがあるわけではない。少しずつだが他国の文化も入ってきている。オウガンとて例外ではない。


　だがシェンランが付け加えた一言だけは、どうしても聞き逃のがせなかった。


「私の兄だってそうだ。ジルサニアで情報を集めてくれている」


　血の気が引く音を聞いた。


　こみ上げる吐はき気を、唾つばと一緒に呑み込む。


「──なんだと」


　顔を上げるジュジュを、シェンランは冷たい目で見ていた。
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　時はわずかに遡さかのぼり──


「なんで止めないんだよ!?」


「落ち着けバカ」


　ホラキア城の廊下で使用人を怒鳴りつけるミロクを、ビスマルクがニンジンで殴る。怒る気持ちは分かるが、誰だれ彼かれ問わず当り散らすのは良くない。


「……いけなかったんですか？」


　ミロクとそう年も変わらない使用人は、意外そうな顔を向けた。


「いけないっていうか、普通気づくだろ？　こんなに大きい箱持ってベンヤミンが出てきたら、止めないか？」


「ホラキアでは、そのくらい普通ですよ？」


　そう語る使用人も、人間より大きい壺つぼを抱えていた。ホラキアでは強化リインフオースの魔法があるから、ジルサニアの常識で運べる物のサイズが違うのだ。


「あの、ジルサニアの方に頼まれて荷物を運ぶんだって仰おつしやってましたけど……違ったんですか？」


「違──」


　言いかけたミロクの口をビスマルクが塞ぐ。


「違うことはないんだが、あの王子さん、ちょっと運ぶ場所を間違えてな。まったくせっかちなんだからよー」


「アハハ、そうですよね。ベンヤミン王子、そそっかしいと言うか、慌てん坊というか」


　口元に手を当てて笑う使用人。


　自分の雇やとい主を罵倒していることに気づいた彼女は、慌てて手を振り、


「で、でも、王子はお優しい方ですよ。使用人たちにもよくしてくださるし、町の人たちにも人気があるんですよ。いつも国民の事を考えてくださってるんです」


「……ああ、よく知ってるよ」


　ビスマルクが頷くと、使用人の少女は安心したように頷いた。


　ようやくミロクもビスマルクの真意に気づく。


　騒さわぎを起こす必要はない。ここでジュジュがさらわれたと大おお騒さわぎすれば、国を揺ゆるがす大事件になってしまう。それに赤目隊の責任問題でもある。発覚すれば赤目隊もベンヤミンも、タダでは済まない。


　誰も得をしないこの状況、解決するなら極秘裏に行う必要があるのだ。


　ホラキア城から出ると、すぐに舞台に向かい、赤目隊の皆に事情を説明した。アーニィもフェリサもトーラットも最初だけ驚き、そして憤ふん慨がいした。


「探そう！　早くしないとどうなるか……！」


　焦るアーニィ。


「大丈夫だ。これを見ろ」


　ビスマルクが差し出した、一枚の布。


　そこには足跡が付いていた。


「部屋の中にあった、ベンヤミンの足跡だ」


「……それ、どーすんだべ」


　フェリサも首をかしげる。魔法に疎いミロクやアーニィは、もちろん知らない。


　が、トーラットが思いついたように指を鳴らした。


「そういえば隊長、なんか胡う散さん臭くさい魔導器持ってましたよね？」


「おう、俺の七つ道具だ」


　ビスマルクが取り出したのは、小さな羅ら針しん盤ばん。その下部に何か光る宝石が埋め込まれており、それで足跡をなぞると羅針盤が光りだす。


　同時にビスマルクがかけている黒眼鏡まで光った。強い光を発したかと思うと、黒眼鏡に光で文も字じのようなものが描えがかれ始めた。しかも文字は常に変化しているようだ。この羅針盤と眼鏡が繫がっているのは分かるが、学のないミロクにはまったく分からない。


「あっちか」


　ビスマルクの耳が東を向いた。


「……チッ、かなり遠いな」


　少なくともホルディ市を出るくらいには遠いと言う。誘拐なら人目につかない場所に隠すだろう。ホルディ市ならどこにいてもバレてしまうからか。


「トーラット、クロトポリカ暖めとけ」


「はい」


　すぐに走り出すトーラット。


「フェリサ、ありったけの弓と矢。それから毒。敵が何人か分からないからな」


「ん」


「隊長、俺は!?」


　息巻くミロクに、ビスマルクは淡たん々たんと命令を下す。


「ミロクはアーニィとメシ買ってこい」


「って、なんでこんな時に!?」


「ベンヤミンの足でジュジュを運ぶ時間を計算したんだがな。どう頑張ってもホラキア人の本気の走りには、ギリギリ追いつけるかどうかだ。だったらいっそのこと、目的地まで行かせちまおうかと考えてる」


　黒眼鏡をずらして笑うビスマルク。


「夜になる可能性がある。腹ごしらえは必要だろ？」


「……はい」


「万全のコンディションで、全力でベンヤミンを捕つかまえる。分かったな？」


「はいっ！」


　アーニィと一緒に頷いたミロクは、舞台を飛び出しいつものサンドイッチ屋に駆かけ込こんだ。ビスマルクの言うとおりだ。ここは万全の態勢で臨みたい。


　──渾身の力でベンヤミンをブン殴ってやる。








　舞台装置はヒマなジルサニア騎士に監視してもらい、赤目隊はすぐに出撃した。


　それに先立ち、ビスマルクはいくつかの書状をしたためてジルサニア騎士団の主要人物に送った。明日のジュジュの講演までに戻らなかった場合は、所定の場所に軍を派遣するように頼んだのだ。


　ジュジュがさらわれた事は伏せてある。もしも騎士団の誰かにバレようものなら、確実にアーセージの耳に届く。そうなったら怒り狂ったアーセージが何をしでかすか分からない。感情にまかせて動かれては困るのだ。


　クロトポリカに乗り込む赤目隊に声をかけたゴーレム整備の魔導士には「明日の講演で絶対に必要なものが足りなくなったので、取りに行って来る」と伝えた。


　仮に赤目隊全員が返り討ちにあったとしても、ジュジュだけは助けなければならない。最後は国を巻き込こんだ戦争になろうとも。


　だが最初は赤目隊だけだ。もしかしたら大陸を巻き込む戦争の、これが初戦だ。


　ありったけの装備を持って、ホルディ市を東に向かって駆かけ出した。ゴーレムを見み慣なれていない人たち、特に軍隊から制止命令が来たが、非常事態なので全て無視した。こちらから攻撃しない限り、向こうも手出しはしてこない。


　ビスマルクの黒眼鏡がベンヤミンの足跡を正しく追ってくれていたので、追つい跡せきには困らなかった。街道をまっすぐ走るクロトポリカの背中に座り、赤目隊は各々の装備を点検する。


「ベン……信じてたのにな」


　ミロクは素手のまま、じっと前方を見ていた。が、木々が少ない丘陵地帯を走り続けるのは退たい屈くつになってくる。そもそも目的地はビスマルクが教えてくれるので、ミロクはすることがないのだ。


　だからベンヤミンに対して恨うらみ言を吐くことくらいしか出来ない。


「そうベンヤミンを責めてやるな、ミロク」


　黒眼鏡に表示された文字を読みながら前方を見るビスマルク。


「責めるなって言ったって、無茶ですよ」


「でもなぁ」


　なぜか同情的なビスマルク。


「あいつ、バカっぽいんだよな。お前に似て」


「どーいう意味です」


「そのままだ。あいつ、ひとりで犯罪できるようなタマじゃないだろ」


「……そりゃ、まぁ」


　少なくともジュジュが倒れた時には、本気で心配していたように見えた。ドジも多く、仕事中によくジュジュから怒られていた。どう贔屓ひいき目に見ても、姫を誘拐するという大それた犯罪者には見えなかった。だから驚いているのだ。


「多分、手引きをしたヤツがいる。ベンヤミン自身が言ってたろ。ホラキア王が魔導士に騙されてるって」


「じゃあベンも魔導士に？」


「どうかな。キーワードさえ与えれば誰でもいけそうだけどな」


「キーワード？」


「ホラキアのため、王のため、国民のため、最善の方法……まぁ、そんなトコだ。あいつクソ真面目だから、コロッと騙されると思うぜ」


　ベンヤミンが国王に面会を求め、ホラキアを助けて欲しいと懇願した時の顔を思い出す。先ほど話した使用人の顔からも想像できるが、ベンヤミンはホラキアを心から愛しているように見えた。そこに真犯人がつけこんだのだ。


「ミロク。お前は騙されんなよ」


「……騙されませんよ」


「なんで言い切れる」


「お節せつ介かいな上司と同僚がいますから」


「ま、それもそうか」


　苦笑して黒眼鏡をいじるビスマルク。眼鏡に反応があったのか、魔導器具を操作してなにやら見み比くらべている。


「それにしても隊長、その眼鏡いいですね。自分で作ったんですか？」


「ああ」


　黒眼鏡に軽く触れ、ビスマルクは頷く。


「俺はこんな身体だからな。魔法と道具で補わないと戦えないからよ」


「全部、自分で作ったんですか？」


「昔はトーラットや、他にも大勢の魔導士に世話になった。今じゃコツを覚えて、色々作れるようになったけどな」


「ジルサニアの技術っぽくないのもありますよね」


「色んな国の技術かっぱらったぜー。大陸の外まで手を伸ばしてな。そーでもしないと、お前らの面倒も見きれねーよ」


　茶化して笑うビスマルクだが、そこに至るまでの苦労は若わか造ぞうのミロクでも分かる。元々、頭は良いのだろうが、知識を技術として手に馴な染じませるためには長なが年ねんの努力が必要だ。


　そんなビスマルクは空を眺めて、耳を動かす。


「トーラット。止めてくれ」


「あ、はい」


　トーラットが手にしている小さな魔導球を操作すると、クロトポリカは緩ゆるやかに減速し、やがて道のど真ん中で停止した。


「よっと」


　ビスマルクがクロトポリカから降り、道を調べ始める。


「どうしたの、隊長？」


「クソッ、少し遅かった。ベンヤミンのヤツ、ここで誰かと合流したみたいだ。複数の足跡と、車輪の跡あとがあった」


「車輪ってことは、馬車？」


　アーニィが尋ねるまでもない。人を運ぶならそれが一番早い。


　予想した通り、ベンヤミンは誰かと通じていたのだ。


　ホラキア内の犯罪組織か、それともオウガンか──


「少し急ぐぞ。まだ間に合うだろうが、時間がなくなる」


　唇くちびるを軽く舐め、ビスマルクがまた空を見る。


　ジュジュを取り返すのは確実に達成しなければならない目的だが、問題は時間だ。ここで言う「まだ間に合う」というのは、ジュジュが黒幕の手に渡わたって何かされるまでに助け出すまでの時間だ。


　だが明日は講演がある。それまでにジュジュを連れて帰って、支度をして、本番をこなさねばならない。ジュジュの性格上、中止や延期などはありえないからだ。「時間がなくなる」とは、そういう意味である。


「クロトポリカ、二割増しで速く走ってくださいよ……と」


　呟きながら魔導球を操作するトーラット。


　ビスマルクがゴーレムの背に飛び乗った次の瞬間、全員の顔の筋肉が歪ひずむほどの速度で走り出した。飛ばされそうになるビスマルクを素早くフェリサが摑まなかったら、きっと誰にも気づかれずに放置されていただろう。


　──絶対に助けだす。


　まだ話したいことが沢たく山さんあるのだ。
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　作戦は綿密に立てていた。


　人質が自じ暴ぼう自じ棄きになって、自殺などの予期せぬ行動を取ったときの対策もしっかり考えられていた。


　だが実行犯が自殺しようとするのは、ちょっと想定外だった。


「離してくださいっ！　ぼ、僕は、僕はもう、ホラキア王子として！」


「わかった！　わかったからちょっと落ち着け！　な!?　ほら、手ぇ離せ！　ロープ離せ！　て、オイ、お前ら手伝えよクソッタレが！」


　床に押おし倒たおしたベンヤミンの腕をひねって押さえつけているのは、彼の従者だった男。


　彼はテンゲンジャといい、れっきとしたオウガン軍特殊部隊「天尾」の一員である。従者としてホラキアに潜もぐり込こんだのは、ホラキア王がオウガンとの同盟を結んでから。


　ベンヤミンにホラキアを救う手立てを教えたのも、その手引きをしたのも、皆この男の仕業である。


「死なせてくれ、テンゲンジャ！　僕は生きる資格がない！」


「あーもう、このお坊ぼつちゃんは！」


　我慢の限界が来たテンゲンジャ、腕を押さえつけていた手で、さっきまで主君だった男の顔面を張り飛ばした。


「ううっ！」


　床に頭を打ちつけたベンヤミンに、テーブルの上にあったコップの水をぶっかける。すると攻撃されると思ったのか、身体を縮ませて怯えだしたではないか。死にたいのか生きたいのか、ハッキリして欲しいものだ。


「おいベンヤミン王子！　お前さん、中ちゆう途と半はん端ぱなところで死んでどーするよ！」


「…………」


　子供のように泣いているベンヤミンに、テンゲンジャは立ち上がって怒鳴りつける。かなりの長身で、座っているベンヤミンと比べれば大人と子供くらいの高低差だ。


「姫さん搔かっ攫さらっといて、ごめんなさい死にますって、そりゃいくらなんでも無責任すぎるだろ！　王子としての誇ほこりがあるなら、罪に対する罰ばつはきちんと受けるのがスジってもんじゃねーのか!?」


　怒鳴り散らし、大きく息を吐く。そしてテーブルのコップを取ったはいいが、中身はさっき自分でぶちまけてしまった。仕方ないのでおもむろに元に戻すテンゲンジャ。


　そんな彼を、部屋の隅に立っている少年が笑った。


「プッ……何言ってるのかわかんないし」


「るせぇ！　本来なら俺の役割じゃねーんだよ！」


　先ほどと同じテンションで、髪の長い美少年に怒鳴るテンゲンジャ。裸足はだしに大きな赤い上着を着ただけの、まるで乞こ食じきのような美少年はクスクスと笑っているだけで、それ以上何も言ってこない。


「…………」


　ベンヤミンは座ったまま無言。魂たましいが抜けたように呆ほうけている。


「こーいう説教とかさー、本来はゼンジの役目じゃねーの？　だってあんた僧侶じゃん」


　愚ぐ痴ちを垂れるベンヤミンだが、そのゼンジは窓からずっと外を見ている。風が僧そう衣いをはためかせるが、それを着た偉い丈じよう夫ぶは目を閉じたまま微び動どうだにしない。


　それでもゼンジは外を見たまま、こう諭さとす。


「俺が言うより、長い間連れ添そってきたお前が言った方が効くさ」


「ったく、どいつもこいつも……」


　などとぶつくさ言ってはいるものの、先ほどからベンヤミンの様子を見てばかりいるテンゲンジャ。ちょっと言い過ぎたか、などと反省もしている。


「すまないな、面倒をかける」


　シェンランが部屋に入ってきた。向こうも向こうで言い争ったのか、少し表情が暗い。シェンランの表情が明るくなる事は滅めつ多たにないが。


「ああ、いいって。これも仕事のうちってな」


「ホウショクはどこだ？」


「別の部屋で寝てる」


「そうか。これからの事を話そうと思ったんだが」


「気にすんな、あのジジイはどーせ言ったところで右から左に抜けてくんだからよ」


「それもそうだな」


　納得して部屋を見回すシェンラン。隅すみっこで座っているベンヤミンを見つけ、その憔しよう悴すいぶりに同情する。


「ベンヤミン王子。ジェルメーヌ姫の部屋で待機していてもらえないだろうか」


「……嫌だ」


　目も合わせず、か細い声で拒絶するベンヤミン。


「姫もかなり疲れている。看病と考えてもらえると助かる」


「看病……」


　その言葉がベンヤミンの何かに触れたのか、立ち上がると無言で部屋を出ていった。本当はテンゲンジャも心配で追いかけたかったのだが、作戦会議なのでそうもいくまい。というかテンゲンジャが聞かなければ、他の誰も聞いていなさそうだから。


「で、シェンラン。これからどうすんだ？」


「ああ」


　シェンランは小さな地図を取り出すと、テーブルの上に置いた。ホラキアの全土が描かれてある地図で、東側にはオウガン帝国の群島もある。


「テンゲンジャは知らないかもしれないが、ここに来る途中、町があるんだ。ちょうどこの村から東……ここ」


　シェンランが地図を指差す。ホラキアの中央より少しだけ東寄りにある、街道沿いの町だった。


「ここに竜を待機させてある。ここまで来くれば、ジェルメーヌ姫を乗せてオウガンまで飛んで帰れる」


「飛ひ距きよ離り、大丈夫か？　けっこう遠いぞ？」


「休憩はとるさ。海かい峡きようからオウガンに渡る前に、一度休もう」


「わかった」


　会議と言っているのに、相談しているのはテンゲンジャとシェンランだけ。衣服の乱れた少年は座ったままだし、ゼンジという僧侶はじっと窓の外を見ている。


「いつ出る？」


「ジェルメーヌ姫の調子が戻ったら」


「なにお前、姫にどんなひどい事言ったわけ？」


「……別に」


　顔を伏せるシェンラン。


　もうちょっと追及したかったが、それどころではなくなったようだ。


「む、早いな」


　目を閉じていたゼンジがあご鬚ひげに手を当てる。


「追っ手か？　ゼンジのとっつぁん」


「ああ。でも、なんだありゃ。すごく大きなものに乗ってるようだ。牛でもない……」


「武装ゴーレムだな。ジルサニアの兵器だ」


　シェンランがすぐに言い当てる。


「ゼンジ。あとどれくらいで、ここに来る？」


「この速さなら、すぐだ。今から逃げても、追いつかれる」


「なら迎げい撃げきするしかないな。テンゲンジャ」


「はいよ」


　シェンランに呼ばれた時には、もうテンゲンジャは準備をしていた。持参したカバンと長く大きな筒つつを手にして部屋を出た。








　建物の屋上からは、西からの風が吹いていた。


「寒さむっ……！」


　日は傾かたむきかけ、風と共に眩まぶしい光も運んでくる。それらに顔を背けながら、テンゲンジャはカバンの中身を全て屋上にぶちまけた。


　大きな筒の中から出てきたのは、矢だ。芯しんは鉄製。羽も鏃やじりも金属でできており、鈍にぶい黒色が光に照らされて輝いている。


「まぁお姫さんもベンヤミン王子もツライだろうけど……一番ツライのはシェンランだよなぁ」


　問題は大きさだ。普通の矢に比べ、長さはそう変わらない。射手の両手を広げた幅はばくらいの長さだ。しかし太さが尋常ではない。まるで薪たきぎのように太い。投とう擲てき用の槍と見間違っても不思議ではない。


「あの馬鹿、いつも俺達に『苦労をかける』とか平然としたツラで言ってっけど、一番苦労してんのはアイツじゃねーか……」


　そして、弓。


　カバンから取り出したのはいくつもの部品。それらを組み合わせ、最後に弦つるを張る。オウガンでは長弓がよく使われているが、普通はこのように分解はできない。もっともそれは小さな問題だ。この弓は形状からしておかしい。


　まず、握にぎりがない。その代わりにペダルのような箇所があり、その近くに足を固定するベルトがある。テンゲンジャはその弓を足に固定すると、片足で立った。


「どーれ……」


　屋上からゼンジの言った方角を見る。


　僅かに大気が揺ゆれている。


　よく目を凝らすと、ものすごく速い車がこちらに向かって走っているのが見える。この距離だと巨大な箱にしか見えない。


「さてさて、届くかねぇ」


　弓を固定した足を前に突き出し、矢を番つがえる。両手でしっかりと矢を引き絞しぼる。足の先から頭まで、一本の太い矢が突つき抜ぬけている。まるでテンゲンジャが弓そのものになったようだ。


　さらに弓と身体を固定する、もう片方の足。筋肉が膨ふくらみ、まったく動かない。


「悪く思うなよ、ジルサニアの騎士さん達」


　捕らえた。


　ゴーレムの巨大な身体を貫くイメージが見える。


「シェンランの仕事を少しでも楽にするために、死んでくれや」


　砦をも貫くテンゲンジャの矢が、勢いよく放たれる。


　音より速く、衝撃が大気を割った。





　　　　　　　＊





　反応できたのは、クロトポリカだけだった。


「!!」


　ゴーレムの自動回避機能が作動することは、術者にも伝えられる。が、クロトポリカがその反応の全てを使って動作しても周りが知らなければ意味がない。そのため、自動操縦にしている時以外は、回避行動を取る前に術者に伺うかがいを立てるのが普通だ。


　が、クロトポリカはそれを思いっきり無視した。


「なぁあああ!?」


　身体を横に傾かたむけて、片輪走行をするクロトポリカに、その背中に乗っている赤目隊の誰だれ一人ひとりとして対応できなかった。


　直後、クロトポリカを含む全員が吹ふき飛ばされた。


「ぐああっ！」


　宙を舞まいながらも、耳を塞ぐミロク。


　頭の中がかき乱されるような痛みが襲ってきたのだ。


「てっ！」


　耳を両手で塞いでいたので、ミロクは着地に失敗。なんとか頭を打つことだけは免れたが、不ぶ恰かつ好こうに転がってしまった。


　下が草で助かった。先ほどまで走っていた道だったら、石に全身を打ち付けてケガをしていただろう。


「ったー……なにコレ」


「……！」


　こんな時でもアーニィだけは綺麗に両足で着地している。バランス感覚の良さは赤目隊随ずい一いちだ。次に軽いフェリサも、フラつきながらきちんと着地していた。


「なんだ……ありゃ……！」


　ミロクの近くで転がりながら、背後を見るビスマルク。彼の視線の先には、クロトポリカを吹き飛ばしたであろう何かが弾はじけた跡があった。


　地面に穴が開いている。何かで抉られたように、一方に偏かたよった穴だ。


「何かを投げられたのか……？」


「でも、どこから？」


　ミロクが前を見る。


　村のような集落が見える。いくつかの家と畑に混じって、風車が建っている。人の気配がしないのは廃村だからか、それとも避ひ難なんしているのか。


「そりゃ、正面しかないだろ」


「あの距離でか……」


　爪を嚙んで前方を睨むフェリサ。


　目を細めて射手を探しているのだろう。が、この距離と威力ではさすがのフェリサも探しづらい。加えて西から差し込こむ光が眩しい。


　トーラットとクロトポリカを探す。


　クロトポリカは道を外れた地点で転がっていた。自動的に起き上がろうとしている。目立った損傷はない。片輪走行をしたのは、回避行動の他にも身を浮うかせて爆ばく発はつの衝撃を軽減させようとしたのだろう。あの一瞬でよく判断できたものだ。


　そのクロトポリカの回避マニューバを作成したトーラットは、反対側の道の外れでうずくまったまま起き上がれない。ゴーレムは優ゆう秀しゆうだが、本人は虚きよ弱じやくに近いからだ。


「トーラット、動けるか!?」


　ビスマルクが前方を見たまま確認する。


「す、すみません……もう少し」


　身体が震えている。どこか変なところでも打ったのか。


「敵が何やったか知らねーが、二撃目が来る可能性もある。どっか遮しや蔽へい物に避難しとけ」


「は、はい」


　這ったままトーラットが向かったのは、クロトポリカの側。確かに最強の盾ではある。


「フェリサはどうする？　ここで狙そ撃げきできるか？」


「できる」


　即答するフェリサに、ビスマルクは頷いた。


「俺とアーニィとミロクは、あの村に入る」


「うん」


「はい」


　すでにフェリサは弓に矢を番えて、村の方を見ていた。強い西日にも眉一つ動かさずに、じっと敵の長ちよう距きよ離り攻撃を待っている。


　その間にミロクたちは素早く移動。村の入り口らしき柵さくまで辿り着いた。


　村の様子をざっと探る。


　家と呼べる建物は二十以下。畑には草が生えまくっており、人は誰もいない。廃村だ。しかし家が破は壊かいされていないので、戦争や略りやく奪だつによるものではない。おそらく畑に作物が実らなかったのだろう。


「待て」


　柵を乗り越えて、一番近い家の塀へいに張り付いたところで、ビスマルクが制止した。


「ミロク。この家の中から、武器になりそうなモン取ってこい」


「えっ？」


「なんだよ。棒でも包丁でも、あるかもしれないだろ」


「この家の中に敵が潜ひそんでるってことは……」


「ない」


　断言するビスマルクの耳がぴこぴこと動いていた。


「中から誰の息いき遣づかいも聞こえねぇ。少なくとも人間はいない」


「は、はぁ」


　ちょうど開いている窓があったので、ミロクはそこから家の中に忍しのび込こんだ。一ひと部へ屋やだけの小さな家だ。まるで倉庫のように空っぽなのは、家具を全部移動させたからだろう。台所を調べたが包丁のような刃物もない。


　仕方ないので、唯一使えそうな長物を持ってくることにした。


「……これしかありませんでした」


　ビスマルクとアーニィに見せたのは、掃除用のモップ。すでに毛がボサボサで、掃除にも使えない。


「ないよりマシか？」


「ないよりマシです」


「じゃ我慢しろ。あとで敵から奪え。それが無理ならジュジュを助けるしかねぇ」


　サラッと無茶苦茶なことを言うビスマルクだが、現状で他に手はない。


　ミロクの剣はジュジュの左手の中にあるのだ。ゴーレムの技術を応用した、ジルサニアの宝物庫なのである。


「で、ジュジュを見つけた」


　また平然と言うビスマルク。


「あの家だ」


　ビスマルクが見ているのは、二階建ての大きな建物。多分、この村で一番大きな建物なのだろう。大きな入り口に看板がかかっている。有力者の家ではなさそうだ。酒場か、それとも宿屋だろう。


「ねぇねぇ隊長、どーして分かるの？」


　アーニィの素朴な疑問に、ビスマルクは耳を動かして答える。


「俺様の耳はな──心の声も聞こえちゃうんだぜ？」


　それが真実なのかは、誰にも分からない。


　ただ彼の耳がジュジュの居い場ば所しよを突つき止めたのは事実だ。


「手て練だれが三人と……あともう二人。こっちはジュジュとベンだろうな」


「裏口があれば、そこから入って素早くジュジュだけ助けられないかな？」


「その方が楽でいいよ。俺、武器もないし」


　それから三人で簡単に作戦を決める。


　まずビスマルクが正面玄げん関かんを爆ばく破はし、騒ぎに人が集まったところでミロクとアーニィが裏口から侵しん入にゆう。家屋のどこかにいるジュジュを探し出して、見つけたら一いち目もく散さんに逃げる。相手の強さが分からないので、戦闘はできる限り避ける方針で。


「よし、行くぜ」


　ビスマルクが懐から赤く光る球を取り出した。いつだったか見せてくれた、爆発の魔力が込められた球である。魔法を使っているということ以外、ミロクは原理も何も分からないが。


　身を潜ひそめていた塀から身を乗り出し、ビスマルクがその球の起き爆ばく装そう置ちを入れ、静かに転がす。あと数秒すれば、大爆発が生じる。その時が作戦開始の合図。


　──に、なるはずだった。


「はぁっ！」


　突然、玄関の扉が開き、中から人が出てきた。


　僧侶の服を着た大おお柄がらな男だ。手には杖つえを持っている。その男はビスマルクが放った魔導球を、爆発する前に杖で打ったではないか。


　その男の一いち撃げきは、全く迷いがなかった。


　まるで最初からビスマルクが、その位置に、時間を置いて爆発する球を、音もなく転がしたのを知っていたかのように。


「なっ──!?」


　驚く間もなかった。


　危険を察知したミロクたちは、すぐにその場から離れる。


　直後、戦闘開始の合図である大爆発が廃村に轟いた。








　ビスマルクが投げた魔導球は、爆発よりも攪かく乱らんを目的としたものだった。白い煙はいつまで経っても晴れず、廃村を白い霧きりで埋めつくす。


　その煙を突つっ切るように、ミロクはまっすぐ建物の裏口を目指した。アーニィとビスマルクがどこにいるか分からないが、きっと無事に決まっている。


「ミロク！」


　背後から小さなアーニィの声。ぴったりついてきている。


　右手は建物の壁に触れていた。このまま走れば迷うことはない。むしろ、ここまで来れば煙が隠してくれるため、入り口に辿り着くまで容易だ。


　が、そうそう上手く行くはずがなかった。


「下がれアーニィッ！」


　煙の向こうから迫ってくる殺気に、ミロクは叫ぶことしかできない。


　立ちはだかるようにモップを構えるが、全速力で突とつ進しんしてきたそれはミロクの身体をモップごと弾き飛ばした。


「くそっ！」


　体勢を崩したミロクに対し、煙の中から槍が伸びた。


　相手も煙で見えないはずなのに、その槍はミロクの心臓を狙っていた。ミロクがそれを避けられたのは、意識しての行動ではない。ただ咄とつ嗟さに心臓をかばったに過ぎない。


　相手にとっては確実に刺さる突撃だったのだろう。だがその槍を避けた次の瞬間、間かん髪はつ入れずに第二撃がきた。微み塵じんの躊躇も感じられない。


「だあっ！」


　モップで槍を弾くが、強い力によって槍を薙なぎ払はらわれた。弾き飛ばされるモップを目で追わず、ミロクはそのまま相手に突進した。


　おそらく相手はかなりの槍の名手。


　その相手が持つ槍を摑つかめたのは、万に一つの幸運だった。


「アーニィ、行け！　俺がなんとかするから！」


「うんっ！」


　背後から返事がしたと思ったら、頭に衝撃を受けた。


　アーニィがミロクの頭を踏ふみ台にして、跳躍したのである。どこへ行ったのか、煙でもう分からなくなっていた。


　その間も、ミロクは相手の槍を摑む。


「離……せっ！」


　槍使いが距離をとろうと、ミロクを蹴る。


「!?」


　鳩尾にいい蹴りが入ったが、それでもミロクは耐えた。


　と思ったら、急に槍が軽くなった。相手が手を離したのだ。


「てぇぇえええいっ！」


　甲高い声が上から降ってきた。


　頭を何かの刃物で切られ、たまらず槍から手を離す。咄嗟に避よけたため軽けい症しようで済んだが、少し流血していた。


　転がった槍を足で拾われた。


　ミロクは丸腰だ。この状態で相手に槍を持たれたら、確実にやられる。


　切り札のニンジンはあるが、それだけで勝てる相手でないことは分かる。前に戦った竜騎兵よりずっと強い。おそらくかなり上の位だ。


「おぉおおおおおおっ！」


　距離をとったら負けると思い、ミロクはまた槍使いに突進した。煙が晴れない今なら、まだ勝つか逃げるかするチャンスがあるかもしれない。


「くっ！」


　やはり相手も煙で調子が狂うらしい。ミロクにまた槍を摑まれた。


「離せと言っただろう！」


　今度は摑み返された。槍使いがミロクの服を片手で摑むと、思い切り投げ飛ばす。体勢を崩して敵に背を向けるミロクに、槍使いの一撃が容よう赦しやなく叩たたき込こまれる。


　背中から一ひと突つきで殺される寸前、ミロクは地に伏せた。頭上を槍が通り過ぎていくのを感じながら、虫のように転がって移動する。煙のおかげで、体勢を低くした方が当たりにくいらしい。


　そのままミロクは敵から離れる。あわよくば、逃げられればいいのだが。


「待て！」


　そうはいかなかった。槍使いの声は、逃げるミロクにぴったりついてくる。


　やがてミロクは煙の効果範はん囲いから外に出た。煙にむせながら、追ってくる相手を見る。ジュジュがいるであろう建物を背に、槍使いもすぐに出てきた。ここまで引き離はなせば、アーニィやビスマルク達が狙われることはないだろう。


　息を整えて、ミロクは槍使いを見る。


「……！」


　目を見み開ひらいて、もう一度槍使いを見た。


　沈みかける夕日に照らされる、白い鎧。オウガン軍の象徴である赤い紋もん様ようは、すらりとした細い体たい軀くには少し似合わない。だが色が持つ強さは目にも現れていた。誘ゆう惑わくに屈くつしない、強い意志を持った眼差し。


　兜を被かぶっているが、そこから見える強きよう烈れつな目だけは忘れていない。


　否いや、忘れるわけがない。


「は……」


　笑いがこみ上げてきた。


　ものすごい偶然を感じてしまったのだ。


「お前の槍を二度も受けて──生きてるぜ、俺」


「煙のせいだろう」


「だよな」


　苦笑と共に、相手を見る。


　向こうもかなり動揺しているのが分かる。


　オウガンと戦うことになった以上、かつての友や知り合いと戦うことになるのは覚悟していた。


　だが、いきなり出で会あうとは思ってもいなかった。


　──そうではない。その可能性を考えないようにしていたのだ。


「ミロク……どうして……！」


　自分の名を呼ぶ、敵。


　いつもの、あの声。凜りんとして鋭するどいアイツの声。


　涙なみだが出そうになるのを、必死でこらえる。


「シェンラン──」


　幼い頃から家族同然に育ってきた、大切な人の名。


　名を呼んだ時、懐かしい気持ちがこみ上げてくる。





　それを、ミロクは喉の奥に呑み込んだ。


　シェンランも、ぎゅっと唇を嚙んだ。





　彼らが呼んだのは、十年以上連れ添そった家族の名ではない。


　ジュジュに関わる──敵の名だ。




４　獣の月五日　懐かしむ間もなく




　村の外に生えている太い木に身を潜めながら、フェリサはじっと様子を窺うかがっている。敵は複数いるが、あの珍ちん妙みような遠えん距きよ離り武器を使う射手は一人だけ。


　あれから二度、攻撃があった。


　一つはクロトポリカの真後ろの地面を抉り、また爆発を生じさせた。それで相手がクロトポリカを狙っていることが分かると、トーラットが命じて巨きよ体たいを岩の陰かげに下がらせた。村からかなり離れることになったが、おかげで敵の第二射はあさっての方向へ飛んでいった。


　その第二射がフェリサの脇わきを通り過ぎると、強烈な耳鳴りがした。飛来した際の衝しよう撃げき波はが人体にも影響を与えているのだった。


「あげな弓、どーやって使うんだ……!?」


　外した敵の第二射は地面に大爆発を生じさせたが、その時、巨大な矢の破片が転がっていくのが見えた。なにか爆発物をくくりつけた、とんでもなく大きな矢だ。


　ということはアレを撃うつ弓が必要なのだが……フェリサの見み立たてでは、人間が引ける代しろ物ものではない。巨大弓バリスタなどの大おお掛がかりな装置が必要になるのだが、こんな村にあるとは思えない。


　携けい帯たい用巨大弓とでも言おうか。それに近い武器を持っているとしか考えられない。


「ちっ！」


　考えている間に、第三射が飛んできた。


　頭が揺れる。衝撃波が脳を揺ゆらしている。


　次の瞬間、フェリサが身を潜めていた大木の背後で爆発が起きた。


「あああっ！」


　爆ばく風ふうで吹き飛ばされるフェリサ。大木にしがみつこうとしたが、着ちやく弾だんはそれより早かった。どうやらあの弓矢は、障害物も気にせず破壊できそうだ。だとすると身を潜める意味がない。


　──射手はどこだ。


　目測できた第二射と第三射から、狙そ撃げき地点を割り出す。


　日が完全に落ちる前に探さなければならない。


　高い地点を探す。確か二階建ての建物は一つしかなかったはず。さもなくば高い風車か、巨きよ木ぼくか。


「あれか……」


　ミロク達が突とつ入にゆうした建物からは煙が上がっていた。その煙から視線を上げると、建物の屋上がキラリと光った。何かが動いている。


「…………」


　躊躇ためらわず、フェリサは番えて撃った。


　数すう瞬しゆんの間を置いて、反応があった。建物の屋上にいる何者かが慌てている。フェリサの見立てでは身体のどこかに命中したはずなのだが、相手が死んだ様子はない。毒を塗ぬっておけばよかったと後こう悔かいする。


　が、居場所は分かった。続けて矢を番えて、撃つ。


　放った矢は、敵の射手めがけて一直線に──飛ばなかった。


「ウソだべ……！」


　敵が撃ってきた。奇妙な音を立てて空気を巻き込みながら進んでいく巨大矢は、フェリサの矢を紙飛行機のように吹き飛ばし、まっすぐにこちらに向かってきているではないか。


　フェリサは歯は嚙がみする。敵も待っていたのだ、こちらの動きを。居場所を特定し、その一帯を吹き飛ばすために。


　後悔は一瞬だった。避ける間もなく矢は飛来する。


「っ!!」


　己の不覚を恥はじながら、目を閉じるフェリサ。


　硬い音が、フェリサの死を遠ざけた。


「!?」


　目を開けると、巨大な腕が弾き飛ばされていた。クロトポリカの腕だ。矢を直接くらったというのに、クロトポリカは体勢を崩して倒れただけだった。


「フェリサ、下がりなさい！」


　クロトポリカの陰からトーラットの声。ようやく立てるようになったか。


　そして、その声が聞こえた時には、もうフェリサは上体を反らしている。一瞬前までフェリサの頭があった箇所を、鋭い拳が唸うなりをあげて通り過ぎた。


　射手に気を取られている間に、別の敵が接近していたことに気づかなかったなんて。


「あ、はずれた」


　殴った本人は無感動にそう呟く。


　避けたはいいが、その場に座るだけのフェリサ。アーニィやミロクのように超人的な運動能力は持っていないのだ。


　そんな彼女が見上げるのは、少年。


　赤い胴衣を着ている。オウガンの制服だ。


「……めんどくさいなぁ。もう一発」


　むき出しの肩をぐるぐる回しながら呟く少年。まるで白磁器のように白い肌はだと、ヘタをするとジュジュより美しいかもしれない顔。声変わりもしていないその少年は、みすぼらしい格好をしていた。


「なんだよ～……テンゲンジャ、援えん護ごいらないとか言っといてさ……誰も殺せてないじゃん……はぁ」


　心から面めん倒どうくさそうに溜息をつく少年。


「ジュジュさ攫ったんは、やっぱオウガンか」


「そだよ」


　フェリサが質問すると、簡潔に答えてくれた。


「危ない、フェリサ！」


　その時、まるで人間のような機き敏びんさで立ち上がり、クロトポリカが突進してきた。トーラットが両手を素早く動かし、操り人形のような手つきで魔導球を動かす。


　身の危険を感じたのであろう、少年が回避のためにとった行動は──なんと、ただ手を突き出すだけだった。


　その体勢のまま、少年が一歩、二歩。


　クロトポリカが少年に拳を突き出した。固く握った拳は子供の背丈くらいの直径がある。全力で殴れば、地面に穴を開けることも簡単だ。


　それを、少年は止めた。


　ジルサニアが誇る武装ゴーレム、その中でもトーラットが特別に開発したクロトポリカの拳を、オウガンの少年は片手で受け止めた。衝撃が少年の全身を伝うが、一歩も動かず、最初にとった姿勢のまま静止したのである。


「なっ……なんですって!?」


　クロトポリカの性能を知っているトーラットが一番驚いている。もちろんこんな光景、フェリサも初めて見た。ゴーレムを受け止められる人間など、すでに人間ではない。


　大たい抵ていの兵士ならば、ここで驚いて思考停止してしまうだろう。だがフェリサもトーラットもすぐに考えを切り替かえた。


　この敵は、そういう敵だ。


「っ！」


　少年の目線を読む。


　フェリサの背後、ずっと後ろの──狙撃手。


　本当はかなり気になる。あの弓矢の性能。同じ弓兵として戦いたい。


　だが今は任務が大事。


　素早く矢を番え、フェリサは叫んだ。


「トーラット！」


「はいっ！」


　フェリサはゴーレムの拳を支えている少年に向かって、素早く矢を射い掛かける。まず足の腱けんに一本、体勢を崩した僅かな時間で素早く番えて、もう一本の足の腱を狙う。


　同時にクロトポリカの首が動いた。同時に、飛来した巨大な矢。クロトポリカの目が輝くと、青白い光が矢に向かって放たれた。音もなく、風圧もないその光の矢は、飛んできた巨大な矢を打ち抜ぬき、狙撃手のいた建物を掠かすめる。


「こちらの弓兵は任されました。フェリサはこの子の相手をお願いします」


　上方を見ながら冷静に告げるトーラットに、フェリサは無言で頷く。


「たたた……」


　両足の腱を射抜いたはずなのに、少年は転がって痛がるだけだ。矢も少ししか刺さっていない。


　どうやら本当にただの人間ではないようだ。


　珍しいことではない。フェリサが生まれ育った藍山同盟では、人間以外の種族も仲良く暮らしていた。


「ジュジュに群がんのは、面倒くせぇヤツらばっかだ」


　フェリサは少しだけ笑って、懐の毒瓶に手を伸ばす。


　人間用の毒が効くか分からないが、持っているのはこれだけだ。
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　外が騒さわがしくなったが、ジュジュは動じなかった。


　たまに地じ響ひびきがするのは、誰かが戦闘しているからだろう。ビスマルクの魔導球あたりだろうか。


「ここだと逃げにくいな……おい、移動するぞ」


　ベッドから立ち上がると、ジュジュは扉を開けて外に出ようとする。


　が、扉の側に座っていたベンヤミンは膝を抱えたまま動こうとしなかった。


「お前、私を見張ってるんじゃないのか？」


「……どこへ行くの？」


　か細い声の質問。ジュジュと話がかみ合っていない。


「とりあえず下に行く。ここだと逃げにくいし」


「逃げればいいじゃないか……僕は何もしないよ」


「そーいうワケにも行かねーよ」


　ベンヤミンを強引に引き起こして、その首に腕を回す。


「肩貸せベン。まだフラついて歩けねーんだ」


「そんな体調で、どうして……」


　幸い、建物の中には誰もいなかったので、咎められることはなかった。内装を見る限り、この建物は宿屋のようだ。こんな廃村にも宿屋があるのかと思ったが、街道沿いの村なので旅人が泊とまったりしていたのだろう。


　宿屋のベッドは暖かく、ジュジュの熱もかなり引いたが、それでも元気とは言いがたい。足に力は入らないし、頰は熱いままだ。ただ食欲だけはある。今すぐにでも何か精のつくものが食べたい。


　ベンヤミンに肩を借りて一階まで降りるのにも、かなりの時間を要した。それでもジュジュはどうしても一階に行きたかった。


「うん、この部屋がいい」


　適当に選んだ部屋は、おそらく宿屋の主の寝しん室しつだった。先ほどまでジュジュがいた二階の部屋より簡素だが、戸と棚だなが先ほどの部屋より多く、不必要な書類などが散乱していた。おそらく村を出た後に盗賊が入ったのだろう。


「あー……どっこい、しょ、と」


　オッサンみたいな声と共に、床に座るジュジュ。ベッドに背中を預けて、大きく息を吐いた。あまり大きな運動はできない。


「……どうして、この部屋に？」


　ベンヤミンはしっかりと立っていた。ジュジュを運んだことで、頭が回るようになったのだろう。ただ表情は暗いままだ。


「赤目隊が来てくれたからな。逃げる支度をしなきゃ」


「逃げるのなら、外に出ればいいじゃないか。もう僕は……君を捕まえたりしない」


「ダメだ。私が今出れば、きっとみんな混乱する。戦ってるヤツの邪魔になる。私はここにいるってみんな分かってるんだから、おとなしく待った方がいいんだ」


「一階に降りたのは……？」


「二階よりは、一階の方が早いだろ。そこからすぐに出られるし」


　とジュジュは言う。


　噓だが、ベンヤミンに全部話す義理はない。


「どうして、そこまで信じられるんだい？」


「誰を？」


「赤目隊の人達を。君もわかるだろう？　シェンラン達はかなり強い。オウガンの中でも生はえ抜ぬきの部隊だ。赤目隊も強いけど、確実に勝てるわけじゃ……」


「確実に勝つよ」


　何の迷いもなくジュジュは答える。


「赤目隊は私が選んだ最強の部隊だ。どんなことがあっても、負けない」


「君がそう思うのは勝手だよ。だけど、シェンラン達だって本気だ」


　ジュジュもわかる。シェンランだけでなく、その部隊の人間も只者ではない。クロトポリカが倒れる音も聞こえた。それだけ強力な攻撃方法を持っているのだ。


「それに……知ってるだろう？　ミロクはシェンランの兄なんだよ？」


　ジュジュの眉がわずかに動く。


「知ってるよ。それがどうしたよ」


　なんでもない振ふりをした。


　目を伏せるジュジュに、ベンヤミンははっきりと言った。


「ミロクがシェンランの仲間──スパイかもしれない」


「……！」


　シェンランも言った。ミロクがジルサニアの情報を流していると。


　ただ、それはジュジュも聞いたことがある。故郷の家族と手紙のやり取りをしていると。しかしそれは世間話程度の内容ではないのか。やましいことがあるならば、公言しないはずではないか。


「そもそも、オウガンの皇子をジルサニアの、しかも姫君のそばに置いておくってすごいことだよ？　スパイの可能性とか考えなかったの？」


「るせぇな……！」


　ジュジュだけではない、国王もアーセージもミロクにスパイなどできないと判断している。だがジュジュがミロクを雇やとったのは、それだけではない。


「ミロクはそんな真似しねーよ。今だって、私を助けに来てくれてるんだ。裏切るんだったら、もっと前からやってるだろ」


「なんで……そこまで信じきれるんだよ？　オウガンの皇子だよ？　シェンランだって言ってたろう、ミロクは──」


「信じきれるわけねぇだろっ！」


　怒鳴ってから、感じた。


　もう頭の制せい御ぎよが利かない。


「どんなにがんばっても、完全にミロクの事を信用するほどバカじゃねーよ！　いつ裏切られるか、私にもわかんねぇよ！　毎日、不安で不安で仕方ねぇよ！」


　唇をかみ締しめ、泣くのをこらえる。


　泣き声を吐と息いきに隠して、ジュジュは叫び続ける。


「確かにミロクはオウガンの皇子だよ！　いつかオウガンに帰る日も来るよ！　けどな、あいつが私を裏切って、卑怯な真似するなんて絶対にあるはずないんだ！　出て行くなら、きっちり面と向かって言うヤツなんだよ！」


　そう、自分に言い聞かせてきた。


　ミロクはバカだから、裏切るはずがないと。


　だけど本当は少し違う。


　裏切るはずがない相手だからこそ、裏切られた時のダメージも大きい。


　だから──ミロクは裏切らないと、信じこむしかない。


　ミロクだけではない。それぞれ明るいとは言いがたい過去を持った赤目隊の連中。アーニィ、トーラット、フェリサ、そしてビスマルク。彼らだってジュジュのために働いてくれるが、離れていく可能性もある。


「不安だよ……本当は出て行って欲しくなんかねぇよ……！」


　たまたま今、ミロクが一番ジュジュから遠いだけだ。


　遠いだけで、絆きずなは繫がっていると信じたかった。


「それでも……あいつ、言ったんだよ……私の事を守る、って……！」


　ジュジュがミロクと交わした、たった一つの約束だ。


　誓ちかいの契けい約やくを交わした左手を、右手でぎゅっと包み込む。
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　戦いだろうが仕事だろうが、焦あせって良い結果が出る事はない。


　しかし敵が運ぶ前にジュジュを助け出さなくてはならない、という状況では誰だって焦る。優れた使い手でも、仕事に対する緊張が生じるものだ。


　この敵は、その焦りをより増ぞう幅ふくする男だとアーニィは思った。


「ホッホッホ。なかなか速い突きを持っとるな」


　宿屋の客室で向かい合っている老人。かなり齢よわいを重ねており、背もアーニィの半分くらいと言っても差さし支つかえないほど小さい。


「じゃが、それだけ舞うように戦えても、胸がちぃとも揺ゆれないのはいただけんのぅ」


「やっかましぃ！」


　声より速く飛び出したアーニィの前蹴りは、老人が軽く身体をひねっただけでかわされてしまう。


　蹴った後、流れるように踏ふみ込こみ、顔面めがけて右と左の拳を放つが、それも避けられる。老人が牽けん制せいのために繰くり出した拳を払はらいのけ、もう一歩踏み込んで避けられない間合いまで入ろうとするのだが、その寸前に老人がアーニィの腕を蹴り、反動で下がる。


「くっそ……！」


　のらりくらりと逃げ続ける老人に、アーニィのストレスは最高潮になっている。向かってきてくれるなら、まだ戦いようがあるのだが、こう逃にげ回られ、バカにされては苛立つのも無理はない。


「なんで……っ!?　あたしはジュジュを助けに行かなきゃいけないのに！」


「それがお主の仕事ってのはワシも知ってる。じゃがワシも仕事でのぅ。お姫様を運ばないと、ウチの隊長が怒られるんじゃ」


「それも、分かってるよっ！」


　アーニィの突きを、老人は側にあった椅子に回りこんで避ける。拳が椅子にめり込こむと、アーニィは椅子ごと持ち上げて、老人に叩たたきつける。両りよう腕うでを組んでそれをガードすると、今度は老人が身を屈かがめ、低い体勢から蹴けりを繰り出した。


「っと！」


　小さく跳躍して回避。アーニィが着地した瞬間、老人が裏拳を放つ。


　が、アーニィも空中で回転しながら裏拳を同時に出した。老人と背中合わせになり、次の一手を探る。


　狭い部屋を見回し、アーニィは短い時間で考える。


　──ここなら、泳げるだろうか。


「ホッホ！」


　老人が一歩前に出た──かと思うと、前のめりに倒れるような姿勢で後ろ蹴りを出してきた。


　が、それと同時にアーニィは、老人の蹴りを押すように足を出した。


「む？」


　老人も変化に気づいたのだろう。アーニィの動きが、妙みようだ。


「どしたの？　もうちょっとペース上げるよ？」


「ほう……！」


　老人が右足を前に出すのと同時に、アーニィも右足を出す。老人が下がると、今度はアーニィが前に出て老人を突く。


　全ての動作のタイミングが揃ってきている。


　そして、気のせいか呼吸までもが合ってきた。


「ふむ……」


　老人の目つきが変わった。


「お主、名前と師匠は？」


「アーニィ・クライトン。師匠はホラキアのマグダレーナ・クライトン」


「オォ！　あのマグダレーナか！」


「知ってるの？　あたしのお母かあさんなんだけど」


「知ってるさー。あの娘むすめさん、メッチャ強かったわい」


　話しながら、二人は蹴りを足で捌さばき合っている。老人の方が圧倒的にリーチが短いはずなのに、小さな円を無数に描くようなアーニィの足を全ていなしていた。


「というより、マグダレーナ・クライトンっつったら、ワシじゃなくても知ってるだろ。ちょっとした武術の使い手なら、誰だって」


「……だよね」


「確か、ホラキアで名誉勲章をもらったんじゃったか。王族に匹ひつ敵てきする位と一緒に。まぁ下手へたな王族や貴族よりも有名じゃからなー、あの武術家は」


　力を込めたアーニィの蹴りが、老人の身体を吹き飛ばす。扉を突つき破って外に転がっても、老人はダメージを受けていないようだ。すぐに起き上がって首を鳴らす。


　アーニィも廊下に出た。二階から侵入したはいいが、どの部屋にジュジュがいるのかよく分からない。片っ端ぱしから探したいが、この老人が邪じや魔まだ。


「マグダレーナ、今はなにをしてるんじゃ？」


「えーと……食堂の女将おかみさん……」


「ホッホッホ！　それは良いことを聞いた！」


「で、そんなあたしのお母さんと戦ったことがあるアンタは何者？」


「ナ・イ・ショ」


　わざとらしくウインクをする老人。


　これで怒らずにいられるほど、アーニィは修行を積んではいなかった。


「このジジイ……！」


　怒り心頭に発しながらも、アーニィの心臓は落ち着いている。


　まるで鼓こ動どうまであの老人に合わせているかのようだった。





　　　　　　　＊





　シェンランが怒り狂っている理由を、ミロクはよく知っている。


　申し訳ないとも思う。


　ミロクに対する気持ちを裏切ったという自覚もある。


　が──命を狙われている時に、そのあたりを弁解する余裕はない。


「うおおぉあああぁぁぁぁぁっ！」


　矢よりも速く突いてくるシェンランの槍を、ミロクは後ろに下がって避けることしかできない。間合いに入ったら最後、どこにどう避けようともシェンランの槍はミロクの身体を貫くだろう。


「シェンラン！　やめろ！」


「誰がやめるか！　お前が……お前が、こんなヤツになっていたなんて！」


　槍は届かなくとも、言葉はミロクの胸に刺さる。


「くっ……！」


　胸のスロットからニンジンを抜ぬき出し、アミュレットを巻きつける。わずかに光を帯びたニンジンは、短たん剣けんよりは硬い。気休めにはなるが、命を預けられるほどシェンランの槍を見くびっていない。


「なんで騎士なんだ！　なんでジルサニアなんだ!?」


「それはっ……！」


　突き出された槍の切っ先を、下からニンジンで弾く。


　高く舞まいあがる槍を、目で追った。


「はぁああああああっ！」


　風と衝撃が下からミロクを襲う。シェンランは槍を縦に回転させ、石突でミロクの顎あごを打ったのだ。


「ぐがっ！」


　脳のう髄ずいをかき乱されるようだ。腰が保てず、その場に座り込むように倒れるミロク。


　眼前へ鋭い槍が突き出された。


「……なんでだよ」


　シェンランの声が震えている。


「ジルサニアに亡命したのは、私たち家族を救ってくれるからじゃなかったのか!?　ジンレイだって言っていた！　ミロクだけでも生きていてくれれば、いつか必ずオウガンを救ってくれるって！　だから私は、お前とコ・ニィエンだけでも逃がそうとしたんだぞ！」


　悲痛な叫びが、一言ずつミロクの生気を奪う。


　しかしミロクとて、ここでシェンランに会うとは夢にも思っていなかった。言いたいことだってある。


「どうして、ジルサニアの騎士なんかに──」


「ジルサニアの騎士だからって、バカにするな！」


　ニンジンを振って槍を弾き飛ばす。シェンランが驚いている間に立ち上がり、素早く懐に入る。


　シェンランの胸倉を摑むと、ミロクも怒鳴り返す。


「なんだよシェンラン！　お前、オウガン軍で誘拐の真似事なんてして、どーしちまったんだよ！　俺が知ってるシェンランは、もっと真面目で潔けつ癖ぺきで、こんな汚い仕事するようなヤツじゃなかった！」


「誰のせいだと思ってるんだ!?」


　シェンランが左手でミロクの胸倉を握り返す。


　が、唐突に目を伏せ、


「……違うな。お前のせいじゃない。これは私が決めたことだ」


「シェンラン……お前」


　その物言いがひっかかるミロク。


「誰かに脅されてやってるのか？」


「違う。言っただろ。私が決めたんだ。汚い仕事でも、きちんとこなせばいつかは認められる。そうすれば軍でも高い地位に上り詰つめられる」


「なんで……？　どうして、そこまでして」


「そこまで忘れたのか、ミロク……!?」


　ミロクを突き飛ばし、また槍を構えるシェンラン。


「おかしくなったゴウトと、おかしくさせた奴らを排はい除じよして、オウガンを救おうって誓ったじゃないか！　だから私は軍で活かつ躍やくする必要があった！　私は不器用だから、槍でしかのし上がれないから！」


　今、ミロクに向けられた槍の重みは、よく知っているつもりだ。


　純粋な強さもある。化け物揃そろいのオウガン帝国で行われた剣術大会で、ミロクは傷だらけになりながら三位をもぎ取った。その時、シェンランは槍の大会で優勝した。剣を重んじる国とはいえ、槍も立派な武器だ。その大会のレベルは剣に劣おとらない。


　幼い頃から槍の修行をしてきたシェンランの、その武術に対する愛情も知っている。師匠や兄から教わった武器の本当の使い方も心得ていた。


　だからこそ、誘拐などという汚い仕事をするシェンランが信じられなかった。


「なんでそんな事も忘れてしまったんだ……？」


「忘れてない！　だけど俺はジルサニアでやることができたんだ！」


「だから、どうしてジルサニアなんだ!?」


「シェンランも分かってるだろ？　今、オウガンがやりたい放題やってるおかげで、ホラキアもジルサニアも混乱している。ここで放っておけば、どっちの国もオウガンに滅ぼされるぞ！」


「だから、そうならないように、私がいつか！」


「俺だってそうだ！　オウガンの好きにさせないように、外から救うんだ！」


「……！」


　槍を地面に刺したシェンラン。


　顔を手で覆い、大きく息を吐く。


「どうして……」


　ミロクもその間、じっと黙っていた。沈みかける太陽がシェンランの鎧を照らし出しており、少しの間、その姿に見み惚ほれていた。


「帰ってきてくれないんだ……」


　戦闘再開は何の前まえ触ぶれもなかった。


　シェンランが槍を蹴り上げ、落下する前にもう一度蹴り飛ばし、ミロクにぶつける。ミロクの腕で跳はね返った槍を握ると、またシェンランは石突でミロクの胴を突く。


　今度はミロクも防いだ。ニンジンで石突を払い、素早く距離を離す。


　が、そこはシェンランの間合いだった。


「きぇえええっ！」


　甲高い気合と共に、槍が突き出された。


　ミロクはそれを避ける。が、避けた場所にまた槍が出現する。その速さは、まるで数本の槍を同時に扱っているかのようだ。


「くっ！」


　一つ避け、二つ避けた。


　が、三合目は避けられなかった。ミロクの腹を狙った槍は、風を切って伸びてくる。


　死を覚悟したが、それは訪れなかった。


「……!?」


　シェンランが刺させなかったのだ。


　この期ごに及およんで、迷っているのだ。


「シェンラン……」


　それはミロクとて同じだ。


　大切な家族を殺せるわけがないではないか。


「ミロクッッ！」


　迷いを振ふり払はらうように、シェンランが大声を上げて槍を突き出してくる。間合いから逃れ、ミロクはニンジンで槍を払いながら後退する。


　シェンランの槍は、最初の精せい彩さいを欠いていた。ミロクとの少しの会話でも情が移ったのだろう。それはミロクとて同じ。幼い頃から一緒に育ってきたシェンランに向ける刃はない。


　一歩、また一歩と下がり、槍を避ける。


「うあああああああああぁぁぁあっ！」


　絶叫するたびにシェンランの槍は速くなり、同時に狙いが悪くなる。鉄の杭のように硬く鋭い槍が、目をつぶった幼児が扱うかのように逸それていく。


　それでもミロクは反はん撃げきできなかった。


　また一歩足を下げ、そして止まった。


「あっ……!?」


　背中が硬いものに触れた。


　宿屋の壁だった。アーニィたちをシェンランから遠ざけるためにわざわざ離れたのに、また戻ってきてしまった。


　眼前にはシェンラン。どこに動こうとも、完全に槍の間合いだ。ミロクが避ける前に確実に殺される。


「ミロク……ッ！」


　槍を持ち直し、呼吸を整えている。


　ミロクは打開策を考える。


　が、拙つたない思考回路が迷宮を抜ぬけ出す前に、シェンランの槍が貫いた。


「うっ!!」


　目を閉じ、歯を食いしばった。


　が、痛みはいつまで経ってもやってこない。


　うっすらと目を開けると──シェンランがいた。


　目に涙をため、それでも泣き顔を見せまいと強がっている、子供の時と同じシェンランの顔だ。いつもいつもミロクと剣で勝負し、負けた時のあの悔しそうな顔。


　失ってしまったと思っていた。


　ミロクのせいで二度と見られないのではないかと、心配していたのだ。





　だから素直に「よかった」と呟いた。





　心の底から漏もれ出いでた優しい声に、シェンランが耐え切れなくなった。


「……兄ちゃん」


　壁を貫いた槍から手を離し、シェンランが両手をミロクの肩に置く。


　見せまいとしていた涙が、ミロクの靴に落ちた。





「お願いだよぅ……帰ってきてよ」





　肩に置かれた手はとても細く、あの槍を振り回していたとは思えないほど華きや奢しやだった。シェンランは鼻を啜すすり、ゆっくりと崩くずれ落ちる。


「一人じゃ、何もできないよ……ジルサニアなんかに行かないでよ……」


　ミロクもシェンランの側に屈かがみ、その兜を取った。


　長い髪を結んでいた紐は戦闘中にどこかへ飛んでいってしまったようだ。黒こく檀たんのように艶あでやかな髪が広がり、シェンランの肩にかかる。


　見上げたシェンランの涙に濡れた顔は、それでも美しかった。


「綺麗になったな、シェンラン」


「……なんだよ、今になって……」


　髪を振ふり乱して泣くシェンラン。


「同じ妹でも、コニーとはずいぶん違うよな」


「うるさい……どうせ私はあいつと違って可愛くなんか」


「綺麗だって言ってるだろ」


「うるさい……」


　同じ言葉を何度も繰り返しながら、それでもシェンランはミロクを涙目で睨み続ける。


　ミロクは褒める事以外で、彼女の要望に応えることはできなかった。


「ごめんな、シェンラン。俺、まだオウガンには帰れない」


「……どうして!?」


「約束したんだ。何があってもジュジュを守るって」


　ミロクが出した結論は、彼自身にも力を与えてくれた。


　シェンランの悲しそうな目も、まっすぐに受け止められる。








　鈍い音と共に、壁から突つき出た槍。


　切っ先は壁を背にして立っていたジュジュの頰をかすめ、そのまま静止した。


「ジュジュ！　や、槍が！」


　慌てて下がるベンヤミンだが、ジュジュは動じない。まるでそこに槍などないかのように振ふる舞まっている。


　涙を流し、ベンヤミンをまっすぐに見つめる。


「だ、大丈夫!?」


「──私は、こんなもんじゃ死なないさ」


「なぜ言い切れるの!?」


「お前も今、聞いたろ？　……言ったんだ。ミロクが私を守ってくれるって」


　それは単なる願望ではない。


　ミロクがジュジュと約束した、たった一つの真実だった。


「不安だよ、そりゃ」


　ジュジュは槍を横目で見て、何かを納得したように頷く。


「あいつは皇子だし、シェンランとは連絡取り合ってるし──けどさ、それは立場の問題じゃねーか。ミロクがオウガンの皇子だろうが、犯罪者だろうが、重度のバカだとか、そんなことは私にとって関係ないんだ」


　ジュジュの左手に光が集まる。





「国とか関係ないさ。あいつは私の騎士だ。それで充分なんだ」





　眩いばかりの光にベンヤミンが目を閉じる。


　オウガンが欲しがるゴーレム技術の詰まったジュジュの左手。今、その力の一片が解放されようとしている。


「……ずっと、それが聞きたかったんだよ、バカ野郎」


　光が収束し、一つの固形物の形を取った。


　剣と呼ぶにはいささか不恰好な代物だった。


　しかし柄つかがあり刀身がある以上、それは剣なのだろう。ジュジュはその剣を握ると、背後の壁に囁いた。


「何があっても守られてやるぜ、ミロク」








「……どうしても、ジルサニアの騎士になるんだな」


　壁に刺さった槍を抜き、握にぎり締しめるシェンラン。


「ああ。それは揺ゆるがない」


「なぜだ!?」


「言っただろ。俺はジュジュを守る」


「この……！」


　槍を構えようとするシェンランだが、


「けど、それがシェンランとの約束を守る、最善の方法だと思うんだ」


「……？」


「苦労をかけたのは謝る。今まで、本当にすまなかった。シェンランもオウガンで辛い毎日送ってるんだよな。そうとも知らず、俺も無神経だったかもしれない」


　頭を下げるミロク。


「けど、俺、シェンランがいたから安心できた」


「なんだ、それは」


「ジルサニアこつちさ、危なっかしいんだよ。無茶苦茶な要求しては振り回してくる姫様もそうだけど、放っといたら丸焼きにされかかる隊長とかさ、心配性の同僚とか、口うるさい同僚とか、おとなしいけど怖い同僚とかさ。ちょっと目を離しただけで、とんでもない事件持ってきたりさ」


　しみじみと仲間を想うミロク。


　そんな危険な仲間でも、大切な同僚だ。


　ジュジュを守るという一つの意思によって統一された、同じ志の人間。


「放っておけない仲間だし、放っておいてくれない仲間なんだ」


　そう聞いて、シェンランも頷く。


　彼女の表情を見る限り、一人ひとりぼっちで寂しいというわけではなさそうだ。彼女だって今の部隊の仲間とうまくやっているだろう。彼女の性格は誤解されやすいが、理解されればとても付き合いやすいのだ。


「……兄ちゃんは、身勝手すぎる」


「うん。本当にすまないと思う」


　全部ミロクのエゴだということは分かっているのだ。


「けど、バカなりに考えて出した結論だ。シェンランにあって、ジュジュに足りないものを、俺が補える気がするんだ」


「それは……？」


「守るための、剣」


　部隊を率いて武力を行使できるシェンランに対し、ジュジュは安全な場所で語りかけることしかできない。笑顔だけでは平和は訪れないことを、ミロクもシェンランも知っている。


「シェンランには天尾隊の仲間がいる。お前の魅力と頭なら、軍を少しずつ自分のものにできるはずだ」


「それは……褒めてるの？」


「もちろん」


　屈くつ託たくのない笑顔で頷くミロク。


　シェンランに頼たよりっきりな自分を、それほど恥ずかしいとは思わない。その分、ミロクは彼女の願いを叶えるつもりでいたから。


「それに、俺たちだけじゃないんだ。ゴウトやその裏にいる連中がコソコソと手下を増やしてるみたいだけど、それは俺たちにもできることだ」


　今はふたりだが、これから増やすことだってできる。


　ジルサニアにはジュジュがいる。


　ホラキアにはベンヤミンがいるし、ベト、エルガンディア、ツッキーニ、藍山の四国にだってオウガンを快く思わない者はいる。


「中だけじゃなく、外からもオウガンを……？」


「ああ。だから、もうちょっとだけオウガンを任せてもいいか？」


「その間、兄ちゃんはどうする？」


「俺はジルサニアを守る。ゴウトが取り返しのつかない真似をする前に、止める。ジュジュと一緒にジルサニアの騎士として、必要なら真っ向からオウガンと戦う。俺がゴウトの剣を盾で防ぐから、シェンランはあいつの腕を押さえてて欲しいんだ」


「…………」


　ミロクの拙い例えでも理解してくれたようだ。


　が、シェンランは目を伏せ、唇を嚙む。認めたくないのだ。


「……兄ちゃん」


　迷った末に、シェンランが尋ねる。


「ハッキリ言って欲しいんだ。なんのかんのと理由を付けているが、結局は兄ちゃんがジェルメーヌ姫を守りたいんだろう？」


「う……」


　真剣にこちらを見つめるシェンランに対し、ミロクも応える。


「……ああ。守りたい」


「それは恋れん愛あい感情なの？」





「──もっと大切な気持ちだ」





「そっか」


　槍を地面に刺し、溜息をつくシェンラン。


　了承と受け取ってもいいのだろうか、と期待したのだが、


「でも、駄だ目めだ。私は兄ちゃんがジルサニア騎士であることを認められない」


「どうして！」


「認めたら、ジェルメーヌ姫を返さなきゃならなくなる」


「返してくれよ。でないと大変なことになるぞ」


「……分かってるさ、非がオウガンにあることくらい。でも今の私はオウガン軍特殊部隊『天尾』の隊長なんだ。任務に失敗すれば、出世が遠のいてしまう。私だけじゃない、部下の進退にも関わる」


　槍を引き抜ぬき、シェンランが下がる。


　確実にミロクを殺せる間合いから、さらに後ろ──ミロクがどう動いても、若干の猶ゆう予よができる位置まで。


　試合開始の距離と言い換かえてもいい。


　石突をこちらに向け、シェンランは深く腰を落とした。


「やらなければ、ゴウトの腕にも近づけない」


「……そうだな」


　どちらの主張も間ま違ちがってはいない。


　シェンランからしてみれば、ミロク達はオウガンに不幸をもたらす敵なのだ。行動の善悪は別にして、自分の最終的な目標の障害になる。


「許してくれ。姫も兄ちゃんも殺しはしないから」


「なぁ、シェンラン」


「……なに、兄ちゃん」


「コニーは元気だ。ササヤさんもすごく優しい。そっちはどうだ？」


「私の母さんも、ス・ミィア様もモ・レイホウ様も息災だ。安心しろ」


「そっか。お袋さんも元気か。よかった」


「ああ」


　微笑み、頷き合う二人。


「じゃ、やるか」


「うん」


　ミロクが手を伸ばす。


　背中から声がした。


「終わったか、バカミロク？」


「ああ、色んな意味で待たせたな」


「許せる遅ち刻こくと、許せねぇ遅刻があるぜ」


「全部許してもらうには、どうしたらいい？」


「とりあえず、そいつの目ぇ覚ましてやんな！」


　直後、背中が衝撃で揺れた。


　乱暴な轟ごう音おんと共に壁が破られ、そこから一ひと振ふりの剣が出てきた。いや、出てきたという言い方は間違っている。なにしろ、壁が奇妙な傷きず跡あとを残して砕けているのだ。まるで剣が壁を食い破ったかのように。


「サンキュー、ジュジュ！」


　柄を握り、正面に構える。


　前回使った「鈴すずの剣」より短い刀身だ。


　しかも奇妙に折れ曲がっている。その上、刃のいくつかが枝のように分かれており、そこに牙のような棘とげがいくつもついている。これでは人間を斬ることも刺さすこともできなさそうだ。


　それでもミロクはこの「牙の剣」の使い方が分かった。


「いくぜ、シェンラン」


　軽く振ると、ガチンと牙が鳴る。


「ジルサニア騎士団赤目隊。咬兎サベツジラビツトミロク・シーレン。全力でお相手する」


「オウガン軍特殊部隊天尾。隊長リ・シェラ・オウガン、仕つかまつります」


　──殺す気で行く。そのくらいの心構えで、ちょうどいい。


　一瞬後に散ったのは、火花と鮮せん血けつ。


　兎うさぎの牙と竜の尾おが激突する。


　常人の目では追いつけない速度で、剣と槍が食らいつく。


　──事件はその時、別の場所からやってきた。





　　　　　　　＊





　軍師とはいついかなる時でも、戦せん況きようの二手三手先を読むものだ。


　が、どんな軍師とて、いついかなる時も読みが当たるとは限らない。


「えーと、それでだ」


　宿屋の南側。ちょうどミロクとシェンランが戦っている反対側にある畑に立っているのは、僧衣を着たオウガンの兵士。がっしりとした体格はまるで木こりのようだが、手にしているのは錫しやく杖じよう。


　その男が指さすのは、眼前のビスマルクが持っている魔導球。ビスマルクの手にはすっぽり収まるサイズだが、人間が見れば大きめの石ころサイズだ。


「お前さん、煙に紛まぎれてその球をこの辺に蒔まいたんだよな」
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「……おう」


「それって、どんくらいの爆発が起きる？」


「そーだなー、あそこの小屋くらいだったら軽く吹き飛ぶぜ」


　火のついた葉巻で指し示したのは、農具を入れる小屋だ。


「そっか」


　僧衣の男はうなずいて周囲を見回す。


「ウサギさんよ。なんでここに蒔まこうと思った？」


「そりゃオメー、こうして裏から回って侵入者を撃退しようとするヤツがいるからだろ」


「だよなー」


　男は腕を組み、ビスマルクの言葉に逐ちく一いち同意していた。


「いやさ、実は俺もウサギさんと同じようなものが視みえてたんだよ。あの煙が上がってる間に、誰かひとりくらいこっちに進入してくる光景がさ。だから対策を打った」


「その、地じ雷らいとかいうヤツか？」


「そうだ。踏めば爆発する、地面に埋めるタイプの爆ばく弾だんだ」


「ああ、聞いたことあるな。確かツッキーニ軍で開発されたって。で、どこに埋めたんだ？」


「それを言ったらウサギさん、アンタすり抜けてくだろう」


「まーな」


「で、アンタはその魔導球、どれだけ蒔いたんだ？」


「それを言ったらオメー、逃げられるだろ」


「だよなぁ」


　つまり、お互たがい自分が仕掛けた以上の爆弾がこの場にある事を知らなかったのだ。


　どこに設置してあるか、お互い言う気はない。


「ここ、座っても平気か？」


　僧衣を揺らして、男が座る。


　ビスマルクもその場に座り、空を見上げた。


「こんな事で足止め食らうとはなぁ……」


　葉巻の煙が上ってゆくのを、ビスマルクは恨うらめしそうに眺めるしかなかった。


　遠くから聞こえてくる怒号と金属音も、どこか別世界の事に感じられる。


「この状況を打破するには、ひとつっきゃねーな」


「ああ。どっか別の場所で不測の事態が起きるのを待つしかない」


　戦況を読む立場の人間が、イレギュラーを期待するとは恥ずかしい限りだ。


　それでもビスマルクは、何かが起きそうな気がしていた。なにしろ赤目隊にはビスマルクやトーラットの言いつけを律りち儀ぎに守る者など存在しないのだから。








　ビスマルクからもっとも離れた所で戦っていたのはフェリサだった。


「……！」


　弓兵は通常、長距離からの射しや撃げきを得意とする。近づかれたら最後、斬られるしかない。だがフェリサは敵の少年の攻撃を巧たくみにかわしていた。岩を抉る少年の腕を避け、あらかじめ番えていた矢をゼロ距離で放つ。


　ある程度の距離がないと威力を発揮しない矢だが、フェリサは威力にこだわらない。相手の膝の関節を的確に狙い、体勢を崩させる。


「おぉ……？」


　緩かん慢まんな動作で倒れる少年。


　そこへフェリサはもう一度矢を放つ。普通の弓兵なら一射しかできない時間で、フェリサは二度も射る。しかも同じ膝の同じ箇所に。


「いった……！」


　とうとう足を折る少年。


　フェリサの見立てでは、この少年、本当にただの人間ではないだろう。なにか特別な血が混ざっている。藍らん山ざん同盟では珍しくないが、オウガン帝国の手先になっている理由は不明だ。


「このっ！」


　すぐに起き上がり、長い爪でフェリサを切り裂さこうとする少年。


　だがその爪はフェリサに届かない。


　フェリサの脇をすり抜けて、そのまま走っていく。そして足をふらつかせて、その場にへたり込こんだ。


「あ、あれ……？　なんで、身体が……」


「……ようやく効いたか」


　ほっと胸をなで下ろすフェリサ。


　矢に染みこませておいた痺しびれ薬が、ようやく効果を発揮してくれたようだ。本来なら雄お牛うしでも即座に倒たおせるほどの即そつ効こう性せいなのだが、この少年はどういう身体をしているのか。


　だが、こうして倒れてくれたのだから、生物の範はん疇ちゆうなのだろう。


「若わけぇから、命までは取らね。故郷へ帰って、おっかさんに孝こう行こうしでやれ」


　弓を下ろし、少年に背を向けるフェリサ。


「くっそ……なんだよ……」


　少年はそれでも動いた。這いつくばりながらも、フェリサに向かって手を伸ばしている。自慢の痺れ薬を体内に入れて、僅かでも動けるのは前代未聞だった。


「守らなきゃ……シェンランを、オレが……！」


　這いながら誰かの名を呼ぶ少年。


　だがこちらも仕事だ。同情はしない。


「オレが、シェンランを！」


　強い殺気を感じ、フェリサは振り返らずにその場から真横に跳躍した。


　半ば本能に準じた彼女の勘かんは見事に的中した。フェリサがいた場所を、目にも留まらぬ速さで拳大の石が通り過ぎていった。フェリサが全力で放つ矢よりも、ずっと速い。頭に食らっていれば、果実のように弾はじけ飛んだに違いない。


　そしてその投石は、フェリサのずっと先──


　目から光の矢を発射しようとしたクロトポリカの顔面に命中した。


　顔が傾いた状態のまま、クロトポリカは命令に忠実に行動した。すなわち光の矢をまっすぐ撃ち出したのである。


「あーっ！」


　すぐ側で魔導球を操作していたトーラットが、顔に似合わない大声を出す。


　その理由を、フェリサと少年はすぐ後で知ることになる。








「でぇぇええいっ！」


　アーニィが繰り出した渾身の蹴りも、老人のたった一歩の動きで無む駄だになってしまう。


　実力が段違いなのはアーニィも自覚している。だが、この老人にこれ以上手間取っては、ジュジュを助け出せない。


　それ以上に、ここまでコケにされて一撃も入れられないのは、非常に悔しい。


　老人の狙いが時間稼かせぎというのは分かった。アーニィを倒すのなら、簡単にできるはず。しかしその気になったら、アーニィは逃げるつもりでいた。目の前の敵よりジュジュの救出を優先させるはずだったのに。


　まんまと敵の術中にはまって、遊ばれている。


「くっそ……！」


「ホホホ、お嬢ちゃん。身体はできておるし、センスもいい。速さは一流以上、そして独特の呼吸法と足捌さばき。ワシが弟子をとっておったら、見み逃のがさなかったぞ」


　アーニィの拳を受けつつも、徐々に後退する老人。


　やがて廊下の端はしにたどり着くと、窓まど枠わくに足をかけて、そのまま外へ飛び出していった。


「あっ！」


　慌ててアーニィも追いかけ、窓枠から外に出る。


　窓の外は屋根になっていた。老人はさらにそこから宿屋の屋上に逃にげ込こんでいる。アーニィもすぐに追ったのだが──


「ちょちょ、オイ！　ここ俺の仕事場！　ジジイ、なんで来るんだよ！」


　別の人間の声が聞こえる。


　何事かと屋上へ上ってみれば、オウガン軍の男がもう一人いたではないか。


「ほらジジイ！　俺も見つかったじゃねーか！」


「いや悪い悪い。まさかここで狙撃してるなんて思わなんだ」


「そーいうのを避けるために会議とかやってたんだよ！　分かる!?」


　苦労人というか、常識人の雰囲気がする長身の男。ヘンテコな弓を足に装着している。


　どこかで見み覚おぼえがあると思ったら、


「あ！　あんたベンの付き人だった人じゃん！」


「げっ！　もうバレてやんの！」


　背が高いことで覚えていたのだが、今ここにいる男は同じ顔でも態度がまるで違う。パリッとした従者はどこへ行ったのか、軽けい薄はくそうな薄うすら笑いでこちらを見ていた。本来はこっちが素なのだろう。


「よくもベンを唆そそのかして……！」


　と言いかけて、


「あれ、そうなの？」


「え？」


「いや、あんたらがベンを騙してジュジュをさらわせたの？」


「いやいやいや、俺たちじゃねーって」


　慌てて否定する長身の男。


「俺たちのさらに上の魔導士が命令したんだよ。こんな汚ねぇ仕事、シェンランだって」


「おいテンゲンジャ」


　老人が落ちていた矢を拾って男の頭を殴る。


　敵を前にして、予想以上におしゃべりな男である。


「いってて……悪かったよ、ジジイ。つーか、いいからどっか行けよ。俺は今、あのでっかいゴーレムと──」


　テンゲンジャと呼ばれた男が北の方角を見やる。


　つられてアーニィもそちらを見ると、クロトポリカが発光していた。どうやらこちらに向かって何か行動しているようだ。


　クロトポリカの光を見た途端、なぜか身体の底から震えた。


　横を見ると、老人も従者も青ざめた顔をしている。


　優れた使い手ゆえか、同時に感じたのだ──死の恐怖を。


「やっべぇ！　お前ら、逃げろっ！」


「あ、あ、あんたもっ！」


「こいつはタマラン！」


　三人一斉に、屋上から下に向かって飛び降りる。


　直後、光の矢が宿屋の二階を貫かん通つうし、大爆発を引き起こした。








　原因は至極単純で、北から発射された光の矢が宿屋の外がい壁へきを貫き、砕け散った破片が南の畑でにらめっこしていたビスマルクと僧衣の男の側に落下したのである。


　ふたりでせっせと仕し込こんでいた爆ばく薬やくにぶち当たり、爆発が爆発を呼び、戦争でもなかなかお目にかかれないほどの炎ほのおが巻き上がった。


　爆発は宿屋を丸ごと呑み込み、そのほとんどを一瞬にして破壊した。


　部屋にいたジュジュとベンヤミンは無事だった。


「助かったぜ！　ありがとう！」


　身を挺ていしてジュジュを守ったのは、ベンヤミンだった。強化リインフオースの魔法でベッドを持ち上げ、崩れる瓦が礫れきから小石ひとつジュジュに当てないように庇かばったのである。


「ケガはない!?」


「ねーよ。つーかベンは本当にミロクと同じだな」


　崩れた壁から宿屋の外に出るジュジュ。身体はまだ重いが、そんなことを言っている場合ではない。


「どういうこと？」


「下手に考えない方が、いい結果が出せるんだよ。あいつ見てみろ」


　ジュジュがアゴで指したのは、この爆発の中でも全く動じずに刃を交えている最強の兄妹きようだいだった。


　宿屋を崩した爆炎よりも、刃が打ち合った時に生じる火花の方が重要なのだ。より自分の死に近い炎は、そこに宿っている。


　剣術に疎いジュジュでも、ふたりの腕が人間離れした者たちより、さらに高みにいるのが見て取れた。


　シェンランの槍はクルクルと踊るように回ったかと思えば、時折、轟音を立てて踏み込んでくる。柔やわらかかった川の流れが、何の前触れもなく激流に変わるかのよう。体術も同じで、上体を思い切り反らして剣を避けては、槍を軸じくにして体勢を整える。まるで第三の手足のように。


　その変へん幻げん自在な槍を、ミロクはすべて捌いていた。いや捌くというより、ミロクの剣はシェンランではなく槍そのものを狙っているのだ。ところどころに枝の生えた不恰好な剣は、槍をからめとって食い千切ろうとしていた。だがシェンランは槍が食われないように最低限の接触で攻撃している。


　ミロクはその短く素早い攻撃の合間を縫って、徐々にシェンランの懐に入っている。


「すごい……」


　ベッドを投げ捨てたベンヤミンですら見惚れる光景。


　なにより怖いのは、素人なら百回は死んでいるであろうこの戦いで、ミロクもシェンランも笑っているのだ。


　爆発に気づかないほど、戦いが楽しいのか。


　また、兄妹ということもあり、だんだん混じり合って、どっちがどっちだかわからなくなってくる。男女の違いはあれど、あの凶きよう悪あくな笑顔はよく似ているのだ。


「ベン、ちょっと止めてこい」


「ええっ!?」


「あれも一応、ジルサニアとオウガンの戦争みたいなもんだ。ホラキアの王子だったら止めてみろ」


「で、でも」


「今すぐ止めなきゃ、大事になるぞ。お前がシェンランの事どう思ってるか知らないが、このままだと捕まる」


「……シェンランは、いい人だよ。こんな事で罪をかぶって欲しくない。わかった、ちょっと止めてくるね」


　そう言って、ベンヤミンは近くに転がっていた角材を手にする。宿屋が崩れた時に、どこかの部屋から転がり出たのだろう。ベンヤミンの身長ほどの長さがある木だ。


　角材を構えた時のベンヤミンは、目が据わっていた。驚くほど落ち着いている。


「ふ、二人とも！　そこでやめて！」


　角材を構え、ミロクとシェンランの間に飛び出すベンヤミン。


　無論、二人はベンヤミンの事など見ていなかった。剣が槍を嚙み、槍が剣を貫こうとする極限の戦いで周りを気にする余裕などなかった。


　そこへベンヤミンの角材が割り込こんできた。


「やめてぇっ！」


　ミロクの牙の剣が角材を真っ二つに切断し、シェンランの槍が切れた角材を貫つらぬき通す。そこで一瞬だけ動作が止まる二人。


　ベンヤミンは切れた角材と貫かれた角材をそれぞれ殴なぐり飛ばし、二人の顔面に当てた。


「てっ！」


「いたっ！」


　そこでようやく二人が正気に返る。


　間に割り込んだのがベンヤミンと知ると、


「お、おい！　なにやってんだ！　危ないだろう！」


「死んだらどうするつもりだ!?」


　などと説教を始める。


　しかしベンヤミンはそれらを聞いている余裕はなかった。恐怖で足を震わせながら、背後の宿屋を指さす。


「うお!?　なんで燃えてるんだ!?」


「……なんでだろう」


　やっぱりミロクもシェンランも気づかなかったようだ。


「もうすぐこの爆発に気づいたホラキア軍がやってくる！　そうなったらこの事件が明るみに出るよ！　ジルサニアもオウガンも、それはまずいでしょ!?　それが原因で、これ以上ホラキアが荒あれるのは僕だって困るんだよ！」


「……そうか。そうだな」


　頭が冷えたシェンランも、黙って槍を引いた。


　ミロクも剣を納める。


　呼吸を整えている間、二人は周囲をよく見る。今までできなかった状況判断をしているのか。


「結果的に、私たちの負けのようだな。なんだかよく分からないが」


「俺もよく分からないが、どうやらそうらしい」


　首をかしげるシェンランとミロク。


　それを言ったらジュジュやベンヤミンだって、何がどうなって大爆発が起きたのか分からない。誰か説明できる人がいたら、教えて欲しいものだ。


「おーい！」


　複数の声が聞こえる。


　その中にはアーニィとビスマルクの声も入っていた。味方も敵も、戦っている場合でないことに気づいていたらしい。というかミロクとシェンランだけが気づかなかったのだ。


「退ひくぞ！　誰かヤツガツを探して、連れて行ってくれ！」


　声のした方に向かって叫ぶシェンラン。


「私たちも逃げるぞ！　この現場見られたら、色々問題があるからな！」


「うん！」


　大きく返事をしたのはアーニィ。


　ミロクはというと、いまだシェンランと向かい合っていた。


　言いたいことがたくさんあったのだろう。


　それらを全て呑み込み、一言に凝ぎよう縮しゆくする。


「──オウガンで待っててくれ」


「うん。待ってる」


　兜を被り直していたので、シェンランの表情は分からなかった。


　やがてシェンランはジュジュを見て、静かに頭を下げた。誘拐したことへの詫びのつもりなのだろう。


「行くぞ！」


　号令と共に、シェンランは走り去っていった。


　宿屋から立ち上る煙のせいで、すぐに後ろ姿が見えなくなる。


　ミロクはそれでも、煙の向こうをずっと見つめていた。まるで恋こい人びとと永遠に別れたかのように、呆ぼう然ぜんとしている。


　腹が立ったので、ジュジュはその尻を思いっきり蹴りつけた。


「いってぇ！　何すんだよ！」


「てめぇこそ何してんだよ!?　ホラキア軍が来るっつってんだろ！　とっとと逃げるんだよ！」


「お、おう。そうだな」


　怒鳴ったら頭がクラクラしてきた。


　座りたいが、今はそれどころではない。


「あ、ジュジュ。僕が運ぶよ」


　前のように手を差し出すベンヤミン。


　ところが、その手を押さえるミロク。


「ベン。ジュジュは俺が運ぶ」


　有無を言わさずジュジュの腕を摑み、背負い出すミロク。


　誘拐した男を信用していないというのもあるが、守ると宣言した以上、自分の手で最後までジュジュを守ろうとしたのだろう。


「そーいうことだ。気持ちだけ受け取っとくぜ、ベン」


　ミロクの背中に負われながら、ジュジュはベンヤミンに手を振った。


　よく見れば、ベンヤミンの足はまだ震えていた。


　だからジュジュは彼の背中を思いっきりはたいた。


「いたっ！　何するのジュジュ!?」


「できたじゃねーか、国を守ること」


「…………」


　そう言ってジュジュが笑うと、ベンヤミンはなぜか泣き出してしまった。


　なにか言葉をかけたいところだったが、状況が状況だ。


「ミロク。走れ。気持ち悪くなるから、ゆっくりと優しくな」


「へいへい」


　ボヤきながらも、ミロクはジュジュの言いつけを忠実に守ってくれた。


　意外と広い背中に身を預けながら、その温かさにホッとする。


　宿屋からクロトポリカが待っている村の外へたどり着くまでに、ジュジュは寝ね息いきを立て始めていた。





　　　　　　　＊





　ジュジュの講演は明朝に迫っており、仕事も立て込こんでいるのだが、帰りは緩やかなものだった。クロトポリカの駆く動どう系が少しやられたらしく、全速力で走ることができないのだ。トーラット曰いわく、損傷した形けい跡せきがないので、鎧のスキマに石でも挟はさまったのではないかという。そんな理由で動かなくなるゴーレムに、赤目隊は言葉がなかった。


　しかし今回はケガの功名かもしれない。ぐっすりと眠るジュジュにとっては、心地よい旅になるだろう。


「まー、静かでいいけどな」


　大口開けて寝ているジュジュの顔を見て、ミロクは一息つく。これでもう少し寝ね相ぞうが良ければ、毛布を直さなくて済むから楽なのだが。


　森と草原が多いジルサニアと比べて、ホラキアは岩山と荒こう野やが目立つ。これでは作物が育たないのではと心配になるが、こんな場所でも意外と色々な植物が育つらしい。だが夜に見ると、どうしても寂しい光景に見えてしまう。


　ベンヤミンはクロトポリカの頭付近で正座していた。乗せてもらったことだけでもありがたく思っているようだ。赤目隊としては、オウガンに騙されたことが分かっているので罰するつもりは毛頭ないのだが。


「でさー、あのジジイ、あたしの胸がないことバカにしてさ！　一撃でも食らわせたかったんだけど、まぁ爆発で気絶してるところブッ叩いてやったから満足だけどさ」


「アーニィの禁句をアッサリ言うとは、そのジジイ只者じゃねーな」


　未いまだに憤慨しているアーニィ。爆発のせいで身体中が真っ黒だ。少しケガもしているようだが、こうして笑っているのだから平気だろう。


「……オラもたまげた。痺れ薬が効かねぇヤツ、初めてだ」


「それからあの弓兵ですね。原理は単純ですが、あんな弓を扱あつかえる人、初めて見ました。できれば二度と戦いたくないですねぇ」


　ケガはないが、ぐったりした様子のフェリサとトーラット。


　達人である彼らがこうして愚痴っているのだから、よほど強いのだろう。あのシェンランが信頼している仲間なのだから、腕うで前まえも彼女に引けをとらないはず。


　そういう意味では、本当に二度と会いたくない。


　敵として再び戦うには、シェンランは怖すぎる。


　そう──二度と、敵としては。


「おーい、ミロク」


　気がつけばジュジュが目を開けていた。寝たまま視線だけこちらに向けている。


「水とって」


「ああ」


　水すい筒とうを渡すが、寝たままでは飲めないことに気づき、ジュジュの上体を起こす。背中を支えながら水を飲ませた。


「……サンキュ」


　水筒を返すジュジュ。顔から赤みが引いていた。昨日の今日きようで、ずいぶん良くなったようだ。これなら今日一日ゆっくり休めば、明日の講演には差し支えない。


　そんなジュジュはミロクの顔をじっと見つめている。


「……な、なんだよ」


　今度はこっちが赤くなりそうだ。


「シェンランって妹なのか？」


「ん、ああ、それか。そうだよ。皇子と名乗ってるのは、あいつのお袋さんのため」


「どう繫がるんだ？」


「シェンランのお袋さん、身体弱くてさ。もう子供産めないんだわ。跡あと継つぎが産めなきゃ用済みになっちまうから、シェンラン、お袋さんを養うために男として軍に入ったんだ。オウガンは実力さえあれば誰でも出世できるけど、それでも女より男の方が有利だから」


「……なるほどな」


　他人の家の事情だが、少し同情する。ミロクだけでなく、兄のジンレイや黒幕と言われるゴウトでさえもシェンランに手を差し伸のべ続けたが、我の強いシェンランは「自分が働く！」と言って聞かなかったのだ。


「けどさ、姫でも充分イケそうじゃないか？　かなり美人だろ」


「お前と違って、フツーは自分の魅力ってのになかなか気づかないもんだよ」


　そんなジュジュも現在はひどい有様だ。ホラキア製のツナギは丈夫だが、顔は煤すすで汚れ、髪かみの毛もバサバサ。彼女を見て一国の姫だと思う者はいないだろう。


「シェンランのくれた薬、結構効くな。もう身体が満足に動く」


「ああ、あいつのお袋さん直伝の薬な。俺も飲んだことあるけど、すごい効き目だろ」


「そんなの常備してるってことは、苦労してるんだよな……」


　しみじみと語るジュジュ。


　オウガンへ帰った後、おそらくシェンランは叱しつ責せきされるだろう。任務失敗の罪がどれほど重いかミロクはよく分かっていないが、シェンランほどの実力がある兵士なら重じゆう罰ばつはないはずだ。


　彼女の事を考えていると、いきなりジュジュはミロクの背中を叩いた。


「いって！　だから何だよさっきから!?」


「命令だ、ミロク」


「え？」


「私の騎士でいるって誓ちかえ」


　毛布をぎゅっと握り、ミロクを上目遣いで睨むジュジュ。


　そうだった。シェンランよりもずっとミロクの事を心配していた人が側にいた。ミロクがジルサニアとオウガンの狭はざ間まで悩んでいる間、ジュジュも心を痛めていたのだ。


「オウガンに行くな。ジルサニアの騎士として、ずっと私を守るって誓え。そうしないと……気になって仕事ができねぇよ」


　顔を背けるジュジュの表情は分からない。


　けど、もう答えは出た。


「ジュジュ。俺からもお願いがある」


　ミロクはジュジュの側に膝をつき、両手をついた。


　オウガン式の礼で、ミロクはクロトポリカの背中に頭をつける。


「頼む。いつかオウガンを救って欲しい。戦争しろなんて事は言わない。だけどジルサニアの人たちを守って、シェンランたちも守るには、絶対にジュジュの力がいるんだ」


　無茶な願いというのは重々承知だ。


　ただの騎士が一国の姫君に頼むような事ではない。


　この世でただ二人、ミロクとジュジュでなければ成立しない会話だ。


「……けっこう時間かかるぜ？」


「構わない。それでも、いつか必ず」


「しょーがねぇな」


　苦笑するジュジュに、ミロクが顔を上げる。


「ありがとう……！」


　泣き出さんばかりの表情で、再び頭をつけるミロク。


　まだ実行もしていないのに、救われた気持ちになった。


　シェンランが聞いたら、どんな顔をするだろうか。


「おい、それで私の命令はどーした」


「あ、うん」


　思い出して、命令を実行しようとしたのだが、


「……命令でいいのか？」


「いいんだ。これは姫の私と、騎士のお前との業務上の契約だ」


「そっか」


　ミロクはうなずき、さてどうしようかと周りを見る。


　こういう時、ジルサニアの騎士は剣に誓うのだが、赤目隊は剣を支給されていない。厳しい戒かい律りつのある剣に縛られない部隊だからだ。それにジュジュの言葉と笑顔に剣は似合わない。


　だからミロクは胸のスロットのニンジンを取り出す。


　シェンランとの戦いで少し欠けてしまったニンジンだが、今はこれしかない。


「このニンジンにかけて、ジェルメーヌ姫を守り抜くと誓います」


　ニンジンを掲かかげ、誓いの言葉を述べた。


　オウガンでもジルサニアでも、剣に誓った約束は破ることはできない。もしも違たがえた場合、それは剣士として死ぬより恥ずかしい事である。


「うん」


　ニンジンと真面目な顔の不ふ釣つり合いに、クスリとジュジュが笑った。


　よく考えれば、ホラキアに来てからジュジュが笑ったのは初めてかもしれない。


　憎にくらしい性格をしているが、やっぱりジュジュの笑顔は見ていると安心するのだ。ジルサニア国民が憧あこがれているのは、地位でも言葉でもなく、この笑顔なのではないかと思ってしまう。


　気が抜ぬけて、腹が減った。


　それで思い出した。


「あ、そうだジュジュ。コニーがさ、うまいパスタ屋見つけたんだってさ。今度、赤目隊のみんなで食べに行こうぜ」


「いいな、行こうぜ。お前おごれよ」


「なんで俺がおごるんだよ」


「私を迷わせた罰だ」


「別に迷わせてなんか……」


　否定しようと思ったが、やめた。


　責任はミロクにある。


「わかったよ。俺がおごる。約束するよ」


「おうっ」


　それを聞くと、ジュジュは笑顔で毛布にくるまり、また眠り始めるのだった。





　　　　　　　＊





　ホルディ市が近づくにつれ、赤目隊の顔が絶望に染まってゆく。


　あれだけ派手に戦ったのに、これから徹てつ夜やの作業が待っているのだ。櫓はあとひとつ残っているし、全て櫓を建ててから照明を取り付けなければならない。


　結論から言えば、赤目隊はやり遂とげた。


　こうなったらプライドも何もなく、ジュジュを救いに行っている間に見張っていてもらった騎士たちにも手伝ってもらい、さらにはベンヤミンに頼んでホラキア軍からも援えん軍ぐんをよこしてもらった。説明に若干の手間がかかったが、なんとか明朝までには終わらせることができた。


「うぉー……朝日が眩しい……」


　剣の代わりにハンマーと釘くぎを持ったミロクは、殺人的な光量で襲いかかってくる太陽から顔をそむけ、もそもそとサンドイッチを食べた。滞在中、色々と食べ比べてみたのだが、初日に買ったサンドイッチ屋が一番美味だった。「パンに気を遣っている」とアーニィが褒めたら、店主がかなり喜んでくれ、昨夜は差し入れまでしてもらった。


　サンドイッチを食べると、もう仕事に戻る。櫓の上に登り、照明機材のチェック。ふと見ると、フェリサが狭い櫓の上でぐっすり寝ていた。器用な人である。


「おいフェリサ！　起きろ！」


「ん……」


「ジュジュに化粧するんだろ！　もう行かないと！」


「お……んだな。すまね」


　ヨダレを拭きながらフェリサが櫓を降り、ホラキア城へ走ってゆく。アーニィもすでにジュジュに衣装を着せている頃だろう。


　やがてトーラットとビスマルクも眠い目をこすりながら櫓の上に登る。今回は円形の舞台なので、待機しつつ護衛できる場所がここしかなかったのだ。が、登ってしまえば人の目にはつきにくいので、気ままに休める。


　櫓の上からは、ホルディ市がよく見み渡わたせる。


　今日は城で六カ国会議が開かれる日でもある。軍隊をまるまる城に入れるわけにはいかないが、来らい賓ひんの首しゆ脳のう陣じんを護衛するために各国の軍から少数ながら精鋭が集つどっている。そのためホラキア城の中のみならず、その周辺一帯が緊張と軍服に覆われていた。


「どこの大運動会だよ、なぁ？」


　ニンジンを齧かじりながら、ビスマルクは笑っている。


　一歩間違えば多くの国を巻き込んだ大戦争が始まるかもしれないのだ。特にその渦か中ちゆうにいるホラキア国民にとっては恐ろしい一日になるだろう。


　いつもは賑にぎやかな市場も、今日だけは人々の表情に翳かげりが見える。飛び交う声もどこか強張っているように聞こえた。


　その時である。


『みなさん、こんにちは！』


　黄色い声が人ひと垣がきを割った。


　どよめく市場の人々が一斉に振り返り、その声の主を探す。


　探すまでもなかった。純白のドレスを着て、金色のティアラをあしらったジュジュが立っているのは、なんでもない市場の通り。アーニィとフェリサが護衛のために側についている以外は、誰もいない。


　その衣装の場違いさも含め、人々はジュジュに近づけない。


　彼女が一歩歩くと、人が退いてくれるのだ。誰も強制していないのに道を空けてくれる。その人たちに一人ずつ「ありがとう」と礼を言いながら進むジュジュ。


　そして円形のステージに登り、中央に立つと、照明がジュジュを照らし出す。


　この間、誰一人として喋らなかった。怒鳴るように宣伝をする露店の人たちも、固かた唾ずを呑んでジュジュを見守っていた。


『初めまして、ホラキアの皆みなさん。私がジェルメーヌ・ジルサニアです』


　胸につけたブローチに込められた魔力が、ジュジュの声を市場中に届けてくれる。


　一礼するジュジュを見て、ようやく人々にかけられた呪じゆ縛ばくが解けた。ジュジュを指さしては口々に感想を述べている。「美人だ」「まだガキだ」「ジルサニアのクソったれ」「営業妨ぼう害がいだ」「何を話すんだ？」「宣戦布告するのか」──


　それらのざわめきを一身に浴びながら、ジュジュは話し出す。


『昨日、この市場で有名なグリフォンパイというのを買って食べました』


　予想外の第一声に、また人々の声が止まる。


『なんでもホラキアの英えい雄ゆうであるクーゲル・シュヴァイツァーという方がグリフォンを討とう伐ばつする際、気合いを入れるために食べた事から伝わったパイだそうですね』


　観客から小さな感かん嘆たんの声が漏れる。ミロク同様、ホラキア人でも知らない人がいたようだ。そこまでジュジュは勉強したのか。


　ミロクもグリフォンパイは食べた。肉がたくさん入ったパイで、とてもボリュームがあった。バリエーションも豊かで、あのサンドイッチ屋がなければきっとグリフォンパイを常食していただろう。もっとも肉だらけなので、ヘルシーな食事を好むフェリサやトーラットには受けが悪かった。


『大変おいしかったのですが……あれ、食べるのにコツがいりますね。食べようとすると、肉が反対側から出ちゃって』


　観客から笑い声が起きる。ホラキアでは誰もが一度はやる失敗らしい。


　前列にいたおばさんが「そうそう、あれは包み紙押さえてないとダメなのよ」とジュジュにアドバイスしていた。


　和やかなムードになったところで、ジュジュはこう続けた。


『そんな伝統とコツのあるグリフォンパイですが、これが脅かされていると言ったら、みなさんどうしますか？』


　ざわめきは一いつ瞬しゆん。皆、ジュジュの言葉の意味を考えている。


『外側はサクサクの生地──いつも皆みなさんが目にしているのと同じパイ生地なのに、中が急に甘いカスタードクリームになってしまったら？』


　ざわめきが大きくなる。


　何を言っているのか、正直ミロクもよく分からない。


『最初はマズイと怒るでしょう。お店に抗議もするでしょう。でも、それがずっと続けば、いつしかカスタードクリームのパイに慣れてしまうかもしれません。実際、クリームパイはとてもおいしいです』


　一呼吸置いて、ジュジュはこう続けた。


『でも、それはグリフォンパイではありません。余所よそから持ってきた、別のパイです』


　言わんとしている事が分かりかけた人もいるが、いまいちミロクは理解できていない。櫓の上のトーラットやビスマルクは「ふんふん」と頷いているものだから、なんだか疎そ外がい感を感じるミロク。


『ホラキアを中から脅かそうとしている者がいます。どことは言いませんが、それらに対抗するためにホラキアの皆さんの力が必要なのです。グリフォンパイを存続させられるのは、伝統あるホラキアの調理師さんだけなのですから』


　ここでようやくミロクも分かった。


　つまりジュジュはオウガンがホラキアを王様から乗っ取ろうとしていることを告げているのだ。今日の六カ国会議の内容もそれだから、いずれ国民にも知れ渡る。


「んなこと、ジルサニアの姫に言われたってなぁ……」


　観客の誰かがそう言ったのを、ジュジュもミロクも聞き逃のがさなかった。


　ジュジュはその男の目をまっすぐに見て、こう言った。もちろんアドリブだ。


『ジルサニアはホラキアを攻めるつもりはありません。今はホラキアの人たちが、王や軍ではなく、国民ひとりひとりが立ち上がる時です。私を含め、ジルサニアはそのお手て伝つだいをしにきただけなのです』


　一層、観客のどよめきが大きくなった。


　唐突にそんな事を言われても、反応できる国民は少ない。


『ジルサニアだけではありません。ツッキーニも藍山同盟も、ベトもエルガンディアも、今日ここに集まったのはホラキアを助けるためなのです』


「なんだよ！　それで感謝しろってのかよ！　余計なお世話だよ！」


　どこからか野次が飛ぶ。


　ジュジュはその野次を黙って受け止めた。


「ホラキアを助けるって言うなら、まず軍隊をどっかにやれよ！」


「そうだ！　出て行けよ！」


　けして多くはない。だが、ジュジュを非難する声は確実に届いている。


　ジルサニアでもないわけではない。そういう者は、周りの観客が優しく諫いさめたりするものだが、ホラキアではそれがない。全員、この先がどうなるのか分からない表情でジュジュを見ていた。


　だが、その冷たい視線も一人の男によって破られる。


『いい加減にしないか！』


　拡声器を持って舞台に飛び乗ったのは、ベンヤミン王子だった。


　これには観客だけでなく、櫓の上の三人も驚いた。


『どうして目先の利益しか考えられないんだ！　今、この時にボサッとしていたら、ホラキアの全てが失われるかもしれないんだぞ！』


　百を超える観客を前に、ベンヤミンはまっすぐ立って叫ぶ。


　ジュジュは少し面食らったが、何かを悟ったように頷いた。


『確かにジルサニアとホラキアは、長年戦争を続けてきた！　だけど今、ホラキアを脅かしているのはオウガンだ！　君たちの知らないところで、オウガン帝国がホラキアを内部から食い破ろうとしているんだ！』
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　大仰な身み振ぶりで語るベンヤミンは、ジュジュとは違う強さが感じられる。


　声に力があり、聞く者の心を穿つような重厚な言葉だ。


「あいつ……あんなにカッコ良かったんだな」


「そうだな」


　つい口に出してしまったミロクに、肩の上のビスマルクが同意する。


『このままではホラキアはオウガンの支配下になってしまう。だけどオウガンは悪くない。誇り高きホラキアの民なら、それを知っている。そうだろう？　──一番悪いのは、弱いホラキアだ！』


　おお、と観客の一部が拳を上げる。


『君たちには優れた身体がある。頭脳がある。それらを使わずにオウガンに支配されるのは、大いなる罪だ！　今こそ、その目で、その腕で、その脚で、そしてその心でもって、ホラキアを守るんだ！』


　会場は、一瞬でわき上がる。


　ベンヤミンの叫びに呼応した若者たちが全力で叫ぶ。誰かがステージに花を投げつけ、ベンヤミンの名を呼ぶ。帽ぼう子しが空を舞い、拍はく手しゆが鳴り止まない。


『みんな、聞いてくれ』


　ベンヤミンが手を伸ばすと、会場は一瞬で静まりかえる。


　そして伸ばした手でジュジュを指し示す。


『僕にその事を教えてくれたのは、ジルサニアのジェルメーヌ姫だ。彼女は戦争以外での戦い方を教えてくれた恩人だ。僕は最大級の敬意を表する』


　ジュジュが淀みない動作で一歩前に出て、一礼する。


　まだ彼女に対する観客の顔は険しいが、ベンヤミンは気にせず語る。


『これからは、今までの同盟国や敵国の概がい念ねんが少し変わるかもしれない。それとは関係なく、僕はジェルメーヌ姫と、ひいてはジルサニアと仲良くしたいと思っている。異を唱える人も多いだろうが、僕はそうしたい。それがホラキアのためだと思っている』


　最初はブーイングも聞こえた。それはジルサニアと聞いただけで拒絶反応が出た者たちの声だ。それらはやがて小さな拍手にかき消され、そのうち大きな拍手に呑み込まれていった。


　ベンヤミンとジュジュの名を呼ぶ観客たちに、二人は笑って答える。


『それに、捕虜の時に食べたジルサニアのパスタも、なかなか美味しかったんだよ？』


　ベンヤミンがそう言うと、会場は小さな笑いに包まれた。


『捕虜じゃなければ、もっと美味しいパスタが用意できましたのよ』


『じゃあ、やっぱりすぐにでも和平を結ばないとね』


　漫まん才ざいのような二人の掛かけ合いに、その場にいた観客は大声を上げて笑い出す。


　ベンヤミンという仲ちゆう介かい役を経て、会場とジュジュがようやく通じ合ったのである。


「おいミロク」


　肩に乗っていたビスマルクが囁く。


「お前も皇子なら、ベンくらい喋れねーのか？」


「無理ですね。俺、台本覚えられないですから」


　きっぱりと答えるミロクに、ビスマルクは腹を抱えて笑い出す。


　ミロクの頭の中には言い返す言葉すらなかった。


「あ……」


　ちょうどその時、ジュジュが櫓を見上げた。


　ミロクと目が合う。


　すると──誰にも気づかれないほど短く、ジュジュが笑った。


　舞台の上では見せない、いつもの明るい笑顔だった。




エピローグ







　拝啓　シェンラン様





　えーと、お久しぶりです。コニーです。


　本当は手紙なんて書きたくなかったんだけど、お兄ちゃんが心配だったから！　仕方なく書いてるんだからね！


　ええと、それで何が書きたかったのかって言うと……。


　多分お兄ちゃんから届いた手紙、何が何だか分からなかったでしょ？


　お兄ちゃんも頑張って書いたと思うんだけど、単語の意味とか理解してないトコいくつかあったし。


　だから私が補足しておくね。


　まず、あれからお兄ちゃん達がどうなったか──








　ホラキアが温かい気持ちに包まれている間、六カ国の首脳陣はオウガンに対する最大級の警戒をすることで合意した。


　ベトからこっそりと連れてきていた解かい呪じゆの専門家が診たところ、ホラキア国王に軽度の使し役えき魔法がかけられているのを発見した。


　正気に戻ったホラキア国王は涙ながらに己の不覚を恥はじ、他国に対し深い謝罪の言葉を述べた。


　ジルサニアに対しては、ベンヤミンを含む捕虜の返へん還かんとオウガンとの問題が片付くまでの一時的な和平条約を結ぶことができた。


　ホラキアにしてみれば、病気にかかった所に、仲の良かった友人や大して仲が良くない友人が駆けつけてきた形だ。それは嬉しいし、恥ずかしいだろう。だからジルサニアも最低限の条約しか結ばなかった。


　ジュジュとベンヤミンの講演会は大成功。一部では二人の関係についてあることないこと囁ささやかれ、若者たちの話のタネになっている。もっとも真実を告げれば誰も信じないだろう。ホラキアの王子がジェルメーヌ姫に弱みを握られ、さながら奴ど隷れいのように便宜を図ってもらっているなどと。


　そして各国の望み通り、オウガンはルテア大陸の敵になった。


　最初はホラキア以外の国も対岸の火事みたいに思っていたが、魔導士と使役の魔法によって内部から国を乗っ取られる恐怖というのは、それこそベンヤミンの目もく論ろ見み通り、各国に恐怖心を植え付けた。


　今後、武力以外の方法でオウガンを止める方法は少なくなってくる。オウガンの裏にいる連中の次の作戦が何かは知らないが、もしもシェンランが知っているならば、少しでも教えて欲しい──


「って感じの文章を書きたいんだけど」


「なんでお兄ちゃんの手紙を私が書くのよ！」


　ジルサニア国立学園の教室で頭を抱えるミロクに、コニーは丸めた教科書で頭を小突いて返答する。


「だって俺、難しい言葉とか知らないし。今回、政治とかいろいろ絡んでワケわかんねーんだよ」


「さっき言ってた事をそのまま文章にすればいいじゃない！　シェンランだってお兄ちゃんが書いた文章じゃなきゃイヤに決まってるでしょ！」


「別にコニーでもいいだろ。会いたがってたぞ」


「えー……」


　なんだかコニーは不服そうだ。


「あれ、コニーってシェンランと仲悪かったっけ」


「悪いよ！　昔からそうだったってば！」


「えー、なんで？　そんなにケンカしてたか？」


「だって、お兄ちゃんの──」


「ん？」


「なんでもないっ！　さっさと書かないとジュジュ来ちゃうよ？」


　机に乗った白紙の便せんを指で叩くコニー。


　悩みに悩んだが、飾かざらない言葉で書けば向こうも理解してくれるだろうと、ミロクは思いの丈たけをペンに乗せ、手紙を書き始める。


　シェンランの事は心配だ。


　国や軍での立場もそうだが、生活全般が心配だ。あのような汚い仕事を請うけ負う部隊で暮らしていては、心も汚れてしまわないかと。そもそも悪い虫はどこにでもいる。ダメ男につきまとわれたりしないか、兄としてはとても心配である。そういう意味では、コニーに浮ういた話ひとつないのも、気になる。


　やがてジュジュが教室に来て、コニーがまた見つけたというジェラート屋で新製品を食べ、家に帰って手紙の続きを書く。


　敵に回ったシェンランの事を考えながら書き続けると、まるで恋こい文ぶみを書いているような気分になる。


　今どうしているか、上司から叱責されていないか、とても気になるのだ。


　そして気がつけば、ミロクはペンを持ったまま徹夜していた。








　ルテア大陸よりさらに東へ進んだ列島の国、オウガン。


　シェンランの屋や敷しきの庭からは、黒い煙が立ち上っていた。掃除のついでにゴミと落ち葉を燃やしたのだが、不純物が混じっていたせいか妙に匂におう。


　炎に背を向けながら、シェンランは手紙を読んでいた。今はオウガンの隊服ではなく、白い上衣と黒く細い下衣という色気もへったくれもない格好であった。これでは屋敷の使用人と間違われても怒おこれない。


「お？　また手紙か？」


　そんなシェンランの屋敷に、僧衣を着た男──ゼンジが入ってくる。


「うん。恋文」


「女から？」


「……男から。同性でも構わないという旨むねを何枚も書き綴つづっていた」


「またかよ。うちの軍、本当にしょーもねーな」


「いや、ボバルト将軍の息子からなんだ……どうしようゼンジ」


「見なかった事にしちまえ！」


　シェンランが女であることは、家族を除けば天尾隊の人間しか知らない。つまりシェンランは男だと知られつつも、その美しさに惹ひかれる者がいるのだ。


「気持ちはありがたいけど……申し訳ない、ボバルト将軍」


　手紙を読み終えると、焚たき火にくべる。すぐに燃え尽つきる手紙の主に、心の中で謝るシェンランだった。


　それと同時に、もう一通の手紙も火に入れる。


「そっちは？」


「ミロクとコ・ニィエンからの手紙。平たく言うと、元気でやってるか？　ってさ」


「残念だったなぁ。ミロク様がこっちにくれば、ウチの部隊、誰にも負けないんだけどなぁ。また戦いたくはねぇなぁ、特にあのウサギとか二度とごめんだぜ」


「そうだな。戦いたくはないな」


　しかしシェンランは心を決めている。


　ミロクが帰ってくるまで、オウガンの槍として戦うことを。真の平和が訪れるまで、オウガンを滅ぼしてはならないから。


　たとえ間違った道に進もうとも、それがオウガンの皇子として生きることを決めたシェンランの意地だ。どんなに苦しくても、オウガン軍でのしあがり、いずれ昔のオウガンを取り戻す。


「で、何の用だゼンジ？」


「ん、ああ、いや、特に用事はないんだけど」


「お前たち、用事もないのに私の家に来るのが好きだな。昨日もヤツガツとテンゲンジャが来たぞ」


「今日も後で行くって言ってたぞ。魚が大量に釣つれたって喜んでた」


「まったく……」


　ため息をつくが、その顔は笑っていた。


　ミロクと別れたあと、こうして様子を見に来てくれるのはありがたいが、少し過保護な気もする。もう気にしていないというのに。


「ほんじゃ、俺もまた米持ってくるよ」


「わかった。ありがとう」


　ゼンジが裏の木戸をくぐって出て行くと、シェンランは残っていたゴミを全て火に投げ入れる。黒い煙がより一層強くなったが、全て燃やしてしまうために屋敷の裏から油を持ってくることにした。


　油を焚き火に少しだけ入れると、火は勢いよく燃え上がる。特にミロクからの手紙は確実に燃やしておかないと、誰かに見つかった時に大変だ。


　火搔き棒で燃えかすを突つついていると、背後に人の気配がした。


　振り返るが、誰もいない。


「……悪あく趣しゆ味みな」


　吐はき捨てるシェンラン。


　気配の主は彼女の正面、くすぶっている焚き火の向こう側にいた。


「休日も掃除とは。使用人に任せればいいものを」


　消し炭のように黒い人間だった。


　頭から足の先まで、魔導士が着る黒いローブで包まれているからだ。夜のカラスのように暗いが、邸宅の庭では逆に目立つ衣装だ。


　男か女か、はたまた大人か子供か老人か。装飾の入った仮面をつけており、まったく肌が露ろ出しゆつしていない。仮面の魔力のせいか、声も歪んで聞こえるのだ。


「人の趣味をとやかく言う前に、その悪趣味な仮面を取ったらどうだ？」


「これは外せない。魔導士は自分の正体を知られたくないものでな」


「お前ほどの魔導士でもか、モズ」


　モズと呼ばれた魔導士は緩慢に頷く。


　シェンランも魔法の事はそれほど詳しくないが、正体を明かすと呪のろいをかけられる可能性がある──つまり恨うらまれているということだ。


「もうすぐ部下たちがここにくる。用件があるなら手短に済ませろ」


「仕事の話だ」


　そう言われては、シェンランも無下に追い返すわけにはいかない。


「此度のジェルメーヌ姫の誘拐に関しては、今一歩のところで失敗をしたな」


「それは……申し訳なく思う」


「仕方ない。天尾隊ほどの集団でも為なし得なかったのだから、もともと無理がある作戦だったのだろう。目論見の半分は成功したがな」


「半分？」


「ジルサニアにも手て駒ごまを送り込んだ。目め聡ざとい兎や王子様に勘付かれずに潜り込ませることができたよ」


　ウサギとはミロクの部隊にいた、文字通りのウサギのことだろう。モズが言うには歴戦をくぐり抜けた軍師らしいが。


「そこでシェンランには、次の仕事だ。ジルサニアに送った私の部下を通じて、成し遂とげて欲しい仕事がある」


　天尾隊とはオウガンの汚よごれを払う部隊だ。


　ならず者を集めて死地に赴おもむかせる、いわば死んでも構わない部隊。だがシェンランはその部隊の才能を見出し、育て上げた。そして天尾隊は正規軍がやらない汚い仕事だけでなく、正規軍でもできない難しい仕事をも請け負うようになった。


　それはシェンランのみならず、天尾隊全員の功績が認められたと思っている。


　今度はどちらの仕事か──おそらく後者か、両方か。


「……何をすればいい」


「ジルサニアの第一王子アーセージ、そして第一王女ジェルメーヌの暗殺」


　仮面の奥から底意地の悪い笑い声が漏れるのを、シェンランは聞き逃さなかった。


　燃えかすの中にあった木の枝が、小こ気き味み好よい音を立てて折れる。


　黒い煙をどれだけ送っても、オウガンの空は美しいままだった。







〈つづく！〉







あとがき




　深夜の街かい道どうを塞ふさぐように停とまっている、四台のゾク車。


　街道と言っても田舎の山道なので、家屋の明かりすらない。照明は車とバイクのライトだけ。


　その少ない光源に映る人影が、徐々に減っている。


「オラオラァ！　死にてぇヤツからかかってこいやぁ！」


　逃にげ惑まどう学ランのヤンキー達に襲いかかるのは、制服の上に特攻服トツプクを羽は織おった少女。ジルサニア工業高校一年Ｊ組、ジェルメーヌ・ジルサニア。群がる男どもを木刀で蹴け散ちらしていく。


「で、出た！　〝烈怒愛頭レツドアイズ〟だぁ！」


「あぁ!?　〝烈怒愛頭〟だかなんだか知らねーが、たった四人じゃねーか」


　目の前で仲間がやられているという圧倒的戦力差になぜか気づかない、解説係のバカが木刀を片手に突撃しようとする。


「バ、バカ！　よせ！　あの女はかつて一年のくせにジルサニア工業高校のヤンキーどもをまとめ上げた、ウソみたいな女だ！　テメーごときがかなう相手じゃねー！」


「あー……工業高校の女子だったら、そりゃ信者多そうだなぁ……」


　欠けた前歯でヘラヘラ笑っている解説係ふたりの元へ、血ち塗まみれの拳こぶしが飛んできた。殴り飛ばされたふたりは、完全に前歯を失ってしまう。


「見てるだけなんて、許さないよ……？　〝観客席〟はないんだよ!?」


　同じく特攻服を着たアーニィ。拳も特攻服も血塗れで、全身が真っ赤に染まっている。


　ジュジュより前に出て、ヤンキーどもをひとりひとり殴り飛ばしていた。


「に、逃げろ！　もっと〝兵隊〟集めてこい！」


　バイクに跨またがり、逃走しようとするヤンキーだが、なぜかスピードが出ない。


「あ、あれ!?　パンクしてる！」


「俺のもだ！　だ、誰だ!?」


　真っ暗な山道の、照明も何もない木の上に立っている、ボウガンを構えたフェリサ。


　バイクで逃げ出すことも出来ないヤンキーたちは、ジュジュとアーニィによって血祭りに上げられる。


　もう戦意を残している男は誰もいないのに、片っ端から捕まえては心から楽しそうにボコるジュジュとアーニィ。


「ふたりとも。あと十五分で警察が来ます。それまでに済ませてください」


　ゾク車にハコ乗りしながら、無表情で旗を担かつぐトーラット。


「おーし、じゃあとっとと〝壊し〟ちまうか」


「た、助けてっ！」


「生命保険に入ってっかどうか、ママに訊いておきなっ！」


　転んで倒れた最後のひとりにジュジュが木刀を振り上げた、その時だった。


「待てっ！」


　バイクのライトがジュジュたちを照らす。


　ハーレーに乗った学ラン姿のミロクが「!?」の描き文字と共に走り込んできた。


「てめぇ、ミロク……何しに来やがった」


　木刀を肩に担いで睨にらむジュジュ。


「お前を止めに来たんだよ」


「ケッ。私が〝止まらない〟こと……元〝烈怒愛頭レツドアイズ〟のパシリだったテメーが知らないはずはねーよなぁ……!?」


　エンジンをかけたまま、ミロクはバイクから降りる。


「ジルサニア工業の連中は、皆お前に負けた。走りで負けたヤツもいれば、ケンカで負けたヤツもいる。そうやってお前はこの〝烈怒愛頭〟をデカくしたんだよな、ジュジュ」


「そうだよ！　私の王国だ！　私が作り上げた王国──テメーが脱走したせいで、崩れちまったんだ！　今じゃ〝烈怒愛頭〟もたった四人だ！」


「だからキレてんのかよ……まるで〝ジャジャ馬〟だ」


「戻ってこいよ、ミロク。また前みたいに〝遊ぼう〟ぜ」


「〝遊ぶ〟……だと？」


「こうやって、ホラキア商業の連中をブッ殺したりとかなぁ！」


　ジュジュが木刀を投げると、這はいつくばって逃げようとした最後のひとりの後頭部にブチ当たり、悶もん絶ぜつして倒れた。


「テメェ……どこまで腐ったんだ、ジュジュ」


「おいおい、今はそんな事話してねーだろ、ミロク。私は〝戻ってこい〟と言ったんだぜ？　犬のように尻尾しつぽを振れよ……！」


「ふん」


　ミロクは再度バイクに跨る。


　そのハーレーダビッドソンの上に乗っている、一匹のウサギ。


「よぉジュジュ。久しぶりだな」


「ビスマルク……！」


　驚くジュジュにニヤリと笑いながら、ビスマルクはタバコに火を付ける。


「そんなチンケな武器なんか振り回してないでよぉ……お前の流儀でやろうぜ。ここは〝走りイキザマ〟で〝決着ケリ〟つけようや。ミロクが欲しけりゃ、コレでやろうぜ」


「相変わらずだな。私たちに口出しすんじゃねーよ……」


　楽しそうに微笑むジュジュ。


「だが、上等だよ……そのハーレーで、私のケツに〝ブチこんで〟みやがれ」


　中指を立てるジュジュ。自分のバイク、ドゥカティ　モンスターＳ４Ｒに跨り、ミロクのハーレーに並ぶ。


　アーニィ達もホラキア商業の不良たちも、気がつけば道の脇にバイクを置いてギャラリーになっている。


「コイツは……伝説の〝兎〟の走りがもう一度見られるなんて……！」


　血塗れなのにさっきのように解説を始めるヤンキーたち。


「伝説の〝兎〟？」


「ああ……これまでに四人の乗り手を〝壊し〟ちまってる、いわくつきのハーレーだ。付いた異名が〝ハーレークイーン〟。あいつが五人目になるか、見物だぜ。ヘヘヘ……」


　いやらしい笑いを浮かべるホラキア商業のヤンキー達。完全に観客になっている。


「行くぜジュジュ！　あの信号が変わったらスタートだ！」


「楽しみだなぁ！　ゾクゾクするぜ！」


　ふたりがアクセルを開けようとした瞬間、前方から大勢の排気音が。


　十台以上のバイクが近づいてくる。カタギじゃない走り方に、ミロクもジュジュもビキビキと顔をしかめる。


　やがてバイクが止まると、ヘラヘラ笑いながらバイクを降りる第三勢力。


「あいつら……最近聞くようになった〝黄オウ眼ガン帝国〟だぜ……！」


「隣の県のゾクじゃねーか！　なんでジルサニアに!?」


　またわざとらしくギャラリー達が説明してくれる。


　彼らは隼ハヤブサとかＫＡＴＡＮＡとかＮＩＮＪＡとか、妙にスズキやカワサキ率の高いバイクでやってくる、赤い特攻服の集団。


　先頭にいるのは、フルフェイスのヘルメットにライダースーツを着たボス、シェンラン。


「ミロク……今日こそ」


　槍のように長い鉄パイプを地面にガリガリと擦こすりながら、近づいてくる。


「ジュジュよぉ。俺たちのレースの邪魔をしようとしてるヤツらがいるなぁ」


「あぁ!?　そんなモンは見えねぇな。私にゃ、イナゴの大群に見えるぜ」


「潰すぜ！」


「上等だ！　イナゴ潰しレースの開幕だ！」


　アクセル全開で〝黄オウ眼ガン帝国〟に突撃するミロクとジュジュ。


　果たして、彼らの運命は!?


　本日の不良騎士ヤンキーナイト☆ミロク、次回にご期待！





　　　　　　　＊





　うん！　絶対に売れない！


　六ページも使って、ようやく理解した！


　いやほら、前回ジーサニアの話したじゃん。ジーサンだらけのファンタジー。あれが微妙にウケちゃってさー、だからっつってまたジーサニアの話するのもアレだしさー。


　てなわけで、今回はヤンキーファンタジーにしてみた。


　批評は受け付ける！　だからといって出版する予定はまったくないけどな！





　それはそうと、紆う余よ曲きよく折せつを経へてなんとか出せたよ、『本日の騎士ミロク』の二冊目。


　買ってくれた皆さん、どうもありがとう！


　今回は色々とライバルや敵国などの話をメインにやってみた！　もちろん今後も絡んでくる重要な方々なので、今後ともごひいきに。そして例によって可愛かわいいシェンランも、元は●だった！　いつもギリギリで引き留めてくれる担当Ｍ女史に盛大な拍手を！


　そしてギリギリのふざけたセンスに付き合ってくれて、わかりづらいビジュアルをいつもきっちり形にしてくれる高たか階しなさんにはより盛大な拍手を！


　次は、仲間に焦点をあてる話でいこうかな。よく見りゃ一巻も敵ばっかり書いてたしね。


　あ、それからドラマガの方でも短編書いてるので、そっちもよろしく！　学園で活躍するミロクが見られるよ！　もちろんヤンキーじゃないよっ！





　というわけで、また次巻！


　うおお、次のあとがきどーしよう……自分でハードル上げてる気が。







二〇〇九年六月　田 口　仙 年 堂　
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